





























本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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プロローグ　宇宙人はどこから？

「雑誌は鈍器じゃありません！」

第１章　子どものわがまま　大人の悪事

１「いざゆかん！　入場列へ！」

２「やっぱ手ブレ補正は必須なわけで」

３「でも、可哀想」

４「悪い男は、俺だけでいい」

５「思い詰めたメッセージ」

第２章　神様のねがいごと

１「俺達ファンと彼らは、織り姫と彦星なのではあるまいか？」

２「どっちが攻め!?」

３「ただいま面談中」

４「神様のねがいごとⅠ」

５「神様のねがいごとⅡ」

６「神様のねがいごとⅢ」

７「神様のねがいごとⅣ」

８「神様のねがいごとⅤ」

第３章　運命のつくりかた

１「え、まだリセマラしてるんですか？」

２「特殊装丁オプションは二つまで可だ」

３「やばい、運命の恋かも。比翼連理かも」

４「禁断の恋」

５「こんなはずじゃなかったの」

６「祭の前」

７「文化祭編」

第４章　君が生まれた日

１「オタクの予定は半年先まで決まり続けるからな」

２「最後のデート」

３「俺じゃだめ？」

４「教師として、ファンとして、男として」

第５章　大学入試×逃走中

１「センター試験」

２「……逃げられた」

３「あなたなら、どうかける？」

４「先生の好きは、ちょっと暴力だと思う」

５「これ、イズ、なに？」

６「いくつかの長い夜を越えて」

エピローグ　卒業式

１「卒業、おめでとう」

２「先生、ありがとう」
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　最近早さ乙おと女め朱あげ葉はの放課後は、漫まん画が研けん究きゆう同どう好こう会かいのドアを開けることからはじまる。

　正式な部員も数人の小さな部活ではあるけれど、毎日楽しくやっている──はずだったけれど、その日は少し様子が違ちがっていた。

「委員長ー！」

　クラスでの用事を終え、部室のドアを開けようとした朱葉を呼ぶ声に振ふり返かえる。

　声の主ぬしはクラスメイトであり同じクラス委員長の都つ築づき水み生おで、朱葉の背後まで走り込み、強い力で肩かたを摑つかんでいた。

「ごめんちょっと！　匿かくまって!!」

　は？　と聞き返す間もなく、押し込まれるように部室の中へ。ドアを閉めて、二人倒たおれ込こむようにしゃがむと、ほどなく廊ろう下かを走って行く複数の足音が聞こえた。

　どこ行ったのよ！

　ほんっとサイテー！

　聞こえてくる声は、朱葉の知らない女生徒のものだった。

「……」

「…………」

　わけもわからず、口を塞ふさがれる形で都築と二人、息を詰つめていたが、遠ざかった足音が完全に聞こえなくなると、都築は音を立ててため息をついた。

「都築くん……あの……」

　どうしたの、と聞く前に。

「ふ…………不ふ審しん者しや───！！！」

　いきなり音を立てて都築と朱葉の間に振り下ろされたのは、分厚い漫画雑誌だった。

「うおっあぶね」

　都築が飛とび退のくと、雑誌を振りかぶった影かげはまだ座すわり込こんだままの朱葉に抱だきついた。

「先せん輩ぱいに触さわらないで！！！」

　涙なみだ目めでそう叫さけんだのは、漫まん研けんの一年部員である、静しずか島しま咲さくだった。

「さ、咲ちゃん！　落ち着いて!!　雑誌は鈍どん器きじゃありません！」

「だって、先輩！　このひと、いきなり！　いきなり入ってきて、先輩を！」

「不審者じゃないから！　大だい丈じよう夫ぶ！　クラスメイトだから！」

　一応、と朱葉が言うと、都築は尻しり餅もちをついて啞あ然ぜんとしていたが、やがてこらえきれずに吹き出すと。

「なに、一年生？　かっわいーね」

　なれなれしくそう言って、咲の顔を覗のぞき込こもうとした。

　さっきまでの威い勢せいはどこへやら、咲はぴぇっと声を上げて朱葉の後ろに隠かくれる。

　朱葉の方も、今いま更さらながら都築の悪い噂うわさを思い出し、腕うでを広げて二人の間に立った。

「不審者じゃないけどこれ以上の接近は禁止でーす。咲ちゃんには手を触ふれないようお願いしまーす」

「ええーなんだよお朱葉ちゃんたら、俺おれと朱葉ちゃんの仲じゃない～」

「どんな仲よ」

「そりゃあもう、一言で言えないような、ふか～い仲だけど？」

　にやにやと軽口を叩たたく都築に、咲がフーフーと威い嚇かくの声を上げる。

「はいはい。用が済んだら出て行ってくれる？」

「ええ～。匿ってって言ったじゃん。ここ、漫研の部室なんでしょ？　ちょうどいいからしばらく隠れさせてよ」

「入室の許可した覚えはないけど？」

「じゃあ、入部見学にきたってことで！　それなら断れないでしょ？」

「お断りします！」

　先に答えたのは咲だった。その反応に、『おもしろおい』と都築が顔に書いた。

「前も言ったけど俺偏へん見けんないんだよ～？　そういう女の子とも付き合ったことあるし。ほらこれペン、このペン使って書くんでしょ？　なにつけるの？　墨ぼく汁じゆう？」

「触らないで！　けがれます！」

「いやけがれはしないだろうけど」と朱葉が冷静に呟つぶやく。都築は手を止めない。

「分厚っ！　この本は？　なんも描かいてねーじゃん！　メモ帳か？」

「それは紙見本です！　紙見本の浪ロ漫マンがわからないなんてさみしい人ですね！」

「ええ!?　朱葉ちゃんわかる？」

「ちょっとわかる……」と朱葉。

　都築は次はその隣となりで踊おどるようなポーズをとっていたデッサン人形を手に取る。木で出来たものと、筋肉の質感がわかるものも置いてあった。

「この人形なに？　エロいやつ？　あ、こっちは絶対エロいやつだろ！」

「エロくないです!!　ここから描く先輩の絵がエロいの!!」

「咲ちゃん咲ちゃん」

　その説明はせんでいいから。あとわたしの絵は別に特別エロくはない、と朱葉。エロくないという言葉を受けて都築は興味をなくしたようだ。

「てか漫画って本当に描いてんの？　すごくね、プロみたいじゃね。プロになんの？」

「そう[image: ][image: ]先輩はすごくって[image: ][image: ]」

「咲ちゃん！」

　いよいよ会話が咲の「推おし絵え師し自じ慢まん」になりそうな気配を察して朱葉が声を上げた。

「時間、大丈夫!?」

　咲には厳しめの門限がある。時計を見て慌あわてて荷物を抱かかえて出て行ってしまった。都築と朱葉を部屋に残すのは心配そうだったが、「一応クラスメイトだから」と朱葉もフォローして。

　残された都築は近くの椅い子すに座ると、スマホをいじりはじめる。

「着信うるさいなぁ、メッセージも見れないし。電源きっちゃおっと」

「……女の子に、追いかけられてるの？」

　別に聞きたくもないけれど、尋たずねた。このまま、あれこれ部室のものに触られるよりはよかった。

「んー。まあ、ちょっとね」

　都築はへらっと笑って。

「大丈夫だよお。ちょっと誤解してるだけ。付き合ってた子の友達みたいなんだけどさぁ。間ま違ちがった情報が伝わったみたいなんだよね。話してても平行線だし、なんか説教してくるし、こういう時はクールダウンが大事だよね」

「付き合ってた、子？」

「そうそう。別れちゃったけど、全然そんな、恨うらまれるようなことはしてないから。わかったって言ってくれたし、まあ数日休んでるみたいだけど、お友達ちゃん達たちが怒おこるようなことはなんにもないのにね」

　不思議だね。でも平気だよ、あとでお見み舞まいに行くついでに、誤解をといてくるからさ。

　なんでもないことのように言う都築に、朱葉は眉まゆを寄せた。

「……別れた、んだよね？」

　しかも、友人達が怒いかり狂くるうような別れ方をした、彼かの女じよのもとに？

「そうだよ。おかしいかな？　だって」

　俺はまだ好きだもん。

「好き……なの？」

「そうそう。これまで別れてきた子も、みんな好きだよ、俺は」

「みんな」

　そろそろげんなりしてきた。あまりに都築が宇宙人すぎて。

　このまま都築のことは放っておいて、朝に買ってきた今週の漫画雑誌が読みたくなってきた。ちょっと曲がってしまったけれど。

　いっそさっき、咲の振りかぶった雑誌が激げき突とつしていればよかった。いや、雑誌には罪がない。人を殴なぐる道具でもないし。

「まったく興味はないんだけど。その、別れた理由って？」

「うーん。彼女が我が慢まんできないってさ。不思議だよね、付き合ってくれって言ってきたのは彼女なのに。他に付き合ってる子がいてもいいからって。みんなそうなんだよね」

　みんなそう。それで、最後はみんな。去って行くんだ。

　肩を落として、それこそひどく可か哀わい想そうな子供みたいに都築が言う。

「……わたしには、よくわからないよ」

　呆あきれたように朱葉が言って、都築と距きよ離りをとると、机を二つ挟はさんだ向かいに座った。

「ねぇねぇ、俺のことはいいからさ」

　都築はすぐに元気になって、机から身を乗り出し言う。

「せっかくだし、朱葉ちゃんの話聞かせてよ」

「話すことなんてありません」

「またまた～。ね、本当のところ、きりゅせんのあれって、なんだったの？」

「あれって？」

「クラス会のカラオケのことだよ[image: ][image: ]」と都築が言う。あれ、が何か。朱葉もわからないわけじゃない。その話をする気がなかっただけだった。都築も返事を期待しているわけではないようで、矢や継つぎ早ばやに続けた。

「気づいてない？　わけないよね。きりゅせん、朱葉ちゃんのこと好きだと思うなぁ」

　思わず朱葉の口から深いため息がもれた。

「そんなこと言われても迷めい惑わく」

「なんで？　朱葉ちゃん、きりゅせんのこと嫌きらいなの？　クラスの女子はみんな言ってるじゃん。イケメンで大人で優やさしいって」

「先生でしょ」

「それが問題？」

　それ以外に問題がある？　と思ったけれど、言わなかった。朱葉は嫌いやになりそうだった。こうしてずけずけと踏ふみ込こまれることに苛いら立だってしまいそうになる自分がいて、その苛立ちが、何か、認めたくないものを認めることになりそうで、余計に。

「先生だからダメなんだ。それって二人とも我慢してるってこと？　おかしくない？　じゃあ、きりゅせんが先生じゃなかったら、朱葉ちゃん、先生と付き合ってた？」

「なんでそんな話になるの？」

「たとえだよ、たとえば」

「──考えたことないよ」

　やだな、と朱葉は思う。誘ゆう導どう尋じん問もんみたいだし、考えないようにしていたことを考えてしまいそうで。

「じゃあ、俺は？」

「……はい？」

　変な声が出た。なのに都築はけろりとした、いたく普ふ通つうの顔で重ねて言うのだ。

「俺と付き合ってみるってのは？」

「なんで？」

「いや、面おも白しろいかなって。うん、俺が興味あるんだ。最初はなんか、二人のこと、秘密の恋こいみたいでいいよな～ってうらやましく思ってたんだけど。そういうの、俺もちょっとしてみたい。朱葉ちゃんと付き合ってみたい、って思ったから、よければどうかな」

「付き合うならわたしの方じゃなくてもいいのでは？」

　思わず言ってしまったけれど、都築が「どゆこと？」ときょとんとした顔で聞いてくるので。

（しまった相手は一リ般ア人充だった）

　と脳のう裏りから先生×都築のカップリングを消すよう手を振る。

「誰だれとも付き合わないよ。高校生のうちは、そういうことしないの。そう決めてるの。だからお断り」

「えーもったいないじゃん!!　何度も高校生やれるわけじゃないっしょ！　楽しんでおかないと戻もどってこないわけで、後こう悔かいしたって遅おそいわけじゃん!!」

　声がでかい。隠れてるんじゃなかったの、と朱葉は思う。言う元気もなかったけど。

「もったいなさすぎ。朱葉ちゃん可か愛わいいのに。じゃあこうしよ、デートしよ」

「は？」

「デート！　絶対楽しませるから!!」

「なに言ってんだか」

「いいじゃん、減るもんじゃないし!!　割わり勘かんとかせこいこと言わないから！」

「貴重な時間が減ります」

　お金よりも切実だった。オタクに暇ひまはないから。わたしの代わりに原げん稿こうしてくれんのか。わたしの代わりにソシャゲを走ってくれるのか。

　そう、真しん剣けんに思ったわけだけれど、対する都築も、あまり見たことないような、真剣な顔で言った。

「俺の知らないとこでしてんならいいけど、高校生だからって全部止めんのって」

　ためらいもなく、真まっ直すぐに。

「もったいなくて、可哀想だよ」

　いきなりそんなことを言われて絶句をしてしまった。

　都築は本当に根本の根本をわかってないと思ったし、ずれていたし、わかりあえる気がしなかった。説明も、歩み寄りも、相そう互ご理り解かいもお断りだ。

　ブロックしたい、と思う。せめてミュートしたい。人生から！

「わたしは」

　苛立ちと勢いのまま、声を上げようとして。

「わたしは……」

　それ以上は、言葉にならなかった。ぐっと拳こぶしを握にぎって、かわいた空気を飲み込んだ。その時だった。

　ばしん、と音を立ててドアが開いた。突とつ然ぜんのことに肩を揺ゆらす。ぱっと振り返れば、そこにいたのは、別に意外でも唐とう突とつでもない、この部室の顧こ問もんの桐生きりゆうだった。

「……なんだ、まだ残ってたのか？」

　ドアを開いた桐生は、なんということでもないようにそう言った。

「先生、ちーっす」

　いつものノリで都築が言う。

「入部希望か？」

　淡たん々たんと言う桐生に、「そう！」「違います！」と都築と朱葉の言葉がかぶる。

「じゃあ、帰るように」

　桐生が静かにそう言った。あれ、と朱葉は思った。静かだった。不自然なほどに。

　その後もあれこれ言う都築を閉め出すと、風のように去って行ってしまった。

　ため息をつきながら朱葉が自分のスマホを取り出すと、新しいメッセージがいくつか。

（咲ちゃんからだ）

　開けてみると、先に帰ることの謝罪と、やっぱり心配だから、一応、先生には伝えておきました、の言葉。

（え？）

　朱葉が桐生を振り返る。桐生は教室の窓から、外を見ていた。

（ええと、それじゃあ……）

　先生、いつから聞いてた？

　と思ったけれど、なんだか聞けなくて。何から話せばいいかわからなくて。

　ただ、所在なげにまごついていたら。

「早乙女くんさ」

　ぽつりと桐生が言う。その口調が、いつもの……朱葉の、よく知るいつもの、放課後の口調だったから。なんだか少し、泣きそうになるほどほっとしてしまった。桐生はそのまま、朱葉に背を向けたままで、心なしか小さな声で聞いた。

「週末、あいてる？」
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　梅つ雨ゆの短い晴れ間が広がっていた。しかも貴重な週末の晴れ間だった。

（あつ……）

　地下鉄を降りて地上に出ると、熱気が鼻の頭をついた。カンカン帽ぼうを目ま深ぶかにかぶって、朱あげ葉はが息をつく。

（なんだか、妙みように）

　緊きん張ちようをしている、という自覚があった。待ち合わせをして、まあ、それなりにオシャレをして。二人で出かける、みたいなの。

　デートみたいだなと、思ったけれど言わなかった。

　待ち合わせ時間にはまだ早かったけれど、指定された、場外のチケット売り場に立っていたら、ほどなく近づいてきた影かげがあった。

「おつかれさま」

　いつもの声で、安心をした。見上げてみれば、いつものように野や暮ぼったい姿に大きな鞄かばんの桐生きりゆうが立っていた。

「覚かく悟ごはしてきたか？」

　出会いざま、そんなことを聞くから。

「まあ、一応」

　ちょっとだけ笑って朱葉が答えた。

「よろしい」

　桐生もちょっとだけ笑って朱葉の肩かたを冗じよう談だんめいた仕草で軽く摑つかむと、びしっと指をさして言った。

「いざゆかん！　入場列へ！」

　そこは都内某ぼう所しよ。

　あまりの人気で話題になった美術展、その、会期最終の週末だった。
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　青いチケットは桐生から、ホワイトデーにもらったものだった。忘れていたわけではないけれど、行く機会を逃のがしていた。オタクの週末はとかく忙いそがしい上に、進級のあれこれもあって、すっかり後回しにしまっていたのだ。こうして誘さそわれなくても、もともとこの週末くらいしか行けるスケジュールではなかったし。

　別に一いつ緒しよに行く予定でもなかったのだけれど、一緒に行かないかと言われたら、断るのもちょっと変な気がした。

（でも、これじゃあ、まるで、ねぇ……）

　都内の大きな美術館で展示されているのはオタクが好きな芸術家の作品だった。朱葉も大好きだし、それ以上にこの画家のエッセンスを学びたかった。とはいえこうして学校外で二人で会うのは、オタクごとを抜ぬかせばはじめてのことだった。いや、これもオタクごとだろうか。わからない。線引きが難しい。

「わー、すご……」

　時刻はもう夕方に近く、ピーク時間も過ぎていたはずだが、入場列は現代的な建築物の外まで延びていた。

「お、最後尾さいこうび」

　美術館の関係者であろう人間が持っていた最後尾札には、ただいま90分待ちの文字。

「九十分……」

　ごくり、と朱葉が息をのむ。

　近くのカップルが「えー九十分だって～」「アトラクションかよ」とどこか呆あきれたように笑っている。

（アトラクションっていうか……）

「ぱぴりお先生トイレは大だい丈じよう夫ぶ？　そんなに暑くならなかったけど塩レモンタブレット渡わたしておくから。給水所もあるみたいだけど、一応ペットボトルは二本凍こおらせてきたし、スマホの充じゆう電でんが足りなくなったらいつでも言って」

　一方桐生はどこか浮うかれた様子で、大きな鞄から色々なものを出してくる。四次元袋か。そしてまだ延び続ける列の最後尾につくと。

「それじゃ、イベント走りがんばろう」

　スマホにイヤホンをつないで、画面に没ぼつ頭とうしはじめた。どう見てもソーシャルゲームである。

　これはデートではないな、と朱葉は思った。これだけの人の目がある場所だ。それぞれ勝手に列に並んでいる、そうした方がいいとわかっていたし。

（いいけどね、わたしも走るけど……）

　でも、イヤホンまでしなくてもいいじゃん、と思ったけれど。ふと、隣となりを見て気づく。

（あれ、片方……）

　朱葉の側の耳だけ、イヤホンは首から提さげて、耳に入れられてはいなかった。

（話、は、してもいいのか）

「ぱぴりお先生大丈夫？」

「え、なにがですか？」

「今回のイベント。育成間に合った？」

「なんとか高難易度いけるようになりました」

「新キャラ見た？」

「見た。やばない？」

「やばい……。まさかここで……過去因いん縁ねんの投入とは……」

　ぼそぼそと画面から目を離はなさずに二人で話す。これでは放課後と何も変わらない。列はのろのろとだが確実に進んでいたし、屋外ということもあって、周囲も朱葉と桐生の会話に気を配る様子もなかった。

　二人はしばらく、そうしてゲームに没頭していたけれど。

「…………都つ築づきくんがですね」

　ぽつりと朱葉が言ったら、桐生は何も答えず顔も上げなかったけれど、指の動きをぴたりと止めたのがわかった。

　結局、一晩、朱葉もひとりで考えてみたのだけれど。

「言うんですよね、もったいないとか可か哀わい想そうとか」

　正直に、あったことを、まあ、色々かいつまんで、端折はしよって言った。そして、桐生の返事を待たず……。

「でも、わたしが、可哀想じゃないことは」

　静かに、言った。

「わたしが知ってるから、いいし」

　スマホから、顔も上げずに。

「そういう風に考えちゃう都築くんが、わたしはむしろ可哀想って思います。でも、わたしが可哀想だよって言っても、彼かれはそうじゃないって、言うと思うんですよね」

　失礼だと思ったし、これがＳＮＳならミュートないしブロックだぜ、ということには変わりがなかったけれど。

　それはただ、それだけのことだから。それほど恨うらむようなことでもないなと思った。

「だから……多分、この話は堂どう々どう巡めぐりで」

　意味もないし、朱葉にとっては価値もない話だ。そして。

「そんな話に付き合ってられるほど暇ひまではないわけです。あ[image: ][image: ]ドロップきた！」

　一晩考えて、朱葉が思ったのは、そういうことだった。

「どうですか？　ふだせん的に。なにか感想ありますか？」

「ドロップ早くない!?　ねえなんで!?」

「そこじゃねえよ」

　ぐぬぬ、と桐生が言ったあとに、深々とため息をつき、低い声で、本当に、うなるように言った。

「殴なぐりたい……」

　びっくりして朱葉が顔を上げる。

「体たい罰ばつだめ、絶対！！！！！」

　思わず言った、けれど。

　桐生は、そのままの調子で、絞しぼり出だすように言った。

「だから、静しずか島しまくんに殴ってもらっておけばよかった」

　そして朱葉の目の前に、手が置かれた。触ふれることはなかったけれど、大きな手だった。その手で、桐生が、どんな顔をしているか。朱葉にはわからなかったけれど。

「──なんで俺おれ、先生なんだろうね」

　その言葉は、本当に、悔くやしさに満ちていたから。

　朱葉はちょっとかがんで、下から、上うわ目め遣づかいに桐生を見るようにして。

「まあ、今日は、違ちがいますし」

　先生と、生徒じゃないし。まあ、デートとも違うけれども、せっかくのお出かけだし。

「楽しみましょう？」

　ほら、列が動きましたよと、朱葉が桐生の袖そでを引いた。
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　九十分とあった入場列の待ち時間は、スマホを握にぎって熱くなっていればすぐだった。水分を摂とるタイミングをなくしていたから、立ちっぱなしでちょっとめまいがしたけれど、広い展示室に入ると、飾かざられていた絵の大きさに言葉を失った。

　元々日本で人気の画家だけれど、今回の展覧会の盛せい況きようは、間ま違ちがいなくその絵の巨きよ大だいさにあると確信する。国外初の展示だというその絵画の数々は、なによりもまず、「なぜこれを持ってこようと思ったのか」と思わせた。

　入場者が多すぎて近づくことが出来ないかと思ったけれど、近づいたからといって見れるものではない。むしろ何歩も下がらなければ、絵全体をとらえることが出来なかった。

　美術館らしき静せい寂じやくもなく、あたりをざわめきが包んだ。美術鑑かん賞しように慣れていないような人も多いのだろう。そんな人のところまで、絵が、届いていることにあたたかなものを感じた。

「キラキラしてる……」

　まず飛とび込こんできた絵に、口をついて出たのはそんな言葉だった。口を開けた、間ま抜ぬけな顔をしていたと思う。

「はい」

　と、隣となりの桐生きりゆうから渡わたされたのは双そう眼がん鏡きようだった。小型だけれど、結構しっかりしたやつ。

「え、これなに？　ガチ？」

　言いながら構えてみると。

「うわめっちゃ見える」

　やばいやばいやばい、と朱あげ葉はが言う。筆ひつ致ちが迫せまってくる。見てはいけないところまで見てしまっているようで、ドキドキする。

「やっぱ手ブレ補正は必ひつ須すなわけで」

　言いながら桐生も双眼鏡を覗のぞき込こんでいる。朱葉が眉まゆを寄せて尋たずねる。

「……なんでふたつ持ってるんですか？」

「それは予備です」

　だからその鞄かばんは四次元袋かよと。

　突っ込みたかったけれど、今回ばかりはその恩おん恵けいにあずかっておくことにする。

　そろそろとふたり、巨大な絵の前にすり足になりながら、進んでいく。「死に場所まで情じよう緒ちよがある」「幻げん想そうの方がくっきりしてる」「ここに百ゆ合りを感じる」「美少年っょぃ」「妻もっょぃ」「はーまた燃えた」「景気よく燃えてる」「すぐカップルの家を燃やす腐ふ女じよ子しみたい」「わかりみ」などとやくたいもない話をしながら。

　しかしじきに朱葉がつらくなってきた。

「うう……つら……」

　眉み間けんをおさえて、嚙かみしめるように。

「絵がうまくてつらくなる……」

　別に自分と比べるわけではないけれど。ただ、やっぱり、圧あつ倒とう的てきな美術というのは、暴力なのだ。

「特に白がすごいなー……煙けむりとか、金属の光、とかが……」

「がんばれ、がんばれ」

　隣の桐生からはいい加減な合いの手が入る。もちろん、慰なぐさめられたいわけじゃない。その合いの手が入ることで、むしろ一周回って面おも白しろくなってきたことも事実だった。

　巨大な作品群を抜け、馴な染じみの深いポスターなどの小品の展示に入る。スペースの関係か、こちらの方が混雑がひどく、空気も薄うすかった。

「いやーすごい、すごいしか出ない」

「作品ひとつひとつにオリジナル10000users入りのタグをつけていきたい」

　そんなことを言いながら、朱葉達たちは人の波の隙すき間まから、食い入るように作品を見み詰つめていく。

　一点の下絵の前で、思わず朱葉が声を上げた。

「は──？？　ちょっと、ちょっと見て！　この絵アタリ！　アタリがある！！！」

「マジか」

　隣の桐生も思わず顔を近づけて見てきた。下絵とされた展示物の端はしに、朱葉も慣れ親しんだ、まるを描いて十字を描く、アタリとしか言いようがないアレ、が描かれていた。

「そうか……こんな神でもアタリを描くんだ……なんか……勇気出るな……」

　ほろり、と朱葉が目め頭がしらをおさえる仕草をしたら、そのまま少し、ぐにゃりと、視界がゆがんだ。

（あれ？）

　床ゆかが、やわらかくなった、という、感覚。傍はた目めには、ぐるりと頭を揺ゆらしただけだったけれど。

「早さ乙おと女めくん？」

　背後に立っていた桐生が、朱葉の両りよう肩かたを摑つかんだ。しぱしぱと、朱葉は瞬まばたきをする。

「あ、すみません……」

　謝あやまる言葉が口をついて出たけれど、とたん、ガンと頭痛がして顔をしかめる。

「いたた……」

　人に酔よったのかもしれない。夢中で見てたけれど、人が多すぎて、空気が薄かった。この暑さと人ひと混ごみをなめていたのかも。水分も、塩分タブレットも、摂っておけばよかった、と今いま更さらな後こう悔かいが脳のう裏りをよぎった。

「こっち」

　耳元で桐生の囁ささやきが聞こえて、人の波から外される。

「大だい丈じよう夫ぶです……」

　根こん拠きよはなかったけれど、そんなにひどくはない、と言おうとして。

「もう出口だから。いいからおいで」

　そう遮さえぎられて、腕うでを摑まれて出口へと向かった。

　天てん井じようの高い展示室外に出ると、ほっとした。

「医務室とか、行く？」

「いえ、大丈夫だと思います。ずいぶん楽になりました。でも、ちょっと外の空気吸いたいかも」

「じゃあこっち」

　エスカレーターは避さけられ、エレベーターで下におりる。見られなかった物ぶつ販ぱんを横目に、（図録だけでも欲ほしかったなぁ）と思ったけれど、我わが儘ままは言えない。

　外のテーブル席に座すわると、ほっと息をつく。

　桐生は必要以上に心配することはなく、てきぱきと鞄から必要なものだけ出してくる。

「はい、飲み物。タブレット。甘あまい物の方がよかったら、黒くろ飴あめもあるから」

「ふだせんすごい、猫型ロボットみたい」

　冷たい金属製のテーブルに上半身をあずけて朱葉が笑う。桐生も少し笑って。

「未来からきた？」

「そう、具体的には夏のお台場から……」

「冬の装備もぜひお見せしたいところですね」

　そんな軽口を叩たたき合あって、陽ひの落ちかけた夕暮れの風を感じる。頰ほお杖づえをついて、朱葉を見下ろしながら、桐生がふと、言った。

「膝ひざでも貸そうか」

「え？」

　視線だけ、上を向く。桐生の表情は横顔でよくわからない。

「この間のお礼に」

　ぱっと、思い出したのは、ふたりきりのカラオケボックスのこと。

「いらないです」

　反射で言った、朱葉の答えを予測していたのだろう、「残念」と桐生は言うと、小さく唇くちびるの端を曲げて笑った。

「すごくいい気持ちだから、そのうち体験してみるといい」

　その言葉に、なんだか少し、下がっていた血がのぼるような気がして。

「…………」

　帽ぼう子しをずらすと、突つっ伏ぷしたままで顔を隠かくした。その時だった。

　コンコン、と音がした。

　近くのガラスを叩くようにして。

（え？）

　誰だれかが立っている。こちらを見ている。知り合いだろうか？　どっちの？　え、見つかってもいいやつ？　──大丈夫？

　そんなことを思いながら、相手の足あし下もとから、ゆっくり見上げていったら。

『か　ず　く　ん』

　そこに立っていた女性の赤い唇が、そんな風に動いた。

　続けてマリカ？　と小さく呟つぶやく、桐生の声がした。
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　またね、と言って別れた人がいた。

　もう昨年の、年の暮れのことだ。あっという間に半年くらい経たっていて、でも印象のかわらない人だった。

　マリカという名前を、朱あげ葉はは知っている。それから、大学時代に、桐生きりゆうの恋こい人びとだったということ。

　それから……まだ、桐生に少し、未練というか、執しゆう着ちやくがあるということ。また会いましょうねと言って別れた、それがこんな風な再会になるとは、思ってもみなかった。

　細いヒールのミュールで軽かろやかに歩いてきたマリカは笑え顔がおで言う。

「やっぱりカズくんだった。それから、アゲハちゃんよね？」

　朱葉はどういう対応をしていいのかわからず戸と惑まどって、小さく会え釈しやくだけをした。隣となりの桐生は立ち上がって、まだ驚おどろいた顔をしている。

　仕事帰りなのだろうか、以前よりも少し落ち着いた格好で、けれどくたびれた様子は見えなかった。

　都会の、その中でも高級な街が似合う人だなと思った。

「久しぶり。すごい偶ぐう然ぜん。運命かな？」

　そんなことをマリカは言う。彼かの女じよの口調から、この半年、桐生と連れん絡らくをとりあっているわけではないということがわかった。わかったところで、どんな気持ちになればいいのかはわからなかったけれど。

　座すわる朱葉の頭上で、二人が言葉を交かわす。

「今から見るの？」

「いや、今見終わったところ」

「そうなんだ？　すごい人よね。あたしは会期の頭に来て、迷ったんだけど、結局終わる前に図録を買いに来ちゃった」

　持ってる図録と、作品がかぶるとこも多いんだけど、と言って、マリカは自分の持っている重そうな袋ふくろを見て、言う。

「カズくん覚えてる？　関西の美術館、一いつ緒しよに行ったよね」

「うん」と子供みたいな返事を桐生がした。二人がしているのは、朱葉の知らない、桐生の思い出話だった。朱葉はこうしてこの画家の絵を生で見るのははじめてだったけれど、桐生はそうでない、ということがわかった。

　それから桐生は、美術館の中のポスターを見上げて、ぽつりと言った。

「まだ好きなんだ」

　どこか安あん堵どを含んだような呟つぶやきだった。

　その言葉に、マリカは少し複雑そうな顔をして言う。

「……そりゃね。嫌きらいにはならないわよ」

　曖あい昧まいな、似合わない顔をしたのは一いつ瞬しゆんのこと。すぐに、いつものように強い表情に戻もどって言う。

「見終わったんなら今から暇ひまでしょう？　一杯ぱいくらいどう？　オススメのお店、近くにあるのよ」

　お酒の誘さそい。いたずらっぽく笑って、退路を断つように桐生に言う。

「前の埋うめ合あわせもしてよ」

　前、はきっと去年の年末、クリスマスのことだろう。

　その時も朱葉は居合わせたし、埋め合わせをしなければならないとしたら、その一いつ端たんは自分にもある気がした。だから彼女はわざと言っているのだ。

　居い心ごこ地ちの悪さを朱葉は感じていた。帰ります、と言えばよかった。立ち上がって、先に帰ります、あとはお二人でご勝手にって。

　逃にげ帰かえるみたいだったけれど、別に、それでいいと思っていたから。

「いや」

　桐生が迷わず返事をしたのに、少なからず驚いた。

「彼女を送って行くから」

　そんな風に、はっきりと言った。マリカが面めん食くらって、それから挑ちよう発はつ的てきな表情をした。

　朱葉は彼女、が誰だれかわからなかったが、自分のことだと少しの時間差のあとに気づいた。

「なあに？　お付き合いはじめちゃったの？」

　朱葉が否定のために口を開こうとする前に、矢や継つぎ早ばやに続ける。

「ないわよね。だってまだ、アゲハちゃん高校生でしょう？　それも、カズくんの生徒でしょ？　カズくん、そんなに常識なくないよね？　クソみたいなオタクだけど、だからこそ、それ以外は安全第一安定思考。教職にもついたのに、みすみすそんな危険な橋は渡わたらないもんね。アゲハちゃんにだって負担だし、リスクを負わせることになるもの」

　ああ、えぐってくるな、と朱葉は思う。周りにあまり、人がいなくてよかった。知らない人でも、聞かせたい会話じゃない。

「そもそもカズくん。そんな危険な橋を渡りたがるほど、恋れん愛あいに夢中になるタイプでもないじゃない」

　もっと、好きなもの、たくさんあるんでしょう？

　マリカの言葉は的確だった。その通りだと思ったから今いま更さら、傷ついたりはしないけど、それでも、それなりに刺ささる自分がいた。どうしてこんな言葉を聞かされないといけないのかなと、恨うらみがましくも思った。

「お付き合いはしてないよ」

　はっきりと桐生は答える。その桐生の言葉も、ちょっと刺さったけれど、そうだそうだと朱葉も思ったのだ。

　お付き合いは、していない。

「……だけど、今日は」

　続けて桐生が言う。

「俺おれが、彼女と来たかっただけ」

　ぽかんと、口を開けて朱葉が桐生を見上げた。

　対するマリカはといえば、細くて美しい眉まゆをキリリとつり上げて、桐生のことを睨にらんだ。苛いら立だちのこもった視線だった。

　けれど、すぐにその視線の先を、桐生から座ったままの朱葉に切きり替かえた。綺き麗れいな笑顔を浮うかべて。

「つまんなかったでしょ？　カズくんて、気の利きいた話も出来ないし、デリカシーもない。それにすぐに携けい帯たい見たり、ゲームしたり、あげくの果てにこっちと話してても漫まん画が読んでたりするし、幻げん滅めつしたんじゃない？」

　桐生のことを貶おとしめようとした、というよりは、共感に似た響ひびきだった。その表情にも朱葉に対する棘とげはなかった。もちろん、かつて、先にいくらかの時間を共有した優位性は見せつけられたような気がしたけれど。

　心から朱葉のことを、同情しようとしたみたいだった。

　そしてそれは、かつての自分に対する同情でもあるのだろうと思った。思ったし、わかったけど……。その上で。

「……つまんなくなかったです」

　朱葉は座ったまま、少し、背筋を伸のばして、膝ひざの上で拳こぶしをかためて、まっすぐにマリカを見上げて言った。

「つまんなくなかったですよ」

　今度こそ、鳩はとが豆まめ鉄でつ砲ぽうをくらったような顔をマリカはした。

「……そう」

　その綺麗な顔から、表情を消して小さくそう呟いた。

「じゃあお似合いかもね」

　そして顔を上げた時、彼女の目は、もっと強くて深い色に光った。

「でも、可か哀わい想そう」

　強い目で、強い声だった。

「可哀想よ。アゲハちゃん、きっと傷つくわ」

　魔ま女じよのような言葉で。呪のろいをかけるみたいに、言った。

「あたしみたいに」

　そのまま返事を待たずにマリカは背を向けて、歩いて行ってしまう。ヒールの高い靴くつで、伸びた背中で。振ふり返かえらずに。

　嵐あらしのような人だった。
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「ごめん」

　マリカの姿が見えなくなって、どすん、と桐生きりゆうが椅い子すに座すわった。

　ため息を隠かくすように口元に手をやって、なんだかすごく考え込むような横顔だった。

　朱あげ葉はは桐生の横顔を見て、去って行ったマリカの背中を思い出す。

「いいんですか、謝あやまる相手」

　思わず、言ってしまう。

「わたしだけで」

　我ながら、意地の悪い言葉だとは思ったけれど、思い切って続けた。

「マリカさんも傷ついてると思いますよ」

　言ったらちょっと胸が詰つまった。多分、同じ女としてこんなのは同情なのかもしれない。本人に知られたら、自意識もプライドも人一倍あるであろう彼かの女じよのことだ。それこそ呪のろわれてしまいそうだけれど。

　朱葉を傷つけようとしたあの言葉は、多分、彼女自じ身しんを過去に、もしかしたら今も、傷つけている言葉なんじゃないかと思った。

「………………」

　桐生は考え込むみたいに、額をおさえて首を振ると、少しだけ疲ひ労ろうのにじむ声で言った。

「…………マリカには、多分ずっと、間ま違ちがった選せん択たく肢しをとり続けてきたんだと思う。あんまり正解をとったことがないから、今でもなにが正解なのか、よくわからない」

　選択肢って……と思わなくもなかったけれど、とりあえず朱葉は黙だまって聞いた。

「だから、本当は」

　陽ひの落ちかけて影かげが色いろ濃こくなって。

「ぱぴりお先生にだって、間違った選択肢をとり続けてるんじゃないかって思うことがある」

　そう続けられた言葉に、いよいよ朱葉は呆あきれて、言ってしまった。

「人間関係はゲームじゃねーですよ」

　うん、と頷うなずいて振ふり返かえった桐生が、親指と、人差し指で、朱葉のバストアップを切り取るみたいな仕草をして言った。

「ゲームだったら楽なのに」

　なるほどこれが、あのマリカさんを怒おこらせるダメ選択肢か、と思わなくもなかったけれど。

　朱葉は呆れこそすれ、何な故ぜかあんまり怒いかりがわかなくて。むしろ、いつもの調子が少し戻もどってきたことに安あん堵どして、自分も、親指と人差し指で桐生を切り取りながら言った。

「ふだせんはねー。結構ちょろいです」

　攻こう略りやくキャラとしては。イラスト一枚、コピー本の一冊でいくらでも懐かい柔じゆう出来るし、課金もいらない。

「知ってる」

　と桐生が小さく笑って言うと、

「でも、ぱぴりお先生がチートなだけだよ」

　そう、付け加えた。

　俺に特とつ攻こうが入るだけだから、と。

　朱葉はその言葉に、「そうかなぁ」と呟つぶやいてみる。少しの照てれ隠かくしと、それからほとんど本音で。

「わたしが本当にチートなら、もっと最強で、うまく攻略出来たんじゃないですかね」

　こんな風に、色んな人に可か哀わい想そうとか言われることもなく。

　もっと、なんかわからないけど、うまくやれたはずだった。

「それは攻略相手のバグだよ。ぱぴりお先生のスキルもパラメータも、本当に最強だ」

「信じられないなぁ」

　チートだったら今いま頃ごろハーレムだったはずなのに。好きな人の、ひとりも落とせる気がしない、と心の中だけで思う。

　攻略とか。

　チートとか。

　冗じよう談だんめかして言っているけれど、すれすれの会話だ。どこまで本気かわからないし、どこまで本当かもわからない。でも、悪い魔ま法ほうがあれば、善い魔法もある、なんてことを朱葉は思う。

　今日、ここに来たこと、一いつ緒しよに楽しんだこと。

　なにかのチート能力が作用したボーナスみたいな魔法なら。

　朱葉は片手を持ち上げて、桐生に差し出す。

「送ってくれるんですよね。直結の駅は混こんでそうだから少し歩いて。この先の駅まででいいですから」

　わたしのこと、チートだって言うなら。

　これくらいは、許されたい、と思った。

「……うん」

　桐生が立ち上がり、朱葉の手を取って、ゆっくりと歩き出す。

　もう、夜はすぐそこまで来ているようだった。
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　歩き慣れない大人の街は、その時間帯も相まって、朱葉にとってどこか異国めいていた。桐生は駅までの道は頭に入っているようで、スマホを開くこともない。

　なるほど、と朱葉は思う。

　片手が塞ふさがっていると、ゲームがしにくいものだ。わからないけれど、マリカさんもこういう風に桐生の性質をうまく操あやつっていけたらよかったのにと思いながら、こんな時に他の女性のことばかり考えているのも、おかしいことだなと同時に思った。

　ただ、こんな時でもないと、聞けないこともあるので。

　朱葉は桐生にマリカのことを聞いたし、ぽつりぽつりと、断だん片ぺん的てきにではあるけれど桐生も話してくれた。

　もちろん、踏ふみ込こんだことなんてひとつも聞かなかったけれど、桐生の中で、マリカとのことはいい思い出となっていることが多いようだった。彼女の冴さえたデザインセンスや、漫まん研けんサークルの面おも白しろかった話なんかを聞いて。

　迷ったけれど、朱葉は桐生に尋たずねた。

「もう一度、やり直したいって言われたら。どうするんですか」

　終わってしまったことかもしれないけれど。

　悪い思い出じゃないなら。もしも、もう一度やり直したいと言われたら。

　カップルも多い夜道を歩きながら、桐生が答える。

「なんて返すかは……その時にならないとわからないけど」

　出来るだけ噓うそのない、誠実をにじませる声で。

「俺おれは、ぱぴりお先生との取引を反ほ故ごにするつもりはないから」

　その答えに、朱葉は自じ分ぶん達たちの間にある取引のことを思い出した。あのクリスマスを。「卒業まで誰だれとも付き合わない」という取引を。

　立場や立ち位置を抜ぬきにして、かろうじてよるべにするのは、あの取引ひとつなのだろう。あのささやかな約束が、自分達を支えているように思えたし、その一方で、自分達を縛しばっているようにも思えた。

「……ごめん」

　もう一度、桐生が言った。

「なにに対する、ごめんですか」

「いや……俺が、ひどくて」

　きっと、ぱぴりお先生のことも傷つけている、と桐生は言った。朱葉は行く先に駅の淡あわい光を見ながら桐生の手を引き、足を止めて言った。

「わたしは今のところ、傷ついたことないです」

　呆れることもあるし、怒ることも、まああったけれど。桐生に傷つけられたことは、これまでない、と朱葉は思った。

「でも」

　強めに、手を、握にぎって。

　覚かく悟ごを決めて、朱葉が言う。

「別に、傷ついてもいいと思ってますよ」

　虚きよを突つかれたような顔を桐生はした。驚おどろかせたな、と朱葉は思って、ゆっくりと握った手を離はなす。

　そして、安心させるように笑って、言う。

「傷つきたいわけじゃないですけどね。そこは、大事」

　その時、ふと、ビル風が吹ふいて、朱葉の帽ぼう子しが煽あおられた。「あ、」と朱葉が声を上げ、数歩駆かけ出だした桐生が朱葉の帽子を拾った。

「早さ乙おと女めくん」

　そして、朱葉の名前を呼び、背を向けたままで続けた。

「…………なにか、希望や、要望があったら言って。見捨てないでくれるなら、俺は反省と、努力をする」

　俺は多分、うまくはないけれど。

　知ってるよ、と朱葉は思いながら。

「──そんなこと言って」

　少しばかり意地悪な気持ちが頭をもたげた。

「わたしがすごく、わがまま言うようになったらどうするんですか」

　目を伏ふせ、ちょっと笑ってそう尋ねた。なにをどうとか、別にないけど。もしも、もしもわがままを言ったとしたら、桐生はどうするんだろう。

　この魔法みたいな時間に。

　これ以上を、今、望んだら。

　けれど桐生は振り返ると、朱葉の頭に帽子を乗せて。

「言ったら？」

　向かい合わせに、低い声で言う。

「言ってごらん」

　その響ひびきと近さに、声に、言葉に、朱葉は唐とう突とつに、どうしていいのかわからなくなる。迷子みたいに途と方ほうに暮れて。

　硬こう直ちよくして、言葉を失ってしまう。時間にしてみればほんの少しの、永遠めいた、沈ちん黙もくのあとに。

「──噓だよ。ずるいことを言いました」

　そう言った桐生が、朱葉の頭をぽんぽんと叩たたく。

「そのままでいいよ。早乙女くんは良い子でいてください」

　そんな風に、どこか突つき放はなすようなことを言ってかぶせた帽子を、目ま深ぶかにさげた。

　そうして、朱葉の視界を奪うばって。

「悪い男は、俺だけでいい」

　囁ささやきは耳元に。
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　ぴりりと電流が走ったような気がしたのは、きっと錯さつ覚かくなのだろう。息も止めていたのか、吐と息いきらしい風も感じなかった。指に感じていたよりももう少し高い熱を、頰に感じたのは錯覚だったのかもしれない。

　驚き、朱葉が顔をあげる頃ころには。

「じゃあ、気をつけて」

　桐生はもう、背を向けて歩き出していた。

「おやすみ」

　最後の言葉はそんなもので。背中が人混みにまぎれ、消えていく。その背を見ながら。

（ずるい）

　悪い、と同時に思う。

（先生だって、特攻じゃん、こんなの……）

　チートなんてどこにもない、と朱葉はその場でしゃがみこみ、しばらく立ち上がれそうにもなかった。
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　早さ乙おと女め朱あげ葉はは混乱していた。

　電車にどうやって揺ゆられて帰って、夕飯に何を食べたか覚えてないけれど、ベッドに横になってようやく人ひと心ごこ地ちついた。

（いやいや……）

　人心地ついた、といってもなにひとつ心は落ち着いていなくて。

（あれは、なんだ……？）

　何度も思い返しては、頭に血が上る。

（えー……えー……）

　どういう流れで、ああなったんだっけ。

　わがままを言ったらどうするのかと尋ねた。確かに自分は挑ちよう発はつめいたことを言ったかもしれない。

　言えばいいと、桐生きりゆうは答えた。そのくらいから、ちょっと様子がおかしかった、と朱葉は思い返す。

（悪い男だ）

　あれは自分の知らない、イケメンの桐生先生でも、腐ふ男だん子しのふだせんでもない。

　悪い男だ、と朱葉は思う。

　誰だれかに聞いて欲ほしいし相談したいけれど、ふさわしい相手が見当たらない。夏なつ美みに全部話しておけばよかったとも思うし、話したとしても、言えていたかどうかは、わからない。突とつ然ぜんのことで、あんまりにびっくりして。

（……だから、なんだろう）

　心の準備が出来てなかったし、びっくりしたし、うろたえた。だけど。だから、なにかと言われたら、答えが、でなくて。

（………………どうすんだよ）

　週が明けたら、いやがおうにも会わなきゃいけない。

　なかったことには出来そうになくて、結構本気で途と方ほうにくれた。





[image: ]






　結局土日はひとりで悶もん々もんと過ごして、考え込んでしまうと夜しか眠ねむることが出来なくて（まあそれでも夜はちゃんと寝ねた）、週が明けた。

「はい、おはよう、遅ち刻こくになりたくなきゃ座すわれよー」

　チャイムとともに教室に入ってきた桐生が、教室中を一いち瞥べつしていく中で、一いつ瞬しゆんばちりと、朱葉と目が合った。

「！」

　とっさに、目をそらしてしまったら、次の瞬しゆん間かん、ガシャン!!　と音が鳴った。

「!?」

　驚おどろいて見返すと、桐生が壇だん上じように上がる段差に躓つまずいてオオゴケしている。「先生！」「きりゅせん大だい丈じよう夫ぶー？」「え、ボケ？　ネタ？　マジ？」と教室もざわつく。

　よろよろと立ち上がった桐生が、うなだれながら、

「……月曜日で気が抜ぬけた」

　とかなんとか言っているけれど。

（ショック受けてる……？）

　呆あきれたように、朱葉が思う。

　まだ直視は出来なかったけれど。その哀あわれな姿に、ちょっと溜りゆう飲いんが下がったことは確かだった。
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　月曜日は生物の授業もなかったため、朝礼と終しゆう礼れい中にうつむいていれば、顔をあわせることもなかった。委員長の仕事も確かにあったけれど。

「この間の分、代わってよ」

　そう都つ築づきに押おしつけたら、都築は「おーけーおーけー」とへらへら日誌を受け取った。

　そういえば、例の女の子、どうなったの？

　と思ったけれど、わざわざ聞きたいほど興味がわかなかった。校内で追いかけられていないところを見ると、うまいことやったのだろう。

　彼かれはうまいことやることには長たけた人間なのだろうから。

「朱葉ちゃん」

　日誌を摑つかみながら、上うわ目め遣づかいで都築が尋たずねる。

「なんかあった？」

　ざわついた教室で、誰と、という話を避さけたのは、多分都築の配はい慮りよなのだろう。そういう気き遣づかいは、出来た人だなって朱葉も思うけれど。

「都築くんに言うようなことは、ないよ」

　きっぱりとそう答えたら、都築は意外そうに眉まゆだけ上げた。

　それから、もう少しいたずらっぽく笑って続けた。

「じゃあ、デートの話は？」

　朱葉は軽くため息をつき。

「お断り」

　クールに答える。まだ何か言おうとしている都築に対して、

「やっぱりわたし、都築くんのこと考えてる暇ひまないから」

　遠えん慮りよしとく、と言えば、

「残念」

　と、特別残念でもなさそうに都築は笑って、

「じゃあ、俺おれがんばっちゃわないと」

　とかなんとか言っていたけれど、朱葉はもう聞かずに教室を出て行く。

　部室の鍵は、一年生の咲さくが開けてくれたのだろう。

　部室に入ると、「先せん輩ぱい、おつかれさまです～」という咲のどこか気の抜けた挨あい拶さつが聞こえた。

「おつかれさま。……咲ちゃん、どうかした？」

　部室の机に、図ず録ろくのような分厚い本を抱えて座っている小さな身体からだに元気がなかった。お腹なかでも痛いのかな、と思っていたら、「ううう、先輩聞いてくださいます……？」とべそついた言葉。承しよう諾だくの意味で向かいに座る。

「咲って、あんまり空気読めないところあるじゃないですか」

　切り出された言葉に、朱葉は「ううん？」と曖あい昧まいな返事をした。確かに言いたいことに心当たりはあったけれど、手放しでそうだねと言うのも可か哀わい想そうな気がして。

「それで、最近、好きな書き手さんに気持ち伝えたくて、思い詰めたメッセージを送ってしまって……」

「思い詰めたメッセージ」

　朱葉が鸚おう鵡む返がえしをする。

「ちなみに、どれくらいか聞いても？」

「…………ろくせんじくらい……？」

　なかなか詰まってるな、と口には出さず朱葉は思った。けれど思いは伝わったようで、「だってだって」と咲がくだをまく。

「長くシリーズを書いて続けていらっしゃって、完結して、それがもう、それがもう名作だったんですよお！」

　イイネとか！　ブクマとか！　コメント欄らんとかスタンプとかじゃこの気持ちがおさまらなかったんです！　と力説はするものの、そのまましゅん、としおれた。

「でも、お返事もなにも返ってこなくて、ＳＮＳも沈ちん黙もくしているし、もう、なんだか、嫌われちゃったんじゃないかって、気が気じゃなくて……もしも、作品下げられたりしたら、後こう悔かいしてもしきれません……」

　かといって、謝あやまることも違う気がするし。こんな時って、どうしたらいいですか!?　と咲はもう涙目だった。

「う────ん」

　その質問は先生に聞いた方がいいのではないか、と思わなくもなかった。思いを詰めることに関しては、彼の方がプロフェッショナルなような気がしたから。でも、咲は今、その思いを受け取る側のアドバイスが欲しいのだろう。

「……思いを、受け止めきれないことって、あるとは、思う」

　考えながら、朱葉は言う。

「わたしは大体どんな感想でも嬉うれしい！　って思うけどね。褒ほめられてればその方が嬉しいし。でもそうだね、長くて重たい感想とかラブコールをもらったら、それにふさわしい言葉は返せるかなって考えちゃうかな」

「やっぱりご迷めい惑わくですか!?」

「いやいや、迷惑とか負担とかそういうのとも違って。受け止めたいなぁって思うけど、受け止めるのは時間がかかっちゃうんじゃないかなってこと」

　もちろん、受け止めきれない思いもあるだろう。びっくりしたり、戸と惑まどったりも、するかも。

「でも、長い話を書いてくれてるんなら、人にもよるけど、受け止めようとはしてくれるんじゃないかなって思うよ」

　朱葉の言葉を、咲は神しん妙みような顔で聞いている。

「それでね」

　頰ほお杖づえをついて優しく笑いながら、朱葉が言う。

「せっかく好きになってくれて、そういう風に言葉や気持ちをかけてくれたんじゃない。すぐに受け止めきれなかったり、気持ちを返すのに時間がかかったりしても、そうして、言ってくれたことに後悔したり悲しんだりはして欲しくはないんじゃないかな、って思うよ。それが、一番悲しいじゃない？」

　作品と感想は、キャッチボールみたいなものだ。

　キャッチボールはボールだから、たまに、強すぎたり、思いも寄らないところに飛んで行ったりすることがあるだろう。

　でも、ボールはまた、拾えるし。そのボールを探しに行って拾うのは、投げた方でも、投げられた方でもいいはずだ、と朱葉は思っている。

　明後日あさつての方に行っちゃったから、ボールなんか投げるんじゃなかったって思うことが、一番悲しい気がする。

　それより、ボールはもしかしたらどこかに行っちゃったかもしれないけど、遠くからでも手を振ってくれたら、嫌いやな気持ちにはならないんじゃないかな、と朱葉は言いながらなんだか、自分自身が落ち着くような気持ちになった。

　一方で、桐生のことを、考える。

　桐生だったら、どうするだろう。多分彼は、ボールがどこかに行っても好きなことはやめないだろう。

（先生なら、祈れって言うかもしれないな）

　行き違うことがたくさんあるけど、好きな気持ちで、祈ってくれてるかも。今も。そう思うことが出来た。

　だからゆっくり咲に微笑ほほえんで、朱葉が言う。

「好きだって、咲ちゃんの気持ちを大事にしてあげよ」

　また作品書いてくれるといいね。だって、好きなんでしょう？　そう尋ねたら、咲はずいぶん感かん極きわまった様子で、

「先輩……咲、やっぱり、先輩が先輩でよかったです……！」

　と言った。朱葉は照てれくさくなって笑う。それから、咲の腕の中を改めて見た。

「ところで咲ちゃん、なに抱えてるの？」

　彼女が抱えていたのは、雑誌でも薄うすい本でも漫まん画がでもない、かなりの重量のある図ず鑑かんのような本だった。

「あ、そうこれー！」

　持ち上げて見せられた、その図鑑……図録の表紙に、朱葉が少なからず驚く。

「──それって」

　ついこの週末に、朱葉が桐生と訪れた展示会の図録だった。

「そうです～！　素す敵てきですよね！」

「咲ちゃんも行ったの？」

「え？」

　これって朱葉先輩の私物じゃないんですか？　と咲。

　いくつかデッサン書などが並べられた棚たなを指して。

「そこの、資料棚にさしてありましたよ～！　咲、行きたかったけど行いき逃のがしてしまって、だからすごく嬉しいです！」

　と言った。

「そうなんだ……」

「あ、あとこれも積んでありました！！！！」

　そして咲が差し出したのは、いくつも箱の積まれた……見覚えのあるお菓か子しで。

　それを見た朱葉はため息をつくと、

「……咲ちゃん、きのことたけのこだったら、どっち好き？」

　ちょっとした興味で、聞いてみたら。

「咲、どっちも食べたことないです！」

　とほがらかな返事だった。

（そういえばこの子の差し入れ、いつも高級菓子かお茶だった……）

　気づかなくてもいいことに気づいてしまった気がする。それから朱葉は気を取り直しながら、

「……じゃ、食べながら一緒に見ようか」

　開いた箱の中から、ひとつ、つまむ。

「わたし、こっちが好きなんだよね」

　たけのこの形をした、チョコレートを。
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　今年の夏は、冷夏になるとか猛もう暑しよになるとか。そんな予報を耳にする前に、容よう赦しやなく列島の温度計はぐんぐんスコアをあげ、七月をクーラーなしで過ごしていた頃ころを思い出すことはもう出来ない。

　たまにまとまった量の雨が突とつ然ぜん降り出すのが梅つ雨ゆらしい唯ゆい一いつの時間で、あとはただ、強い日差しがコンクリートを焼いている。

　異常気象も慣れてしまえば日常で、特に、高校三年生の夏は本当にめまぐるしい。

「つっかれた～！」

　長期休きゆう業ぎようを前にしたテストの最終科目がようやく終わり、朱あげ葉はが大きくのびをする。

「あげは～ごはんどうする？」

　同じくぐったりした様子の夏なつ美みが朱葉に尋たずねてきた。

「あ、今日購こう買ばいやってないんだよね？　わたし持ってきてないから、コンビニ行きたいんだけど。朝寄ってこれなくて」

「いいよお。付き合う。アイス買うんだ～」

　教室はつかの間の解放感にあふれていた。「帰りて～」と男子が叫さけぶ。

　試験が終わったのだから、通常であれば午前で帰宅出来るはずだったが、三年生は昼食を摂とって午後からは自習となっている。

「ほーんと、こんな日にやってらんないよね、進路面談なんてさ～」

「まあ、こんな日だからなんじゃない？　授業時間はなかなか潰つぶせないんでしょ」

　午後の自習時間に合わせて、個人面談が予定されていた。先月出した進路調査用紙を踏ふまえて、というわけだ。

　かったるいし、やってられないけれど、それでもまあ、テストよりはましだ。自習だって、監かん督とくもいないからみんなここぞとばかりにサボるに違ちがいない。

　朱葉も周りに気づかれない範はん囲いで、今やっている原げん稿こうを進めるつもりだった。なんせ入にゆう稿こうは来週末なので。

　夏美に借りた日焼け止めを首筋に塗ぬりながら、下げ駄た箱ばこまでやってくると、そこに人ひと影かげがあった。

「あれ、都つ築づき？」

　靴くつを履はき替かえる人影に声をかけたのは夏美だった。

　朱葉達たちもコンビニまで行こうと思っていたけれど、都築はなんだか違っていた。いつも周りに人が絶えないのにひとりだし、ぺしゃんこの鞄かばんを脇わきに抱かかえていた。

「どこ行くの？」

　夏美の言葉に、ぺろ、と都築は舌を出し、

「サボり～！」

　うひゃひゃ、と軽けい薄はくそうに笑いながら外へ駆かけ出だして行った。

「なんじゃありゃ」と夏美が呟つぶやく。

「派手なサボりだこと」と朱葉も呆あきれて、ため息をついた。
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「早さ乙おと女めさん、どーぞー」

「ありがと」

　出席番号が前の子に呼ばれて教室を出る。じわじわと暑い廊ろう下かを過ぎて職員室の隣となり、小さな生徒指導室をノックする。

「どうぞ」

　中から声がして、「失礼します」と入れば、名ばかりの自習で騒そう々ぞうしい教室よりも、ずいぶん温度の低い空気に包まれた。

　毎日教室で見ている顔が座すわっていた。対面式に合わせた机には、進路指導用の資料やプリントが積み上がっている。

　先生らしい先生なのに、二人きりだから、ちょっと変な感じだった。据すわりが悪い、というか。

　心の置き場が難しい、というか。

（そういや最近、あんまり喋しやべってなかったしな……）

　テスト前は部活動が停止になるせいだった。準備室で話していた時も、テスト期間は、あまり顔を合わせることがなかったのもある。

「ええと、早乙女くんは……」

　あくまでも事務的に桐生きりゆうがファイルをめくり、進路調査用紙を覗のぞく。

「地元と都内の公立が志望か」

「まだ、滑すべり止どめと学部は迷ってて……」

「芸術系とかは考えないのか？」

　水を向けられて、ちょっとだけ驚おどろいた。それから、（ああ、先生だな）と変な感かん慨がいも持ってしまった。

　うまく言えないけど、なんとなく。

　いろんな意味で、先生だ。

「あんまり考えてないですね。絵は好きなんだけど、これで食べていきたいって、どうしても思えないっていうか……」

　口に出してみると、気持ちがするすると形になるのがわかった。

「こればっかりになったら、なんか、色んなことに悩なやんで、嫌きらいになっちゃいそうで」

　本気とか、本気じゃないとか、そういうのとは違うんだけど。

　朱葉の言葉に、「うん」と桐生が抵てい抗こうなく頷うなずいた。

「俺おれもそれでいいと思うよ」

　そう言われて、ほっとした。ここにきて進路のことを桐生と話すのは、ほとんどはじめてだったことに気づいた。

　あんなに二人、いつもは話が尽つきないのに。否いな、尽きなかったからこそだろうか。

　進路調査用紙を眺ながめながら、桐生がなんということなく言う。

「第一志望の大学は、俺も出身だ」

「……うん」

　知ってた。だから選んだわけでもないけれど、桐生の出身大学ということは近所のおねーさんも通っていた大学ということで。

　どれも決め手に欠ける中でなんとなく書いていた。

「どうです？　おすすめですか？」

　ちょっと誤ご魔ま化かすように早口で尋ねるけれど、桐生は少し口をへの字に曲げて、

「うーん……どうだろうなぁ……。正直……」

　真しん剣けんな顔で呟いた。

「オタクやってたことしか記き憶おくになくて……」

「おいしっかりしろよ教育者」と思ったし言ったけれど、まあ知っている。先生はそういう人間だ。

「まあ、オープンキャンパスか学祭に行ってみるのも手なんじゃないか？　うまく都合がつきそうなら、付き合うよ」

「え、大だい丈じよう夫ぶなんですか？」

「まあ、大丈夫なんじゃないかね。そういう口実でもなければ母校なんて滅めつ多たに行かないし。他にもこの大学志望者はいるから何人かまとめて……」

「ああ……ああ、そうですね」

　二人で、というわけではない。当たり前だった。全然がっかりはしてない。当然だと思っている。

「ただ……」

　と、桐生がこれまでになく眉まゆを寄せて言う。

「学部によっては今の成績だとちょっとな……」

「わ───わかってます！　それは！　わかっています！　ギリの判定も出てます！　それは、それで……考えます……」

　高望みはしないけれど、努力をするつもりはあるのだ。

　夏休みもあるし。

（もうすぐ同人活動も休むし）

　ちらりと、朱葉が桐生を覗き見る。

　決めていたことだし、順当だろうと思う。この夏前のオンリーイベントで、直接参加と新刊の発行をお休みする。

　オタク自体はやめるつもりはないし、絵だって描かき続つづけるけれど。

　視線に気づいて桐生が小さく首を傾かしげる。

「？　なんだ」

「いや、なんでも……ないです……」

　決めていたけど、でも、言えなかった。

　なんとなく。踏ふん切ぎりがつかなくて。桐生が見ているＳＮＳでもきちんと伝えられないでいる。最後の直接参加だと、そろそろ言うべきだとは思っているけれど。

「まあ、あとは早乙女くんの頑がん張ばり次し第だいだ。いつでも相談には乗るよ。……志望校は自宅から通える範囲ばかりだけど、一人暮らしは考えてない？」

「あ、はい、家を出るつもりはないです」

　親はこうしろと強くは言わない。けれど、朱葉の気持ちとしては、そうだ。都心に電車一本で出られる距きよ離りを手放すつもりはない。オタクはやっぱり都市住まいで受ける恩恵が大きい。

　都市型オタクだったこともあって、他を知らないせいもある。

　それからいくつかの簡単な質問に答え面談を終えた。

「じゃあ、次……」

「はい、次の子呼んで来ますね」

　朱葉が立ち上がろうとした瞬間、ぐっとその手を桐生が引く。

「その前に、三分だけ、いい？」

　真剣な瞳ひとみで乞こわれて、朱葉が目をぱちくりとさせると座り直す。満を持して、これまでの余よ裕ゆうのある担任教師の顔から、深刻な、切せつ羽ぱ詰つまった声で桐生が言った。

「七たな夕ばた、きましたね」

「今、それ言う？」

　思わず朱葉が言うも桐生の言葉は止やまない。

「今言わないでどうするというか何日もひとりで抱かかえ込こめるかこんなのいきなり七夕の夜に突然のＳＮＳ復活はやばいしか出ないやばいしか出ない!!」

　桐生が言っているのは先週の七夕の夜の話だった。桐生も朱葉も好きな人気アイドルコンテンツが、七夕の夜限定でＳＮＳ発信を行ったのだ。

「一年に一度とは言わない、いや一年に一度であってもいいまた一年がんばれる」

「しかもあのカプは言わば本編でも遠えん恋れんカプなわけじゃないですか。それをこの七夕一日だけの邂かい逅こうってエモエモ中のエモ」

「そう、たとえ県をまたごうと国をまたごうと『会いたかったからチャリできた』と言っても許される同人時空を愛する俺達だが、やはり距離があるということをも楽しみたい!!　そこには会えたときの感動があるのだから!!」

　桐生が感激にむせびながら言い、はっと気づいて告げた。

「もしかして……俺達ファンと彼らは、織おり姫ひめと彦ひこ星ぼしなのではあるまいか？」

「先生その面つらで織り姫のつもり？」

　思わず言ってしまった。いや、いいけど。別にいいけど。

　ひとしきりそんな話をして、約束の三分。（きりがないので朱葉が計っていた）

　次の生徒を呼んでくるために立ち上がった朱葉が、桐生を振ふり返かえり言う。

「そういや先生、都築くん、なんかサボって帰っちゃったみたいなんですけど。いいんですか？」

「いーわけねーでしょ」

　すでにサボタージュは桐生の耳に入っていたようだった。青筋を浮うかべて桐生が言う。

「あいつには別日、別時間でたっぷり個人指導してやりますか！」

　その返答に。

「おつかれさまでーす」と言いつつ。

　個人指導ってエモいな、と思ったけど、今まさに個人指導を終えたばかりの朱葉は、そうとは言わずに指導室をあとにしたのだった。
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「やっと、捕つかまえたぞ……」

「やだ先生、そんなに俺おれのこと……？」

「ああ、寝ねても覚めても、朝から晩までな……!!」

「待って！　ちょっと考えさせて！　俺だって心の準備が……!!」

「もう待てない」

　そんな、と都つ築づきが上うわ目め遣づかいに桐生きりゆうに尋たずねる。

「優やさしく、してくれる……？」

　ぶち、と血管が切れる音が聞こえたような気がした。

「やかましいわ!!　とっとと生徒指導室に来い！！！！」

　ついに首根っこを摑つかまれ、都築は桐生に連行されていった。教室の後ろでのやりとりだったので、教室からは拍はく手しゆ喝かつ采さいで見送られた。「ついに」「おめでとー」「年ねん貢ぐおさめろー」「お幸せに！」とクラスメイトはおおうけだ。

「ケッコンオメデトー」

　朱あげ葉はも棒読みで拍はく手しゆをしている。個人面談から数日、逃にげ続つづけていた都築がついにお縄なわになった瞬しゆん間かんだった。
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『ね、なんで逃げてるの』

　そう朱葉が都築に尋ねたことがあった。

　別に興味があったわけではないけれど、日誌当番などを押しつけてくるから朱葉には実害が出ていたのだ。

『だって話すことなんてねーじゃんね？』

　俺の進路、先生に関係ないしょ。

　ニコニコ笑って都築が言った。でも、その笑え顔がおもなんだか噓うそくさかった。

『担任だし、関係ないってこともないと思うけど』

『ナイナイ。学校卒業したら他人じゃん。ビタイチ俺とも関係ないじゃん！　俺の未来に関係あるのは俺の恋こい人びとぐらいじゃない？　どう朱葉ちゃん、俺とカンケイしてみない？』

『あ、そういうの興味ないんで……』

『進路聞いてきたじゃん～！　それはまさに恋のはじまりだよー！　俺の将来が気になって仕方ないんでしょ？』

『わたしが気にしてるのはむしろ都築くんの委員長業務ですかね』

『委員長には申し訳なく思ってるよ！　是ぜ非ひお詫わびをさせて欲ほしいな』

　ぐい、と肩かたを抱だいて。

『どう、俺と海でも行かない？　俺、夏休みになったら毎日でも海に行きたいと思ってるんだ。海の俺を見たら……惚ほれるよ？』

『大だい丈じよう夫ぶ？　陸に上がってこない方がいいんじゃない？』

　朱葉の言葉にケラケラと都築は笑った。つくり笑いじゃなくて、楽しそうに。

　結局、どうして都築が個人面談から逃げ続けているのかはわからなかった。案外、理由なんてないのかもしれない。

　将来のことで話すことなんてない。

　本当にそうだとしたら、それは……なんだか強い生き方だなとも、朱葉は思うのだった。
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　で、生徒指導室に連行されていった都築だが、結局早々に逃とう亡ぼうをはかったらしい。

　購こう買ばいに向かう朱葉の隣となりをすり抜ぬけて、都築が階段を駆け下りてくる。

「いい加減にしろ！　親からも頼たのまれてるんだからな！」

「頼んでなんてねーよ！　押しつけられてるだけ！　ご愁しゆう傷しようさま！」

　後ろからは疲つかれ果はてた桐生の声。止めた方がいいのでは？　と思うも、やっぱり走はしり込こんでくる男子を止められる気がしなくて、道をあけてしまった。

　それでも行方ゆくえだけでも見守ろうかと階下を見たら。

　都築の行く先に見知った姿が。

「太た一いち！」

　朱葉の言葉に背の高い相手が顔を上げる。梨なし本もと太一は同級生の男子で、家も近く、小学校に入る前から知っている幼なじみともいえる人間だった。別に特別仲がいいわけではないけれど、気楽に言葉を交かわせるバスケ少年だ。

「そいつ！　摑まえてー！」

　あんまり期待はしていなかったけれど、指示を投げてみたら、ぱっと太一が動いて駆け抜けようとした都築に容よう赦しやないラリアットをかました。

「がっ！」

　すっころびそうになる都築の首をそのまましめあげると、「勘かん弁べんしてぇ」と鳴き声があがる。

「「ナイス！」」

　朱葉と走り降りてきた桐生もそう言う。

「離はなして！　たあちゃん一生のお願い!!」

「だから誰だれがたあちゃんだ。お前の一生は軽すぎなんだよ」

　腕うでの力をゆるめることなく太一が都築をしめあげている。

　ちょっと意外に思って、近づいた朱葉が聞いた。

「友達？」

「こいつこんなでもバスケ部」

　あ、そっか、と朱葉が思う。「幽ゆう霊れい部員だけど」と言っていた気がするけれど、太一はバスケ一筋の人間だから、交流があってもおかしくない。太一はため息をつきながら言う。

「お前まだ進路指導逃げてるのか。顧こ問もんの尾お崎ざき先生も心配してたぞ」

「なんだよ俺、人気者すぎだな～。モテモテ??」

「ああまったくだよ……」

　肩で息をしながら追いついた桐生が言う。

「俺に力があれば……お前を進路指導を受けなければ出られない部屋にぶちこむのに……」

「先生、先生」

　落ち着いて？　と朱葉が言う。

「落ち着いてますよ。……悪いな、梨本くん」

「いえ……」

　引ひき渡わたされながらも逃げようとする都築を太一が再び羽は交がい締じめにすると。

「連れて行きましょうか。生徒指導室まで」

「人権無視だ!!」とわめく都築を引き受けながら、桐生が言う。

「権利を主張する人間は義務を果たすように」

「てか先生、進路指導なんて終わりでいいっしょ？　大学か専門学校か短大かどっか行くか行かないかするし、それで終わり、他に俺の何が知りたいわけ？」

「それは終わったと言わない」

　はたで聞いてる朱葉と太一も頷うなずいた。

　都築は食い下がる。

「だって、先生が俺の人生になにしてくれんの？」

　かたくなだなぁ、と朱葉が思う。

　多分もっとうまくやれるはずなのに。都築は、そりゃあ優等生ではないけれど、ひとの気持ちがわからない人間じゃないはずだった。いや、ひとの気持ちはわからないかもしれないけれど、ひとの気持ちをさらう言葉をうまく使う、そのやり方には長たけているはずで、だから、大人の指導を、聞こえの良い言葉で受け流すことぐらい造作もないはずなのだ。

　適当にやって、やれないことはない。

　でも、だとしたら、もしかしたら適当になんてやりたくないのかもしれないと思う。

（先生も大変だな）

　どうするのかな、と眺ながめていたら桐生は大きなため息をひとつ。

「わかった」

　意を決した、というか、諦あきらめた顔で告げた。

「生徒指導を十五分したら、お前の好きな恋バナに十五分乗ってやろう。それでどうだ」

　それを聞いた都築は目をまん丸にしてから、しゅ、っと桐生の隣で立ち上がり、

「やる」

　と一言。そしてふたりで階段を上って行ったのだ。

「え、どっちが先せん攻こう!?　どっちが攻せめ!?」

　という都築の声が聞こえている。

　残された太一が、朱葉に言った。

「…………早さ乙おと女め、すごい顔してるけど」

　顔をそむけ、うつむいて手で顔を覆おおいながら朱葉が言った。

「こっち見んな」

　ちょっと持病の癪しやくが疼いただけ。
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「だからどこでもいいってのはつまりそれだけ選せん択たく肢しが広いってことで、ここだけこのルートにのりたいって奴よりもひとと相談した方がいいはずなんだよ。適当でいいってのは、出来るだけ順当であれってことだし、それはつまり後こう悔かいをしないってことでもあるだろ。どれでもいいがために、あれもよかったこれもよかったってあとから思わなくていいように、俺おれ達たち教師にしてやれることなんてそれだけだ。指導なんて言うけど勉強みたいに教えてやれるわけじゃない、そこんところをはき違ちがえないように」

「せんせ～そんな早口でよく喋しやべれんね～」

「聞け！！！！！！」

「聞いてるよお。それで～？　先生はなんでそんな食い下がるわけ？　あれっすか？　俺はこんなに立派に指導してやったぜえ、っていう自じ己こ満まん？」

「ふざけんな仕事だ。俺の給料の範はん囲いだ。言っておくが俺は趣しゆ味みとなったら熱の入れようはこんなもんじゃないぞ何割引で相手をしてやってるかお前は知らんだろうがそんなもんは一生知らんでいい。神しん妙みように進路指導を……」

　────ジリリリリリリリリリリリ。

　傍かたわらに置いたスマホから、アラームが鳴る。

「はい十五分経たった！！！！　次俺の番ね！！！！　ねえねえ先生マジで本当に委員長となんもないの？　なんもないってことはねーでしょ突とつ然ぜん同好会とかはじめちゃうしなんつうの？　ほぼ朱あげ葉はちゃんで出来てるんじゃない、先生の学校生活って。付き合ってんの？　ねえ付き合ってんの？　どこまでいったの？」

「……お前も早口でよく喋るな……」

「だって時間がもったいないだろ！」

「…………真面目に答えてやるから」

　ぴ、とボールペンで都つ築づきを指して桐生きりゆうが言う。

「お前も同じだけ真面目に答えなさいね」

「返答による～」

　おちょくる返事にため息をつきながら。

「早さ乙おと女めくんは非常に真面目に頑がん張ばってくれている委員長だし、同好会の顧こ問もんを受けたのも特に断る理由はなかったから受けただけです。もともとどこかの部活の顧問を受けて欲ほしいとは言われてたけど本格的にやるにはお前達みたいな受験生をはじめて受け持つ都合どうしても割さける時間は限られる。だから渡わたりに船みたいなものだし、結論としては付き合ってないからどこもいってません」

　桐生は答えた。結構真面目に答えた。会話は全力ターン制。それは桐生にはなじみ深い文化でもあった。

　噓うそもついてなかったし、はぐらかしたつもりもなかった。

　全部を言わないだけで。

「ええ～、じゃあ先生、朱葉ちゃんのことどう思ってんの？」

「大変世話になってる生徒だと思ってるよ」

「それだけじゃねーでしょ。そういうこと聞いてんじゃねーでしょ」

「そうだね個人と個人だよ。だから、よしんば何か気持ちがあったとしても」

　まっすぐ都築を見て桐生が言った。

「俺は教師として生徒を大事にしてる。お前も、早乙女くんもね」

「そういう[image: ][image: ]話を聞きたいわけじゃね───んだわ───」

「知ってるよ。しかし俺の女性遍へん歴れきから趣味嗜し好こうまでお前に話す理由はないでしょう」

「俺のことは将来のユメまで聞いてくるくせに？」

「残念ながら教師ってのはそういう仕事だ」

「理由があればいいわけ？　たとえば俺が、朱葉ちゃんのことが好きだったら？」

　突とつ拍ぴよう子しもない言葉に、桐生はかすかに笑ってしまう。

「好きだったら、仕方がないんじゃないか」

「へーへーへー。付き合ってもいい？」

「早乙女くんがいいって言えばいいんじゃないか？」

「その余よ裕ゆう！　むーかーつーくーわー」

「お前が意味のないたとえ話をするからだろう。机に足のせるのやめなさい」

「なんだよー。先生もっと余裕ないんじゃねーのって思ってた。少なくとも、しばらく前までは余裕なかったんじゃない？　俺としては、絶対何かあったとしか思えないんだけど」

　それには桐生は答えなかった。

　あったと言えばあった。し、ずっとあるから、ないと言えばない。

「やあねえ。大人は余裕ぶっちゃってさぁ。先生と生徒だからないって、全然わかんね」

「別にわかってもらおうとは思わないけど、それが普ふ通つうだ」

「うっそだあ」

　それから、都築が堰せきを切ったように語り出す。

「それが普通だなんて全然意味わかんねーんだけど。毎日顔見てて？　近くにいて？　それでおあずけで？　馬ば鹿かじゃね？　え、じゃあその間に朱葉ちゃんが俺じゃなくても別の男と付き合っててもいいわけ？　やることやってても？」

「展開が早すぎて情じよう緒ちよがない。折おり本ぼんか」

「え、なに？　リボン？」

「なにも言ってませんが？」

「えー。わかんねーんだよ。わかんねーからむしろ教えてよ。俺、話聞くの好きで、いっぱい聞くけど、やっぱそういうの、わかんねーしちょっとうらやましいんだよ。だから、朱葉ちゃんにも教えて欲しかったんだよな本当は」

「お前さ……」

　────ジリリリリリリリリリリリ。

　思わず桐生が真面目に都築の生き方に突つっ込こみを入れようとするも、それを無情にもタイマーの音が遮った。

　桐生はため息をつき、話を戻もどす。

「…………とりあえず、お前の今の成績で順当に目指せる公立と私立はピックアップしておいたから、図書室でもネットでもいいから調べてみて、どこがいいのかちゃんと理由も込こみで報告すること。夏休みの間は待っていてやるから、もしも専門学校や他県の志望を見たいなら、いつでも相談にのるし」

　わかったか、と言う桐生に、受け取ったプリントをぺらぺらひらめかせながら、都築はニコニコ笑って言った。

「宿題じゃん、俺だけ。絵日記だってまともにつけたことなんてねーのに」

「……嫌いやか？」

「ごめんだね」

　そんなに言うなら進路じゃなくて俺に恋こいを教えてよ、せんせえ、と都築は言った。
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　こんなに学校で緊きん張ちようしたことがこれまであっただろうか。

　入学試験の時だってこんなに緊張はしなかった、と朱あげ葉はは思う。

　夏休み直前。生徒指導室のドアをノックする。

「どうぞ」

　中から聞こえる桐生きりゆうの声も心なしか緊張していた。

「失礼します」

　朱葉が先に入ると、後ろからついてきた影かげが、深々と頭を下げた。

「はじめまして、先生。娘むすめがいつもお世話になっております」

「──いいえ、こちらこそ。どうぞお座すわり下さい」

　早さ乙おと女めさん、と桐生が言った。

　朱葉の母親と桐生が顔を合わせたのは、三者面談のこの日がはじめてのことだった。

　桐生はいつもみたいに白衣は着ていなかった。スーツの上着こそ着ていなかったけれど、ネクタイもきっちりとしめて、落ち着いた声で話した。

　朱葉の母親も、今日はパートを早めて来ている。こちらもあまり見ないような、きっちりした服装だった。

　朱葉だけがいつもの制服だ。学校という朱葉と桐生の日常に、母親がいるのがなんだか不思議で落ち着かなかった。

　今回は進路指導ということで、朱葉の学校での様子などは長く話し合われることはなかった。ただ最初に、「早乙女くんは委員長としてよくクラスのために働いてくれています」と褒ほめてくれた。

「自宅では、進路の話はされますか？」

「ええ、何度か」

「志望校のことは？」

　この質問は朱葉に向けてだった。

「言ってあります。……ね？」

「前に聞いたわね。でもまだ、決まってはいないんでしょう？」

　大だい丈じよう夫ぶなんですかね、先生、と母親が桐生に聞くけれど、それもどこか、深刻さはなかった。母親は昔からどこか、のんびりした性格なのだ。趣しゆ味みのことにも理解があるわけではないけれど、そういうものかとスルーされているし。成績のことについても、あまりとやかく言われた覚えはない。

「そうですね……どんな志望校でも絶対大丈夫、ということは言えませんが……」

　桐生は先生らしいことをいくつか伝えた。けれどそれらも、朱葉に言った焼き直しのようなことだった。

　母親は聞いているのかいないのか、何度も頷うなずくと、大おお仰ぎようなため息をついて言った。

「心配なんですよ。この子、暇ひまさえあれば絵ばっかり描かいてるような子で」

「おかあさん！」と朱葉がちょっと咎とがめる。そういうことは言わなくていい、と反射的に思ってしまったのだ。

　恥はずかしいからとかじゃない。

　この人、めっちゃ知ってるから！

　桐生は小さく微笑ほほえむと「そうなんですか」と穏おだやかに言った。

（そうなんですか、じゃないよ）

　と朱葉が突つっ込こむ。心の中で。

　しかしあろうことか桐生は続けた。

「好きなことがあるのはいいことだと思いますよ。僕ぼくも、早乙女くんの絵は好きです」

「先生！」

　思わず朱葉がこれまでになく声を荒あららげる。「あら……」と頰ほおを押おさえる母親に、「見せてもらったことがあるんですよ。僕、漫まん研けんの顧こ問もんもしていますから」とさらっと答えた。

　噓うそではない。

　噓ではないが。

　いけしゃあしゃあと、と朱葉は膝ひざの上で指をわきわきさせた。別に、ダメでも嫌いやでもないけれど、ただでさえ先生と母親に挟はさまれているのに、身の置き場ってものがない。

「そうなんですね。……そうだ」

　母親は特にこれといったひっかかりもないようで、そのまま自分のペースで会話を続ける。

「先生は、京きよう都との大学とか、どう思いますか？」

「おかあさん！」

　またその話か、と朱葉が咎めるように声をかければ、桐生はちょっと驚おどろいた顔で聞いてきた。

「なぜ、京都？」

「父です。父が今単身赴ふ任にんで京都に行ってるんです」

　朱葉が早口で答える。何度か家の中でしたことがある話題だった。のほほん、と母親が続ける。

「ほら、朱葉がお父さんと一いつ緒しよに住んだら、お母さんももっとたくさん京都に遊びに行けるじゃない？」

「もー！　遊びに行きたいならひとりで行けばいいじゃない！　子どもじゃないんだから、留守番くらい出来るよ！」

　母親と朱葉の会話を微笑ましく見ていた桐生が、なんでもないことのように言った。

「いいと思いますよ」

　朱葉の動きが止まる。声には出さずに、え、と口を小さく開けて、目を丸くして桐生のことを見た。

　桐生は穏やかな顔で資料を眺ながめながら。

「京都は学校もたくさんありますしね。アクセスだって悪くはない。早乙女くんさえ行きたい希望があるんでしたら、選せん択たく肢しとして加えてみるのもいいんじゃないかな、と個人的には思います」

「そうでしょうか？」

「ご家族がいらっしゃるんでしたらなおさら安心ですね。大学によっては寮りようもありますし、ひとりで下宿してみるのもよい経験にはなると思いますよ」

　そんな二人の当あたり障さわりのない会話を、朱葉はどこか呆ぼう然ぜんと聞いていた。

（いいと思いますよ）

　多分、深い意味のない一言だっただろうに。ここで強固に反対する理由も多分ない。

　だけど桐生のその言葉が、思いのほか、刺ささったのだ。

　それからなぜか、ふと思い出したのは、つい先日交かわした七たな夕ばたの、織おり姫ひめと彦ひこ星ぼしの話だった。

『一年に一度とは言わない、いや一年に一度であってもいいまた一年がんばれる』

　ファンと神様。

　そういう隔へだたりも楽しんで。会えたらご褒ほう美びみたいにして。

　怒おこりもしなかったし、悲しいわけじゃない。先生は、先生として、先生らしく、進路指導をしただけだ、と自分に言い聞かす。

（でも）

　朱葉は、未来のこと、を考える。夏が終わって秋が来て冬が来て春になったら。

　自分はこの学校を卒業する。

　先生の生徒ではなくなる。

　当たり前だ。わかっていたことだ。それが自然だ。そのあとに。

　………………ずっと一緒なんて、約束はなかった。

　なんとなく、続いていくと思っていた。追いかけるみたいに同じ大学に行けたらいいとも思った。

　そういうの、全部。

　自分の空回りだったなら。

（……先生と、生徒）

　なにをするにもめんどくさい。このどうしようもない溝みぞは大きくて壁かべも高い。そんなことばっかり思っていた。でも、……でも。

　もしかしたら。

　自分達のつながりは、それしかなかったのかもしれないと、朱葉は感じていた。

　それから、一体どういう話をしたのか。上の空で朱葉は、あまり聞いてはいなかった。必要以上に冷えた指導室から出て、母親と一緒に学校の外に出たら、夏の熱気に包まれて、ようやく少し、息が出来た。

　母親はどこか楽しげに、朱葉に話しかける。

「いい先生ね。若い先生だって聞いていたから、どんなのかと思ったけど、子供のことも考えて親身になってくださるし、ねぇ？」

「うん」

　うつむいて、つま先を見ながら生返事をする。いつの間にか、外はすっかり夏の温度で蟬せみ時雨しぐれが聞こえている。

　きつい日差しに後頭部を焼かれながら目を伏ふせて、桐生のことを、思い出す。

　素す敵てきな先生だ。

　格好よくて。親身になってくれて。

　まったく、全然。…………くそやろうなせんせいだ。
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「都つ築づきくん、今日の日誌、お願いね。逃にげてる間わたしがずっとやってたんだから、それくらいやってくれるよね」

　三者面談翌日のことだった。朱葉は早口でそう言いつけると、きびすを返して教室を離はなれて行った。

「早乙女くん」

　昼休みの終わりに、職員室の前を通ったところで呼び止められた。間ま違ちがえようのない桐生の声で、朱葉は足を止め、息を一度吸って、吐はいてから振ふり返かえった。

「なんですか」

　職員室から出てきた桐生はプリントの束を持っていた。

「これ、今度の模試の過去問だから、悪いけど該がい当とう者しやに配っておいてくれないか」

「わかりました」

　普ふ通つうの、委員長の雑用だった。そのことが少し朱葉の心を楽にした。

「──あと」

　それから、桐生が少し身をかがめて、朱葉の耳元に顔を寄せた。

「今日発売の課題図書の最新刊、部室に置いておいたから巻末の番外編が……」

「先生」

　棘とげのある声が出た。その自覚があったから、朱葉は身を翻ひるがえし、歩き出しながら言った。

「今日、急いでるんで」

　さようなら。

　出来るだけ振り返らないようにして。顔は見なかった。

　帰り道、電車に乗り込み、そうして、まだ考えている。

（たとえば、わたしが明日、絵を描かなくなったら……なんて）

　そういう仮定は、馬ば鹿か馬ば鹿かしい、と頭ではわかっている。朱葉は手をぐっと握にぎって、馬鹿な考えを切り捨てるように力を込める。

　思うとおりにならなかったからといって。人間関係に躓つまずいたり、欲ほしい言葉が、気持ちが、もらえなかったからといって。

　自分が描いているものを、あてつけにしてはならない、と朱葉は思っている。自分の好きなものを、ひとを傷つける道具にしちゃいけないはずだ。

（大丈夫、に、ならなくちゃ）

　傷つくな、と自分に言い聞かせる。

　それが、好きなものを、好きになった、せめてもの矜きよう恃じじゃないか、と。

　電車の窓に映る自分の顔を見ながら、朱葉はそっと自分の頰に手をあてる。

（わたしたちは、恋こい人びとじゃない）

　それは確かだ。

（先生と、生徒で。それ以上のリスクなんて負わない）

　お互たがいのために。

　わかりきっていたことだ。……でも、なんとなく、そういう風になれるかもと勘かん違ちがいしてしまった。夢を見てしまった。気づけば、なんとなく。……もっと、特別だって思ってしまったのだ。

（でも、だってさ）

　思い出す。つないだ手とか、車の助手席。頰の熱も。

　全部、勘違いだったとしても。勘違いだったんだとしたら、余計に。

　怒ってもいいよね。それくらいは。
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「ねー先生」「お前さ」

「……………………」

「…………」

「なになになに？　なに俺おれに何聞こうとした？」

　放課後の生徒指導室、進路指導終わりに日誌を届けにきた都築と、桐生の言葉がかぶった。桐生と都築の進路指導はずっと平行線の「千せん日にち手て」の状態にある。

　しばらく沈ちん黙もくと渋じゆう面めんを続けてから、桐生が言う。

「…………………………なんか、早乙女くんにおかしなこと言ってないだろうな」

　ＷＡＯ、と大げさに都築が驚いてみせた。

「こっちの台詞せりふだけど？　先生朱葉ちゃんになんかしたんじゃねーの？」

「なにもしてないならいい俺の勘違いだしお前に話すこともないしもう帰っていいぞ」

　しっし、と払うのを、ぐいぐい肩かたを摑つかんで顔を寄せながら都築が言う。

「いやいや～先生俺相談にのるって～腹割って話そうよぉ～なんなら俺、オールでもお相手しちゃうから～」

「しない。いらない。お前顔がいいな」

「えっなに？　突とつ然ぜん。キュン！　じゃなくてぇ」

　ノリ突つっ込こみをしながらも、はぐらかされたのに気づいていた。

「じゃあ、いいよ」

　んべ、と舌を出して、都築が言う。

「悩なやんでる女の子、慰なぐさめるほうが得意だもんね」

　驚いて桐生が顔を上げると、都築はもう風のように出て行ったあとだった。

「……………………」

　桐生は深くため息をついて、途と方ほうにくれる顔を隠かくすようにした。
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「それでさ俺おれは思ったわけだよやっぱり実写化映画化メディアミックス問わず大切なのは原作へのリスペクト、それは言いい換かえればどれだけ正しく二次創作をしようかという覚かく悟ごなわけなんだよねたとえば漫まん画がにしたって小説にしたって出来ることなら絵え柄がらを寄せたい文体を寄せたい、表現の形が変わったとしても魂たましいの形をミリでもいい近づけたいっていうのが欲求としてあるわけじゃないか。もちろん、もちろんだよ、換かん骨こつ奪だつ胎たいまったく別のものとしてひとつの世界と作品をつくりあげる、そういう姿勢も評価されてしかるべきだけど原作の読者はやっぱりその魂と同じ形を求めてくるわけだよ、そのままであってくれというのは単純に姿形だけのことじゃなくて、やっぱり俺は魂としか言いようがないしそういう意味では今回の映画化は正解だったと言ってもいいんじゃないか、正解じゃないとしてもそうあろうとする努力は認めてもいいんじゃないかって思うわけだもちろん作中の改変について特にあの重要シーンでの重要台詞ぜりふについては俺としても議論の余地有りだと思うけれどあれはやっぱり言わせたかったんだよあの作品あの役者あの脚きやく本ほんだから、あの二次創作上どうしても、『こんなこと言わない』の台詞が出てしまったと俺は解かい釈しやくするね、だから──」

『だから？』

　ヘッドセットのイヤホンの向こうで、秋あき尾おの冷めた声がしている。いつものようにネトゲの最中、突とつ然ぜん最近見た映画についての感想を垂れ流し始めた桐生きりゆうに、ため息まじりに秋尾が言った。

『お前、別に、そういうこと話したいわけじゃないよね』

「え、じゃあついに発売された待望の最新刊の話……」

『それも違ちがう』

「俺は常に俺のパッションを……」

『はいはい、パッションの話はいいから』

　俺をはけ口にするのやめてよ。

　と秋尾が言った。

　桐生はショートカットキーを無心で叩たたきながら、しばし、黙だまる。

『なにに悩んでんだか知らないけど、自分を誤ご魔ま化かすのにまきこむのはやめな。迷めい惑わくだし気持ち悪いから』

　無む慈じ悲ひな言葉。けれど、呆あきれ果はてた中でも秋尾は言うのだ。本当に呆れ果てた調子で。

『どうしたんだよ、朱あげ葉はちゃんだろ』

　いらんこと言ってる暇ひまがあったら仕方がない、聞いてやるから言ってみなさいよと、投げやりに、けれど、いたわりと気き遣づかいある声で言われたから。

　桐生は部屋で手を止めて、天を仰あおぎ、

「…………どうしたのか、俺が聞きたい」

　と、途と方ほうにくれたように呟つぶやいた。
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　時は夏休み。二人はしばしの断絶の季節に入り。

　朱葉のＳＮＳには、新刊のサンプルと──同人活動休止のご挨あい拶さつが載のった。

　入にゆう稿こうを終え、ＳＮＳに告知を済ませたら、なんだかどっと疲つかれた気がした。

　夏休みに入ったばかりの宵よいの口くちだった。今日は久々に早く寝ねるか、それとも朝までゲームとしゃれ込むか……。そんな風に考えながら、ネットサーフィンをしていると、

「あげはー」

　部屋の外から、母親の声がした。

「太た一いちくんが来たわよー」

　へ？　と首を傾かしげ、やる気のない部屋着のままで玄げん関かんに出れば、そこにいたのは確かに近所に住む梨なし本もと太一、そのひとで。

「どしたの」

　彼かれの姉の方ならまだしも、太一が家を訪ねてくることなんて、ここ数年間記き憶おくにもない。当人はジーンズにシャツというラフな格好で、眉み間けんに皺しわを寄せて渋じゆう面めんをつくっている。そして納なつ得とくいかない、なんで自分がと不平不満を声ににじませて低い声で言った。

「…………悪い。迷惑ならすぐ連れて帰る」

　なにが？　と朱葉が聞く前に、「あっげっはちゃーん」身体からだの大きな太一の背後から、都つ築づきがひょっこり、顔を出した。

　近くの公園は人ひと影かげがなく、街灯だけが明るく光っていた。そのベンチに座すわって、朱葉はなんだかな、と思っている。

「これ、どーぞ」

　都築に渡わたされたのはペットボトルに入った清せい涼りよう飲いん料りよう水すいだった。封ふうは開いていない。まだ冷たくて、ボトルに汗あせもかいていないくらいだったから、今し方この公園に来る前に買ったのだろう。全然そんなそぶりも見せなかったけど。

「太一の分は？」

「たあちゃんにはあとで飯めしでも奢おごるよ」

　都築が朱葉の隣となりに座りながらそう言った。さりげなく朱葉は、ちょっと距きよ離りをとって座り直した。

「あ、でも誤解しないでね。たあちゃん飯に釣つられて朱葉ちゃんの家、教えたわけじゃないから。俺がね、ご近所さんなの知ってて押しかけてきただけ」

「別に、どっちでも気にしないけど……」

　どっちにしろ、つまり都築がはた迷惑な人間だ、ということに変わりはない。そして、その都築に太一がずいぶん手をやいていることもわかった。

　声が聞こえないような場所で、太一は家から持ってきたバスケットボールでひとりでトレーニングをしている。

　多分だけれど、都築と朱葉を、夜の公園というシチュエーションで二人きりにしないように、という配はい慮りよからだろう。

　それは朱葉への心配というよりも、都築への不信のためではないかと朱葉は分ぶん析せきしている。

「いやーでも、朱葉ちゃんがお話ししてくれてうれしーよ。俺、門前払ばらいされるかと思ってたもん」

「確かに家も教えてないクラスの男子が突然来たら、引くよね」

「メンゴメンゴ☆」

「全然謝あやまる気ないし……」

「だって二人でゆっくり話したかったんだも～ん」

「……わたしも」

「え？」

「わたしも、言っておかないとと思って」

　小さくため息をついて、顔をあげて朱葉が言う。

「太一にも、クラスメイトにも、おかしなこと吹ふい聴ちようしないでね」

「おかしなって、どんな？」

　ベンチに座って肘ひじをついて、覗のぞき込こむみたいに笑って都築が言う。ちょっと睨にらみつけると、慌あわてたように都築が言った。

「あ、口が軽い男だとは思わないで欲しい、そこは絶対。俺が軽いのは尻しりとフットワークだけだから！　その大前提として、朱葉ちゃんの秘密を守るためにもなにが秘密なのかは知っておきたい、って思うわけですわ！」

　朱葉はもう一度ため息をつく。否いな、深呼吸だったのかもしれない。

「先生のこと」

　ぴゅう、と都築が口笛を吹ふいた。

「認めた」

「そういうわけでもないけど……」

　冷たいペットボトルの口を開けず、振ふり子こみたいに揺ゆらしながら朱葉は続ける。

「そうね、多分」

　ちょっと、言うには勇気が要いった。

「わたしは、先生を好きだったのかも」

　勇気が要ったけど、言ったら楽になった。すっきりした。もしかしたら誰だれかに言いたかったのかもしれないとさえ思った。その相手がこの尻しり軽がる男だというのは、だいぶ不本意だったけれど。

　ひとりで考え続けるのには、疲れていたのかもしれない。

「だった？　過去形？」

　都築は素す早ばやく、隙すき無く、すみやかに聞いてきた。

　朱葉はちょっと笑ってしまう。それは自じ嘲ちようみたいな笑えみになった。

「まあでも、先生はわたしのこと、そうじゃないなって思ってさ」

「え、またまた～」

　おばさんみたいに手を招くような仕草をして、都築が言う。

「俺的リサーチによりますと、どう見てもどう考えてもきりゅせんは朱葉ちゃんにベタ惚ぼれですが？」

「都築くんのリサーチでしょ、それは」

「恋れん愛あいマスターの俺のリサーチが信用できない？」

「っていうか」

　まあ、信用しているわけではないけれど。

「わたしが、わたしと先生のことを都築くんよりよく知ってるだけだよ」

　そう、君なんかよりも。

　もっと、ずっと、たくさんのことが、自分達の間にはあって。

「先生はわたしのこと好きだよね。それは知ってる」

　ペットボトルを揺らしながら、そこから落ちる涙なみだみたいな水すい滴てきを眺ながめて。

「でもそういう、好き、じゃないってこと」

　そう朱葉は言った。

　うん、そうだ。そうだから。

　がっかりしてしまった。落ち込んでしまったのだ。好きになんかなるんじゃなかった。いつなったのかは思い出せないけど。

　普ふ通つうにただ、めんどくさいけど、気のあう仲間でいられたらよかったのに。

「わっかりませんね～。わっからないね～」

　都築が眉間に皺を寄せて、持っていたペットボトルを飲み干すと、立ち上がってポケットに手を突つっ込こみながら言う。

「じゃあこうしようよ。俺今フリーだし」

「待って。それ本当？」

　即そく座ざに朱葉が突っ込んだら。

「…………」

　都築はちょっと考えて。

「一日くれたらフリーになってくるし！」

「それはフリーとは言わない」

「まあそれは置いておいて」

「絶対置いておかない」

　しかし都築は勝手に置いて言うのだ。突然大きな声を出して。

「おーい、たーあちゃーん！」

　いきなり声をかけられた太一が、ボールを操あやつる手を止め、促されるまま都築に投げた。軽い音を立て受け取った都築は朱葉を振ふり返かえると、にやりと笑って言った。

「ワンオンワンで俺が太一に勝ったら、俺と付き合ってみるってので、どう？」
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　ほら。やっぱり。

　ろくでもないことしか言わない、と朱葉は思った。
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「…………」

「…………」

「…………」

　タンタンタンとボールをはずませる音がしている。膝ひざに頰ほお杖づえついてベンチに座すわっている朱あげ葉はの傍かたわらで、太た一いちが無言で立っている。

　その足あし下もとでは都つ築づきが座り込んでいた。

「なんでだよ～」

「なにが？」

　最後に残った仏ほとけ心ごころで朱葉が聞いてやる。

　沈ちん没ぼつしたままで都築が言う。

「こう、もうちょっと、たあちゃん手心加えて俺おれにいいとこ見せてやるとかさ……友達を立てるとかさ……そういうのないわけ……あるっしょ……どう見てもどう考えても今そういう展開の場面だったでしょ……」

「俺が？　なんで？　お前に？　バスケで負けないといけないの？」

　太一の言葉は熱帯夜もふっとぶ冷たさだった。

　そりゃそーだ、と朱葉が思う。

　適当なルールを決めて公園でワンオンワン。都築が勝ったら朱葉と都築がお付き合い……だなんてなめたこと言われて、もちろん了りよう承しようする気もなかったけれど、都築の肩かた越ごしに太一が目で聞いてきたのが朱葉にはわかった。

　別に心は通じ合ってないけど、幼なじみのよしみってやつで。

『いいわけ？』

　朱葉は頷うなずきひとつ、目で返す。

『ヤっちゃって』

　そのメッセージは的確に伝わり、開始十分も経たたずに都築はコテンパンに叩たたきのめされた。

　当たり前だ。

　朱葉の知る限り太一はバスケ一筋のバスケ馬ば鹿かだし、幽ゆう霊れい部員の都築がそもそも太一に勝てる見み込こみなんて全然なかったはずなのだ。

　それでも、なんとなくノリで、かっちょよく、うまいこといかなくても対等くらいにはやれちゃうような気になってるところが都築は本当におめでたい。

「っかしいな～こんなはずじゃなかったのに[image: ][image: ]」

「約束は守ってね？　都築くん」

　にこ、と笑って朱葉が言う。「ええ……」と都築が心底解げせない顔をした。

『太一に勝ったら俺と付き合って』

　そう言われた時、もう徹てつ頭とう徹てつ尾び、取り合うこともないなと思ったのだけれど。

　ちょっと、いたずら心が頭をもたげて朱葉が返したのだ。

『負けたら？』

『なにがいい？』

　聞いたな、と思ったので、朱葉がそのまま言った。

　その時はさらりと流したはずなのに、今、都築は悶もん絶ぜつしている。

「やだよ～!!　おっかしいよ──!!　なんでだよ────！！！！！」

　朱葉が出した、交こう換かん条件は。

『じゃあ、都築くんが先生と付き合って』

　とまあ、そういうことだ。

　朱葉はペットボトルで自分の肩を叩きながら投げやりに言う。

「おっかしいでしょー。なんか変でしょー。都築くんがわたしに求めたの、そういうことよ。思い知ったら馬鹿なことはもう言わないことね」

　二人の会話に、太一はとことん興味がなさそうで。

「俺、向こう行ってていい？」

　と早々に離り脱だつを表明した。

「なんだよ～たあちゃん～そこは勝ったから俺が朱葉ちゃんと付き合うよとかないのかよ～!!」

「なんでだよ」

　ニコリともせず太一が言う。

「俺別に、早さ乙おと女めと付き合いたいなんて思ったことないし」

　せやな、と朱葉も頷く。

「そんなの──!!　付き合ってから考えりゃい──じゃん！！！！」

「「よくねぇよ」」

　と太一と朱葉がハモった。

「ていうか、もう別にわたしも都築くんと話すことないし。そろそろ帰りなよ」

　朱葉が立ち上がる。都築はぶう、と頰ほおを膨ふくらませ、公園の地面に座り込んだままで言う。

「いーじゃん、朱葉ちゃん。俺はいつでも当て馬に付き合ってやっていいよ。テクもあるし、退たい屈くつはさせないよ。そうやって本命を試ためしたい女子には協力を惜おしまない男だよ？　俺は」

　そこでようやく朱葉も、都築の意図を正しく理解したのだ。

　いや、正しいかどうかはわからないけれど。

　都築はやはり朱葉を本当に好きなわけではなかった。

　かといって、朱葉を思いやらなかったわけでもないのだろう。

（なんだかなぁ……）

　お礼を言うのも癪しやくだな、と思いながら朱葉はちょっと考えた。

「んじゃ、先生と都築くんが付き合えば同じことじゃない？」

　ほんとうのこいに、めざめるかもよ？

　そんな軽口を叩いて朱葉は公園をあとにした。太一にだけは軽く礼を言う。

　飲まなかったペットボトルを揺ゆらしながら。

『わたしは、先生を好きだったのかも』

　自分の言葉を思い出し、そうかと思い、まずったなぁと思うのと同時にさてこれから一体どうしたらいいものかと考えるしかなかった。





[image: ]






　時を同じく、秋あき尾おが辛しん抱ぼう強づよく、桐生きりゆうの話を聞いていた。通話越しではあったけれど、最近あまり話せていなかったこと、ぱぴりお先生が活動を休止するようだということ、覚かく悟ごはしていたけれどまだ受け止め切れていなくて、後ろ向きな気持ちになってしまうということ。

　ぐだぐだと要領を得ない話を聞きながら、秋尾はどうにも話の本質がそこにはないように感じていた。

　徐じよ々じよに紐ひも解といていくと、「もしかしたら親おや御ごさんになにか言われたのかもしれない」と桐生がもらした。

「ばれてないと思うけど三者面談で俺が」

　早乙女くんにつきまとっているめんどくさいオタクだということが……。

『いやいやそんなバレるような話をしたわけ？』

　と、ひとつひとつ聞いていったら……。

『待って？』

　秋尾が突とつ然ぜん、『待って』ボタンを連打しはじめた。

『いや待って？　ちょっと待って？　うん？　待って??』

「どうかしたのか？　萌もえに耐たえきれない腐ふ女じよ子しみたいになってるけど」

『ちなみにその腐女子さんの〝待って？〟は意訳するとどういう意味？』

「そうだな、〝あまりの尊とおとさに今すぐここで死にたいけどこれまでそしてこれからの萌えを受け止め続けるために不死鳥のごとく蘇よみがえりたい、ただやはりここに墓を立てたいから辞じ世せいの句を詠よませて欲ほしい〟くらいの意味じゃないか」

『そうかちなみに俺は〝今すぐお前の指を一本一本海え老び反ぞりで折っていきたいから未来で待ってて〟くらいの意味だ』

「えっやばい」

『やばいのはお前です』

　秋尾は頭を抱かかえ、深呼吸をする。

　馬鹿だ馬鹿だと思っていたけど、ここまで馬鹿だとは。

　こんな男と付き合わないほうが幸せなのでは？　と秋尾は思う。言ってやりたいことが山ほどあるけれど、それを言ってどうなる？　どうにかしてやる価値もないのでは？

　秋尾は、くるりと振ふり返かえる。背後ではキングが黙もく々もくと男達の会話に口を挟はさまず裁さい縫ほうを続けていた。月末に迫った大型造形イベント用の衣い装しようだった。秋尾の分だったため、その採寸も兼かねての秋尾の部屋での作業だった。

　桐生の言葉はスピーカーで聞こえていたはずだ。

　だから秋尾が助けを求めるようにキングに聞いた。

「どうしよう？　俺、こいつにアドバイスしてやるべき？」

　それまで黙だまって手を動かしていたキングが、ため息をついて、ひとことだけ。

「──神様は、いつも信者を選べなくて、可か哀わい想そうだ」

　その言葉に、秋尾はぐっと、額を押さえて頭を抱え、歯を食いしばると顔を上げた。
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『……いいか、この秋尾誠まことさまが、一回だけ死ぬ気でお前に説教してやる』

　一世一代、命を賭かけて。

　まかり間ま違ちがっても、てめぇのためではない。

　可哀想だなんて、そんな切ない気持ちを秋尾は、出来ることなら恋こい人びとに言わせたくないのだった。
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　出来たての新刊を置いた。

　値札までちゃんと可か愛わいくつくった。

　ペーパーは昨日の夜中に印刷をした。感謝をいっぱい込めた。ちょっと恥はずかしいなって思った。夜中のラブレターみたいで。でも、それもいいんじゃないかなと思って、傍かたわらに置いた。

　新刊でも既き刊かんでも、買ってくれた人に渡わたしていこう。今日は売り子もいなくてひとり参加だから、全部のお客さんと挨あい拶さつが出来るだろう。

　それから今日はスケブを冊数制限なしで受け付けることにした。描かききれなかったら郵送対応だ。

　また危機管理が甘あまいって言われちゃうかなぁ、と思った。

　まあ、いいだろう。よくはないけれど、それでも。

　そういう活動をしてきたから。高校生になってからだから二年とちょっとだけど。

（本当に……）

　いい思いをさせてもらったなぁ、と朱あげ葉ははしみじみ思う。

　どこかからわきおこる拍はく手しゆに朱葉も手を叩たたく。

　高校生活最後のオンリーイベントがはじまる。

「せーんぱいっ！」

　お客が途と切ぎれたのを見計らったのか、タイミングよく、新刊を両手いっぱいに抱かかえた咲さくがスペースに現れた。

「買ってきましたよ！」

　他のサークルの新刊だった。先にリストを渡しておいたのだ。咲とは目当てがかぶっていることもあって、すみやかに買ってきてくれた。

「ありがとう！　売り切れなかった？」

「大だい丈じよう夫ぶでした～！　先輩からもらったチケットのおかげです！」

　任務完かん了りよう！　とびしりと咲がポーズを決める。今日も気合いの入ったお嬢じよう様さま服で、てっぺんからつま先まで可愛かった。何よりイベントの咲は、いつにも増してつやつやして元気だ。

「そしたら咲は、レイヤーさんを見て帰りますね！　撤てつ収しゆうまで、お手伝い出来ずすみません！」

　相変わらず門限が厳しいらしく、正午には帰らないといけないらしい。秘書の九く堂どうは、今日は迎むかえだけだそうだ。

「いいんだよ～十分助かったし。また学校でね！」

　朱葉の言葉に咲は笑って、「先輩、学校はお休みですよ」とたしなめる。

「だから学校じゃなくても遊んでくださいね。連れん絡らくまってまーす！」

　そんな風に言って、跳はねるように去って行く彼かの女じよの楽しそうな背中がまぶしかった。

　それからあとも、いろんなお客さんが入れ替わり立ち替わり訪おとずれた。開会後の、つかの間のラッシュが過ぎ去っても客足はなかなか減らなかった。

　久しぶりです。楽しみにしていました。休止するなんてさびしいです。すごく好きでした。

　もちろん無言で買って行くひともいれば、試ためし読みをしてそっと本を置いて去って行くひともいる。

　どのひとも、朱葉は感かん慨がい深ぶかく受け止めた。

　また、戻もどってきて下さい。

　待ってます、と言ってくれたひとがいた。はい、とにこやかに朱葉は答えた。

　未来のことはもちろんわからない。けど。

　そうであったらいいなと思っている。オタクであることは多分やめないだろう。一年後、どんなジャンルにハマッてるかはわからないけれど、多分。

　このジャンルも、このカップリングも、一生嫌きらいになることはないと思った。

　昼が過ぎ、新刊の段ボールも最後のひと箱となり、ペーパーは早々に配布が終しゆう了りようした。朱葉の傍らには何冊もスケブがあって、客がまばらになってからは、それらを描くことに集中した。

「すみません」

　閉会まで、もう一時間を切っていた。会場の中は客足も落ち着いて、むしろ参加者達たちの会話が喧けん噪そうとなっていた。朱葉は座すわっていたけれど、そこに影かげがおりた。

「新刊を、頂けますか」

　朱葉は立ち上がらなかった。本を買いに来てくれたお客さんだと思ったけれど、ゆっくりと顔だけをあげた。

　そこに立っていたのは、案の定、知っている顔だった。

　ぼさぼさの頭で。

　分厚い眼鏡めがねで。

　ださめのＴシャツにチェックのシャツを羽は織おっていた。鞄かばんは横がけだったし、手に持っている財さい布ふはマジックテープ仕様だ。

　デジャヴを感じた。

「どうしようっかなあ」

　相手がお客さんなのに、朱葉はわざとそんな風に言った。頒はん布ぷ用ようの新刊は、まだ数冊あったのに。

　うっ、と露ろ骨こつに相手の顔がこわばり、もごもごと続けた。

「……あの、ペーパーって」

「もうないですよ」

　噓うそだった。数枚はファイルに入れて鞄にあった。原本だってある。でも、そういう意地悪を言ってみたくなったのだ。

「なんで」

　そう、すごく、意地の悪い気持ちになって。

　朱葉は尋たずねていた。

「なんで、朝一番に、来てくれなかったんですか」

　言ったらちょっと鼻の奥おくがつんとした。

　わたしのことが好きなら。

　わたしの元に一番に来てくれるべきじゃない？

　そういう、わがままめいたことを今まで言ったことがなかったから。

　過ぎたことだと思った。実際、過ぎたことなんだろう。でも、相手は……桐生きりゆうは、ぐっと力をこめて、覚かく悟ごを決めたみたいにして言った。

「──アフターを」

　え？　と朱葉が眉まゆを上げる。ぼそぼそとした声だったけれど、はっきりと言った。

「ぱぴりお先生の、アフターを、頂きたくて」

　お願い出来ませんか。

　時間を下さい。

　そういう風に、桐生は朱葉にお願いに来たのだった。朱葉はちょっと混乱をした。その発想はなかった。ぽかんと、あっけにとられたみたいにして確かく認にんした。

「わたしは、サークル主ぬしで、あなたは、その……ファンですよね」

「そうです」

「それで、アフターを一いつ緒しよに」

「一緒に」

　それから桐生は、深々と頭を下げた。

「お願いします」

　わたしは、このひとが何者か知っている、と朱葉は思う。

　桐生だって朱葉が本当は何者なのかは知っている。

　それを前提にしたら、そんなこと誘さそえないはずだった。そういうのはないだろう。色んな言い訳とお膳ぜん立だてがなければ、そういうことは出来ないだろう。

　でも、今なら。

　ここはイベント会場で。朱葉は売り手であり、桐生は買い手であるけれど、そこに貴き賤せんはないはずだった。平等だ。

　だから……。

「それは……それはじゃあ……仕方がないですね」

　いいですよ、とため息まじりに朱葉はその桐生の申し出を受け入れた。桐生はあからさまにほっとした顔をしたあと。

「あと」

　すっ……っと鞄からなにかを出して言う。

「スケブとか……」

　にっこり笑ったまま青筋をたて朱葉が返す。

「そこはもうちょっと遠えん慮りよしようか？」

　いい加減にせいやと思った。言わなかったけど。

　イベントが終わり、簡単な撤収と挨拶を終えて、少し離はなれた駐ちゆう車しや場じように朱葉は向かった。桐生はいつもの自分の車にもたれかかるように立っていて、朱葉に気がつくと、ドアを開けた。

　助手席だった。

　ちょっとした居い心ごこ地ちの悪さを感じながら、朱葉はそこに乗のり込こむ。なんだか変な、不思議な気持ちだった。

　車が発進する。

「どこに行くんですか？」

　気まずい沈ちん黙もくを誤ご魔ま化かすように朱葉が言う。これまで先生の車で、一体どこまで行ったっけ。夜景を見て。咲のうちに行って。画材を見たりして。

　今日は、どこに行くんだろう。このイベント終わりに。……もしかしたら、最後になるかもしれないアフターに。

「予約をしてあるから」

　と桐生は言葉少なに言った。

「個室で、ゆっくり話せるところ」

　そう言われたら、なんだか途と端たんに緊きん張ちようしてしまって、朱葉は黙だまって窓の外を見た。自分の緊張を悟さとられたくなかったのかもしれない。

　個室で。一体どんな話をするっていうんだろう。

　わからないけど、せっかくだ。せっかくだから、言いたいことは言っておかなければならないと朱葉は思う。

　もうやめませんか。

　なにをっていうわけじゃないけれど。

　たとえば取引とか。二人の秘密だとか。

　自分が縛しばられてしまうのはもう仕方がない。そういう風になってしまったのは自分の責任だ。

　でも、先生を縛って。

　これ以上……わたしは先生に迷めい惑わくをかけたくない。

　いつか言ってしまいそうだから。そんなにわたしが好きなら、って。好きの種類も違ちがうくせに困らせてしまいそうだから。

　そんなことを思いながら、やがて車が停車した。

「どうぞ」

　車から降りてみれば、そこはいかにも高級そうな建物があった。

　しかし一見、なんの店かわからず、首を傾かしげて桐生のあとに続く。

　料りよう亭ていのような門構えから入り、和装の店員に中へと案内される頃ころには朱葉はそろそろ、ここがなんの店なのかわかってきていて。

　通された『個室』で、朱葉が思わず聞いた。

「なんで？」

　お品書きにのせられた、高級そうな写真を見ながら。

「なんで、肉？」

　心の底から、純じゆん粋すいな問いかけだった。

「アフターだから」

　と、師はのたまった。

「ぱぴりお先生のこれまでの活動に感謝をこめて」

　網あみを前に桐生が言う。あくまでも真しん剣けんに。くそみたいに真面目な表情で。

「俺おれの金で、思いっきり焼肉を食べていただきたい!!」

　そう、そこはアフターの定番。

　個室焼肉の店だった。







[image: ]




　なにか違ちがう気がした。

　ちょっとおかしいような気がした。

　これはないのでは？　と思った。困こん惑わくしたし反応に困った。

　でも着席したのは、単に帰り方がわからなかったから。あまりに予想外のことをされると、ひとは流されるしかなくなるという典型だった。

　座すわってメニューを見てもよくわからなかったから注文を任せ、分厚いナプキンを膝ひざにのせて居い心ごこ地ち悪そうに座っていた。

「飲み物、お茶でいい？」

「あ、はい」

　注文を終えてほどなく店員が戻もどってきて飲み物だけを置いて行く。お茶だけど、カクテルみたいに細いグラスに入っていてオシャレだった。

「……じゃあ、乾かん杯ぱい」

「乾杯、ですか？」

　まだまごつきながら朱あげ葉はが言えば、桐生きりゆうはちょっと笑って。

「うん。ひとまずの活動の休止に乾杯をして、華はな々ばなしく祝わせて下さい。そうじゃないと、さみしくて死にたくなりそうだから」

　さみしくて、と言われ、朱葉は少し目を伏ふせる。

「さみしいですか」

「さみしいよ。でも、待ってますよ」

　信者だからね、いつでも、どんな形でも、と桐生は言う。その言葉に噓うそはないのだろうと朱葉は思う。でも、なんだか心にもやもやがたまってしまう。正体不明のもやもやが。

　噓なく、飾かざらず、さみしいと言えるのは、桐生が大人だからなんだろうか。それとも。

　やはり、朱葉の感じる、「さみしさ」とは別のものなのだろう。

　そして二人、お茶で乾杯をして（かけ声は定番の、「イベントおつかれさまです」だった。だって、アフターだからね）肉を焼きながら、おもむろに桐生が言った。

「秋あき尾おにね、怒おこられたんだよ」

「？」

「……早さ乙おと女めくん、俺おれのこと、ちょっと避さけていたでしょう」

　やわらかな言葉で、肉を焼きながら桐生が言う。

「いや、それは……」

　朱葉は否定をしようと思ったけれど言葉が見つからなかった。避けていたわけではないけれど、それに近かったような気はする。

　考えたいことがあったから。出来ればひとりで。

　ひとりに慣れないといけないって思った、から。

　でもそれを口に出来なくて、黙だまっていたら桐生が静かな調子で続ける。

「早乙女くんが気にしていること、見けん当とう違ちがいだったらごめんね。でも、言っておきたいから言います。俺は今でも、どこの大学にだって、行きたいところに行けばいいと思ってる。その自由が君にはあるはずだ。でもそれは、早乙女くんと離はなれたいって思ったわけじゃない」

　朱葉は食事の手を止めて、黙ってその言葉を聞いている。

　そして桐生は神しん妙みような顔で続けた。

「……関西は、だいたい隣となり町まちだと思ってるところがある」

「ん？」

　日本地理を無視した発言に、朱葉が思わず聞き返した。

「いや、だから。俺の感覚では、国内は近所」

「国内は近所」

　鸚おう鵡む返がえし。

「夜行バスも本数も種類もあれば飛行機は最近じゃ底値の格安航空だってある。新幹線にいたってはもはや路線バス並みの本数があり座席がとれなかったとしてもたかだか数時間の立ちっぱなしなんて都内のラッシュに比べたら快適と言わざるを得ない!!」

　力説だった。しかし朱葉は、はぁ、としか返せない。

「……だから俺は、ぱぴりお先生がどこに行ってもためらいなく追いかけるつもりでした」

　推しが同時代に生きてるだけで奇き跡せきなので。

「……でも、それは俺の勝手な言い分だよね」

　少し肌はだ寒ざむいほどの店内で、質のいい肉を焼いて朱葉の皿に取り分けながら桐生が言う。

「実際俺は、早乙女くんの十七っていう年ねん齢れいを失念していたんだと思う。君がとてもききわけがよくて、思いやりもあって、俺を困らせるようなわがままなんて言わない良い子だから。いや、そういう君のせいってわけではなくて……。全面的に、俺が馬ば鹿かで、思いやりが足りなかった。マリカにもずっと叱られてたし、秋尾にもまだ叱られてるのに、まだ」

　……ごめんなさい、とそれこそ子どもみたいに桐生が言うので、朱葉は黙って、とりあえずお肉を食べた。食べながら色々と考えた。

　桐生の言い分はわかった、気がする。どうしようもない人だなと思ったし、朱葉が後ろ向きに考えたように、自分のことを軽かろんじられているわけでもないようだ。

　でも嚙かみ合あわない、とも思うのだった。この高級な肉の味がなかなかしないように、うまく心を言い表す言葉を持たない。

　そうじゃない、と思う。

　でも、なにがそうじゃないのか、よくわからない。

　だからうまく桐生を責めることも出来なければ、許してやることも出来ないのだ。

　そうした朱葉の沈ちん黙もくを桐生がどんな風に受け取ったのかはわからない。眉まゆを寄せ、小さくため息をついた。多分、自分に対して。

「……キングが、さ」

　そして、ぽつりと呟つぶやく。

「言ったんだ。秋尾と俺の話を聞いてて一言だけ」

　朱葉は手を止め顔を上げ、その言葉を聞いた。

「〝──神様は、いつも信者を選べなくて、可か哀わい想そうだ〟、って」

　本当にそうだ、俺なんかが信者で本当にぱぴりお先生には申し訳ない、というようなことを桐生は続けた。けれど、もうその言葉を朱葉は聞いてはいなかった。

「……がう」

「え？」

　朱葉は手を止め呆ぼう然ぜんと言った。聞き返す桐生を見て。

「……違うよ」

　唐とう突とつに、ふと、唐突に。

　ぼろ、っと大おお粒つぶの涙なみだをこぼした。

「!!」

　桐生が思わず血相を変え腰こしを浮うかす。真っ青な顔で、でも、どうするべきかわからないようで。
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　朱葉が慌あわてて涙を分厚いナプキンで押さえながら言う。

「違う、違うと思います。キング、が、言ったの、そういうことじゃなくて、先生が、どうとか、秋尾さんが、どう、とか、違って」

　信者を選べなくって、可哀想だ。

　そう言われた時に唐突にわかったのだ。感じたのだ。どうしようもなさを、哀かなしさを、むなしさを。

　これまで言語にしてこなかったから。

　こんな悲しみがあるなんて気づきもしなかった。

「……先生は、選んで、わたしのことを好きになってくれたでしょう」

　誰だれに言われたわけでもなくて。桐生が、桐生の意志で、ぱぴりおを選んでくれたんだと思う。それは知ってる。

「でも選ばれる方は、お願いして、好きになってもらったわけじゃないから」

　選べないって、そういうことだ。

　信者はいつも、一番好きなひとを神様に出来るのに。

　神様は、お願いをして、好きになってもらったわけじゃないから。自分が好きだって気持ちに応えてもらってるわけでもないから。

「明日、先生がわたしより好きな神様を見つけても、わたし、それを止めることは、できないんだよ」

　本当はそれが悲しい。

　さみしい。

　むなしい。

　言っても仕方がないことだって知ってる。

　好きになってもらえることは奇跡だ。最初はいつだってひとりで描かいている。それを、自分を好きになってもらえることは本当に奇跡で、感謝をしなくちゃいけない。

　でも、だから。引き留めることだって出来ない。

　それがずっと悲しかった。さみしかったんだって、ようやく気づいた。描き続けていれば、それでもまだ大だい丈じよう夫ぶだと思えたかもしれない。でも、今こうして休まなきゃいけないという時になって。

　今日、会えた人にだって。

　次はもう会えないかもしれないように。

　桐生もきっといつかは次の神様を見つけるだろう。

　でも、それを引き留めることは出来ないのだ。

　朱葉が泣きながら言ったことを桐生はひどく呆然と、あまりに虚きよを突つかれたように聞いていた。

　考えもしなかったのだろう。多分、秋尾も。

　キングは多くを説明しなかったし、それを説明して引き留めたいとも思わなかったのかもしれない。

　でも朱葉は言ってしまった。

　神様、失格だ。でも失格でもいいと思った。

　こんな風に、萌えの高ぶりや感動じゃなく泣いたのも久しぶりで、涙と一緒に洗い流すみたいに言っていた。

「先生が好きです」

　多分、もう十分困らせて迷めい惑わくをかけているだろうから。言ってしまうなら、いっぺんに言ってしまおうと朱葉は思った。

「多分、先生とは違う意味で好きです。今は、だめな方の、好き、です」

　言ったらずいぶん楽になった。

　言ったってどうしようもないのに。でも、だからこそ言ったらすっきりした。

　きっと迷惑になるであろう気持ちも告げられた。先生と生徒で、アンフェアで、でも。

　言うだけくらいは許して欲ほしかった。

　朱葉は、うつむいたまま桐生の顔を見ずに、どんな受け止め方をしているのかも確かめずに一気に言った。

「だからご迷惑かと思いますけど、これ以上別になにも望みませんから好きでいることを許して下さい。気が済むまででいいので、どうかうまくあしらって、高校生時代の気の迷いだったって笑ってお別れ出来るくらいまでうまくわたしをだまして下さい」

　だめなものは、だめなんだろう。

　だめでいい。

「それで」

　背中を丸めて最後まで言った。

「もしも、もしも、もう少しわたしの願いを叶かなえてくれる気があるなら、わたしはいつか神様じゃなくなるかもしれないけど」

　未来のことは、わからない。

　好きなものを好きでい続けることさえ、こんなに難しい。でも。

「どうか」

　この長い未来で。

　願いがひとつ、叶うなら。

「……わたしのことを幸せにしてください」

　それが朱葉の今の願いだった。

　テーブルの向こう側で、桐生が分厚い眼鏡をくもらせて、ごくりと喉のどを鳴らした。葛かつ藤とうを感じた。多くの言葉がきっと彼かれの中で巡めぐっているのだろう。

「……俺で」

　と呟いたあとに。

「俺なんかが」

　と続いた。

「俺みたいな……」

　そんなことも言った。もう、どうしようもないひとだなと朱葉は思った。

　別にそれでいいけど。仕方ないけど。……そういうひとを好きになったのだけれど。

　けれどそのあとに、ぐっと桐生は拳こぶしを握にぎりしめて、

「けど、朱葉くん」

　意を決したように言った。

「君を幸せにするのが、他の男では嫌いやだと思う」

　その言葉に、朱葉はようやく、ゆるゆると顔を上げる。

「ただの信者だったら君の幸せのために身をひくだろう。……けど、そうじゃ、ないから」

　朱葉みたいに、好きだ、という言葉を桐生は言わなかった。それはそれ、だってすでにあまりに言い過ぎてきたからだろう。

　君が僕ぼくの神様だ。

　でも、これまでの、それらの言葉とは絶対的に違うように感じた。そして今、桐生の言葉がゆっくり朱葉の中で溶とけて、しみこんでいくのがわかった。

　涙は、もう、出なかった。

　……なぜだかもう、それほどさみしくはなくなっていた。

「うん」

　と、小さく頷うなずいて。それからほんとうに小さく、かすかに笑って。

「…………その言葉で、ギリギリ及きゆう第だい点てんにしてあげます」

　お肉、こげちゃってますよね。食べましょうか、と朱葉が言った。

　もう一度、高級な肉を焼き直して。

　結構真面目に説教もしながらそのお肉を口に入れたら、……多分、とろけるように美お味いしいだろうと朱葉は思った。

　結局それから、別に具体的な未来の話なんてひとつもしなくて、最近見た実写映画の話と、今期のアニメが豊作な話と、鬼おにのようなガチャの話と、珍めずらしい大型イベント、新しいアイドルの話と……。しばらく話していなかったから、交かわす言葉が尽つきなくて、とにかく喉が嗄かれるまで喋しやべり倒たおした。

　結局店を出るときも、お会計を見ることが出来なかったので、一体いくらになったか朱葉はわからなかった。

「ねぇ先生、美味しかったけど、こんな高そうな店はもういいですよ」

　車に乗のり込こみながら、朱葉が言う。

「わたし、先生と喋れるなら、別にどこだって楽しいと思うので」

　多分、それが生物準備室でも、漫まん研けんの部室でだって構わないと朱葉は言った。

「…………」

　桐生は黙って固まってしまっている。

「どうしましたか？」

「いや」

　口元を押さえて、明後日あさつての方向を見ながら言う。

「ちょっと、いつも俺ばっかりが幸せなので、どうしようかなって思っているところだから」

　気にしないでと。

　はぁ……と朱葉は言って。朱葉も視線をそらせた。ちょっと、照れてしまったので。誤ご魔ま化かしたのだ。

　それから陽ひの落ちかけた街を車が走り出し、朱葉が言う。

「そういえば、こないだ都つ築づきくんが家まで来て」

「は？　あいつなにしてくれてるの？　怒っていい？」

　桐生が運転をしながら早口で言う。朱葉は構わず続けた。

「それで、太た一いちとバスケ勝負をして、勝ったらわたしと付き合うとか、そういう話になったんですけど」

「締めるわ。明日締める。なんなら今夜締めるわ。ゆっくりきつめにきゅっとやるわ。ゆるさねーわ」

「結局、先生が都築くんと付き合うことになったんですよね」

　すべてを端折はしよってそれだけ伝えた。

　桐生はしばらく押おし黙だまったあと、万ばん感かんを込めて。

「待って？？？？？？」

　実に腐ふ男だん子し先生らしく、そう言ったのだ。

　それから車で送ってもらって、桐生とは朱葉の家の近くの公園で別れることにした。路ろ肩かたにひとまず車をとめた。街灯からも距きよ離りがあり、薄うす暗ぐらい車内で。

「今日は、ありがとうございました」

　朱葉が言うと、「うん」と桐生は頷いて。

　後部座席に手を伸のばすと、小さな紙かみ袋ぶくろを手に取った。

「これ」

「なんですか？」

「うーん……」

「うーん？」

「差し入れ？　いや、違うかな……一応……お土産みやげ……？　うーん」

　簡素な白い袋を開いてみれば、中から出てきたのは青い学業お守りだった。

「これ……」

　シンプルながら、刺し繡しゆうされていた神社名は遠く、九州の有名なものだった。

「先生…………」

　そのお守りを握りしめながら、思わず朱葉は言ってしまった。

「先週の聖地リリイベやっぱり行きましたね？？？？？」

「許して！！！！！　そこは！！！！！」

　日帰り突とつ貫かんだから、あとその色味めっちゃ推しカプっぽくない!?　青に薄ピンクの桜なの!!　と言われて呆れながらも「ちょっといいな」と思ってしまったから、朱葉の負けだった。

　おそらくいくつか種類もあったんだろう。推しカプ色と言われてしまったらやっぱり嬉しいし。信じるものは救われるはずだ。こんなに有名な神社なのだから御ご利り益やくもあるはず……と思いながらお守りを触っていたら。

「なんか、入ってる……？」

「だめ」

　即座に入った制止に朱葉の手が止まる。

「開くと御利益なくなるから。受かったらにして」

　その言葉に朱葉は少し考えながら、指先に神経を集中させて。

「…………このサイズと形状は……」

「サーチ行為は禁止です！！！！」

　※ブラインド商品の中身を判断しようとするのはマナー違反とされます。

　その必死の形ぎよう相そうに思わず笑ってしまいながら、

「じゃあ、受かったらのお楽しみということで」

　大事にしますねと、朱葉は言った。
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　それなりに波乱があって決着もあった高校三年生の夏が終わって、新学期がはじまった。

　学生達たちには容よう赦しやなく休み明けのテストが襲おそいかかり、その結果が出る頃ころには夏休みの課題を引きずっていた生徒達も、徐じよ々じよに日々を学業のある生活に戻もどしていく。

　途と端たんに受験生は模試に推すい薦せんに願書にと一気に忙いそがしくなるけれど、朱あげ葉はのクラスはそれでもどこか明るい雰ふん囲い気きをたもっていた。委員長である都つ築づきが、いつまでも男女色々引き連れて、馬ば鹿かをやっているからなのかもしれない。（ちなみに夏休みの課題提出は結局クラスのしんがりとなり、生徒指導室において桐生きりゆうの個人監かん督とくのもとに補習となった。なぜか、桐生の方が憔しよう悴すいしていた気がするが、朱葉には詳くわしいことを教えてくれなかった）

　これが二年であれば修学旅行などの心躍おどるイベントがあるが、三年生はもう文化祭ぐらいしか残されていない。

　そして、祭りと名のつくものに、ひときわ情熱を燃やす居残り補習者、都築水み生おである。

「じゃあーこの候補の中から絞しぼり込こみたいと思いまーす！」

　教きよう壇だんに立ち堂々と都築が言う。

　肌はだは夏休み前とくらべてずいぶん黒くなったが、金きらだった髪かみの毛けは新学期初日に体育教師に染め直されていた。

　黒板には様々な案が書かれていたが、

・自主制作映画

・コスプレ喫きつ茶さ

・脱だつ出しゆつゲーム

　最終的にはこの三つに絞られたようだった。担任である桐生は、新しい企き画かくが出る度たび「もうちょっと規模を小さくしろ」「時間がとられすぎ」「受験生勉強しろ」「どうしてそんなに真しん剣けんなんだ」と横から突つっ込こみを入れていたが、途と中ちゆうからはもう諦あきらめ顔だった。

　ちなみに他にはミスコンなどの企画もあったが、都築が「俺おれが一位になっちゃうの面おも白しろくないでしょ」と却きやつ下かしていた。傲ごう慢まんである。

「それじゃ～記名制で投票箱つくっておくから、やりたい出し物書いて入れておいてくれな～！　こういう内容にしたいっていう提案も書いておいてくれると助かる！　出来るだけサボってたいってやつは投票しなくてオッケー！　でもちょっとくらいは一いつ緒しよに楽しんですごそーぜ！」

　相変わらずお祭り男の采さい配はいは立派だ。クラスのことは都築に任せて、朱葉は、「部活動の出店」にかかりきりとなった。

　大がかりな出展を予定している運動部などは、保健所に申しん請せいを出して屋台を開くが、実質二人だけの部員では、そんなことが出来るはずもない。

　なにもしない、というのも一案ではあるのだが。

「やっぱり、他の部員、募ぼ集しゆうした方がいいと思うんですよ」

　落ちかけた夕焼けの差さし込こむ放課後、部室の椅い子すに座すわっていつものようにスマホをいじりながら、朱葉が言う。

「このままでもいいって、咲さくちゃんは言うけど、せっかくここまでちゃんとした部室が出来たのに、来年なくなっちゃうの、ちょっと忍しのびないなって。わたしもさみしいし……咲ちゃんはもっと、さみしいんじゃないかなって思うんですよ」

　だから、部のことを知ってもらうのにいい機会になるのでは、と言う朱葉に、桐生もまたいつものようにタブレットをいじりながら、

「まあ、俺も、この部活があれば他の顧こ問もんは断りやすいし、存続してくれればいいとは思ってるけど」

　なんでもない口調で、なんでもないことみたいに、けど、ちょっとだけ目線を上げて言う。

「来年でいいんじゃないの、とか思わなくもないわけだけど」

　俺はね、と言われて。

　そうですね、と、朱葉は言う。なにがですかなんて聞かなくたって、本当は言いたいことはわかっているのだ。

　静かな放課後の。この、穏おだやかで賑にぎやかな時間が。なにものにも代えがたいってことぐらい。

「でも来年になっちゃったら、わたしがしてあげられることって、本当になんにもなくなっちゃう気がして」

　部長らしいことを、部に対しても、咲に対しても、なにもしていない気がするのだ。そんなのいらないって、咲はきっと言うだろうけれど。

　やっぱり朱葉は、自分が出来ることがあるならしたい、と思うのだ。

「あとね」

　それから、ちょっと目をそらしながら、なんでもない風を装よそおって言った。

「なんか大だい丈じよう夫ぶなんじゃないかなとも思うんですよ」

　ひとりごとみたいに言えば、桐生も顔を上げなかったけれど、その手が止まっていたので多分、ちゃんと聞いていたんだと朱葉は思った。

「なんか……うん。たくさん人がいたって、楽しいんじゃないかなって。……わたしは、咲ちゃんと先生が喋しやべってるの楽しそうだなって思うし、先生と夏なつ美みが喋ってるのも愉ゆ快かいそうだなって思って見てましたよ」

　それは数日前の部室での話であった。この夏、改めて朱葉は夏美に『ふだせん』との長い話を打ち明けたのだ。最初は驚おどろきと興奮で悲鳴を上げていた夏美だったが、アフターでの決着を聞いて、

「そこで、焼肉……？」

　と目を丸くしたまま絶句した。結局「焼肉はなくね!?」というのが一番鮮せん烈れつな印象となって彼かの女じよの中に残りオタクだった衝撃が吹き飛んだらしい。先日の、夏美と桐生のオタトークファイトでは合間合間に恋れん愛あいを探さぐってくる夏美に何度か桐生が咳せき込こむ場面があった。

　その時のことを思い出したのか、ちょっとげっそりした様子で桐生が言う。

「なんとなく早さ乙おと女めくんが愉ゆ悦えつ感じてるのはわかってたけど俺的には色んな棘とげというか探りというか色々色々感じたけどね感じただけだったけどなにも決定的なことは言われなかったけどそれでもね？」

「夏美も結局はオタトーク優先で楽しく話したってことですよ」

　元気出して！　と両手でガッツポーズをしながら適当に答えた。まあ、そういうあれこれも踏ふんだ結果として。

「うん。誰だれがきても、大丈夫」

　自分で確かく認にんするように小さく笑えみを浮うかべて朱葉が言った。

「わたしは、それなりに、わたしが特別だって思えます」

　どこか力強いその返事に、桐生はずるずるとタブレットに突つっ伏ぷして。

「……君が、正しい」

　そういう風に、朱葉の答えを、採点して。

　展示にしろ制作にしろ、予算のことは、せんせーに任せなさい、とせめてもの、でも心強い返事をくれた。

「やったね」

　と朱葉が一仕事終えた顔をしたけれど。

　ふと、思いついたことを聞いてみる。

「ちなみに、先生はこんな企画が見たいとか、あります？」

　教室では都築の方が乗っていたのであまり建設的な意見を出さなかったが、桐生の意見はどうなんだろうな、と思って聞いてみれば、桐生はじっと自分のタブレットを見て。

「………みんなで楽しくリセットマラソン体験会とかかな」

　そのガチな返事に朱葉が引く。

　夏休みの終わり、桐生待望のゲームがリリースされたことは、朱葉も知っていた。

　ちなみに、リセマラとは、ゲームを開始するにあたって目当てのキャラクターが出るまでダウンロードをし直し続けるという行こう為いである。

「え、まだリセマラしてるんですか？」

「さすがに俺も休み明けのあれこれで時間がとれなかったんだ！　というか基本はリセマラはしない主義だなぜならレアリティやスペックの違ちがいでキャラクターに優ゆう劣れつをつけるというのはカップリング至上主義者としてあるまじき行為であると思うからだ。ガチャでの出会いもまた運命のひとつとして楽しむべきだと思う、そして推おしが出来た時が課金のし時だから。がしかし！！！！！！！！　すでに！！！！！！！　すでに推しがいるゲームはこのうちに入らない！！！！！！」

「はぁ」

「運命は！！！！　つくれる！！！！！！！」

　ここにも夏休みの課題が終わってないひとがひとりいたな、と朱葉は思った。

　外はようやく秋の気配なのに、まだ残暑みたいな熱だった。
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　どうしても放課後の時間がとれない咲さくだけれど、朝に一本電車を早めることは不可能ではないという。

　というわけで、文化祭に向けて漫まん研けんでは始業前の『朝活』がはじまった。

「内容としては作品展示と部誌制作がメインになってくるかと思うんだよね」

　二人だけの話し合いだけれど、都つ築づきに倣ならうようにして朱あげ葉はは黒板の前に立ち、書記兼けん司会を務めていく。

「部誌って、コピー本のことですか？」

　咲の問いかけに、朱葉がＶサインをして言う。

「予算がつくそうだから、つくっちゃえばいいんじゃない？　薄うすい本」

　ねえ先生？　と言えば、教室の隅すみで仕事を持もち込こんでいる桐生きりゆうがＶサインを返してくれる。

「特とく殊しゆ装そう丁ていオプションは二つまで可だ」

「きゃー先生カッコイー！　イケメン！」

　朱葉は心の底から黄色い声を上げた。

　人の金でつける特殊装丁は美う味まい。

　その黄色い声を聞いた桐生は心の中で、（なぜ特殊装丁はよくて焼肉はだめだったんだろう……）と思ったけれど、口に出したらいよいよ黄色い声が血に染まりそうな気がして黙だまっていた。

　咲は楽しげに身を乗り出して、

「ぱぴりお先生の新作が見られるわけですね!!」

　と言うけれど。

「いやいや、咲ちゃんも書いてね？」

　と朱葉がさらりと告げる。

「えっ」

「え？」

　かたまった咲に朱葉が聞き返す。

　さあっと咲が青ざめて声を上げた。

「えええええええ無理です！！！！　咲は！！！！！！　絵が！！！　下手ですし！！！！！」

「え、でも咲ちゃん、ＳＳシヨートストーリーあげてるよね？」

「いや！　あれは！」

「そうだぞ静しずか島しまくん。先日は念願の10users入りタグがついていたじゃないか。着々と成長していて先生も嬉うれしい」

「なんで師し匠しよう知ってるの！！！！！？？？？？」

　それはusers入りタグをつけるのが先生の生きがいだからである。

　とは、思ったけれど言わなかった。

「でも！　でも！」

　必死になって咲が叫さけぶ。

「二次創作しか書いたことないです！！！！！！」

「それなー……」

　と朱葉が腕うで組ぐみをする。

「わたしもオリジナルは……同人活動はじめてからほとんど描かいてないのよね。描き方忘れてるっていうか……そもそも描いてた頃ころが曖あい昧まいだし……。でもさすがに学校の部誌に二次の推おしカプ書いちゃうと来てくれる人に配るわけにもいかなくなるからね」

「いや、でもイラストくらいはあってもいいんじゃないか？」

　先生が淡たん々たんと話す。

「部員の好きなものを紹しよう介かいするっていうページがあるのは普ふ通つうなことだし、好きなものを好きだと表現する。それもまた漫まん画が研究って言えると思うよ」

「珍めずらしく正論言いますね……でもその心は？」

「一枚でもぱぴりお先生の新規絵が見たい」

　迷いなく答える桐生だった。

「みたーい！　みたーい！」と一いつ緒しよになって咲も言う。

「うーん……じゃあ、こうしましょうか。わたしも推しマンガの紹介イラストを描くし、咲ちゃんは文学作品とかも好きだったよね。咲ちゃんの紹介する文学作品にちょっとしたカットをつけるってのは、どう？」

「見たいです！！！！　がんばります！！！！！！！」

「でもそれだけじゃ本にはならないのよねぇ……」

「先輩描くとしたらどんなオリジナルなんですか？　興味あります！！！！！」

「そうねぇ……」

　ちょっと考え込んで、朱葉が言う。

「最近だと、イケメン教師と彼かれを振ふり回まわすクラスのチャラ男お……とか？」

「ＢＬはやめておこう」

　咲が食いつくまえに桐生が声を上げた。迫はく真しんだった。

「ええ～まだくっついてるとは言ってませんけど～？　それに最近ドラマでも人気なんですよ！」

「ＢＬは、やめておこう！！！！！！！！」

　苦手な人だっているかもしれないし！　と桐生。咲は話についていけずきょとんとしている。

　やだな～冗じよう談だんですよ～といなして、

「せっかくだから同人誌の作り方、ってレポ漫画にしてもいいかもですね」

「頒はん布ぷが終わったあとにＳＮＳにあげたらバズりそうだな」

「そういう生々しい話はやめてください」

　苦手な人だっているかもしれないんですよ。知らんけど。

「まぁ追々中身は考えていくとして……締しめ切きりはこの辺りで……特殊装丁入れようとすると自然に早くなりますよね……大だい丈じよう夫ぶかな……」

「表紙を先入れにしたらどうか」

「先生そういうことだけほんとよく知ってますね。それしかないかな～。箔はく押おしとかしてみたいもんな……。入にゆう稿こう作業は三日もとればいけるかなぁ。咲ちゃん、また朝って来られる？」

「はい！」

　わくわくとした様子で咲が言う。なんだかんだと、やっぱり創作するということは楽しいことだ。桐生としては、受験勉強も忘れずにと言いたいところだろうが、朱葉がわかっていると思っているのだろうか、口うるさくは言わなかった。

「展示は部室でいいですよね。ポスターとカラーボードくらいでいいかなぁ……」

「イラストもいいと思うけど、早さ乙おと女めくんはせっかくだから生なま原げん稿こうを飾かざってみるのもいいんじゃないか？」

　最近だと、デジタルが主流だからアナログ原稿は見応えもあるだろう、と言う桐生に。

「え、それめっちゃ恥はずかしいんですけど……」

　と引き気味に朱葉が言った。

「綺き麗れいじゃないか。原稿」

「綺麗じゃないし！　人に見せるようなもんでもないですよ！」

「咲も見たいでーす！」

「俺おれにはトーン貼りまでさせておいて……！」

「修しゆ羅ら場ばは!!　別なの!!　本来なら恥ずかしくて人に作業なんて頼たのめません～！」

　頼むような事態にならなければいいのだが、それは別の話だ。「咲もぱぴりお先生の原稿に消しゴムかけたい!!」と咲もきゃんきゃん言っている。

　朱葉は息をついて、

「まぁでも、部誌をつくるレポ漫画とかなら……そのつもりで原稿つくれば……諦あきらめがつくかな……。カラーボードとかの方が慣れてないし、時間とられそう……」

　考えながら言えば。

「カラーも見たいです～！」

「見たいで～す」

　咲と桐生がわがままを言っている。静せい粛しゆくに、といさめる傍かたわらで予よ鈴れいが鳴る。

　どっちが先生かわかったもんじゃないなと、朱葉は思った。
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「委員長～！」

　今日も今日とて朝から文化祭の打ち合わせをしていた朱あげ葉はが、教室に入るなり都つ築づきに手を振ふられた。

「結果でたよー！」

　ひらひらと紙束を見せてくる都築の元に朱葉が歩いて行って尋たずねる。

「結局なんになったの？」

　文化祭の出し物についてクラス投票を行っていたのだった。細かい数字を出すまでもなく、はっきり結果が出たらしい。

「コスプレ喫きつ茶さ圧勝！　結構色んな意見も集まったから見ておいてよ」

「へえ……」

　朱葉自身にはこれがいいというこだわりがなかった。変に票が割れなかったのなら、なによりだろう。

　男子からのコメントには、メイド服や、水着なんていう際きわどいものも多い。それはコスプレではない、と朱葉は思う。

　都築くんはどんなのしたいの？　と聞けば、ポーズを決めながら都築が言う。

「俺おれとしてはやっぱりホスト系？　ナンバーワンになっちゃう？　シャンパンタワーでアゲアゲタイムしちゃう？」

　あまりに似合いすぎる言葉に朱葉が眉まゆを寄せる。

「それ女子はなにするの？　ホステスさせないでよ」

「女子もホストするとか」

「男装か……ちょっと悪くないけど……」

　ホストクラブは先生の許可が下りなさそう、というのが朱葉の正直な考えだった。ただでさえ都築は生徒指導の受けが悪いし、無理をして押おし切きるところでもあるまい。

「委員長はなんかある？」

　問われて朱葉はちょっと考えて。

「………………ゾンビとか？」

　出来るだけ一いつ般ぱん向けを意識した提案などをしてみる。「おっいいじゃーん」と都築も乗り気だ。

「俺、メイク詳くわしいやつ知ってるよ～。あ、でも隣となりのクラスがお化け屋や敷しきやるらしいんだよな～あんまりかぶるのもちょっとな～」

　その言葉につくづくよく考えているなぁと朱葉は感心してしまう。

「喫茶だしね。ゾンビ喫茶は飲食物の提供難しそうだよね。確か、教室だと簡単な軽食しか出せないはずだし……。あ、そういう意味じゃ、これ、いいんじゃない？」

　投票の中から選んだ一枚には、コスプレ喫茶への投票とは別に、

『チャイナ服とか着た～い！　家に茶器がいっぱいあるので貸し出しも出来ます！』と書いてあった。

「簡単なお菓か子しと中国茶なら女子受けもいいんじゃないかな？　男子はうーん……カンフー服とかになっちゃうけど……」

「え、男子もチャイナ服着ちゃってもいいんじゃ？　なんならスリット入れて扇せん子す振る？」

「なんか混ざってるよ。そこは任せる。男子の方は都築くんがまとめて」

　やりたいと言うなら止めはしない。

　じゃあ今週のホームルームで……とまとめようとしたけれど。

「ねえねえ」

　ニコニコと笑って都築が言った。

「せっかくだから、俺やりたいことあるんだけど、いい？」

　そして放課後の職員室。

　日誌を出しながら、出し物について聞かれたので朱葉が桐生きりゆうに報告をした。

「──中国喫茶と占うらないの館やかた？」

　朱葉の言葉にいぶかしげに桐生が言う。

「なんだその……なんだその……」

　言葉を選んだまま、職員室ということもあってか桐生は言葉を濁にごした。サブカル女子みたいな、とか言いたかったのか。はたまたもうちょっと言葉を選ばない発言をしようとしたのか。

「ちなみに占いの館は都築くんの希望です」

「あいつそういう才能もあるのか」

「恋占い専門だそうです」

「圧あつ倒とう的てきに信用出来ない」

　それな、と朱葉も頷うなずく。

「ただ恋れん愛あい相談を受けたいだけかなとも思うんですけど」

　くやしいかな、手軽でウケそうな気がするんですよね……。と朱葉が言う。

　飲食を売りにするわけでもないから安全だし、中国とは何の関係もないけれど、恋こいおみくじなどつくれば気軽に楽しんでもらえることだろう。

　もちろん都築のその技術は、ただの数ある彼かれのモテテクのひとつでしかないのだろうが。

「ちなみにわたしも手相見られました」

　手のひらを見せて朱葉が言うと、桐生は少しだけ、苦みをにじませる表情をした。

「カリスマ線があるって言われました」

「あたってる……」

「あたってないです」

　いきなり信じ出した桐生を切り捨てて。

「まあ都築くん曰いわく、結構あたるサイトがあるそうなんですよ。それを使ってやれば、自分以外でも占いのテーブルをつくれるんじゃないかって。先生今パソコン見られます？」

「ああ」

　職員室のデスクの上には桐生の私物ではないパソコンが置いてあり、そこのブラウザから、都築が教えてくれたサイトを開く。

「この……このサイトで……」

　出てきたサイトは相あい性しよう占いで、生年月日を入れるだけの簡単なものだ。

「…………」

「…………」

　桐生が無言で、なにかの生年月日を入れ、朱葉も無言で見守る。

　一いつ瞬しゆんで出た結果を、また無言で黙もく読どくする。

　──最初はお互たがいを認めることが出来ず、もめごとがあり、傷つけ合う相性です。

　──しかし、いつしかお互いの欠点を補い合うような無二の関係となり、自分の分身であるように感じるでしょう。

「あたってる……」

「めっちゃあたってる……」

「やばい、運命の恋かも。比ひ翼よく連れん理りかも」と桐生が呟つぶやく。腐ふの者はすぐ比翼連理のたとえを出す。

　そう自分の話ではない。

　推おしと推しの相性である。

　これ以上は職員室ではやばい。

　それではとそそくさと職員室をあとにして、朱葉は思う。

（そういえば、先生の誕生日っていつなんだろうな）

　季節はもうすぐ秋の盛さかり。

　葉っぱが朱あかく色づく頃ころに生まれた、朱葉の誕生日が近づいていた。
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　───それは、先生との、禁断の恋。

「あ───朱あげ葉は、これ、これこれ！」

　放課後、文化祭での買い出し、その中でも画材に関するものを買うために、クラスメイトの夏なつ美みと繁はん華か街がいに出ていた朱葉は、夏美に連れられて行った映画館の前売り券売り場の前で、そんなことを言われた。

　夏美が指したのは、今絶賛公開中の恋れん愛あい映画で、人気のイケメン俳優と人気の美少女がきっと胸キュンの展開を繰くり広ひろげるのだろう。そういうのが、売りの、映像だった。

「これってなによ」

　げんなりした顔で朱葉が聞けば。

「なにって恋だよ。禁断の恋」

　きょとん、と夏美が応える。

「見て行く？」

　はぁ、と朱葉が深いため息をついた。

「なに言ってんの、受験生」

　ただでさえ、来年公開のイケメンアニメの、前売り券特典のグッズのために並んでいるというのに。どこにアニメ以外の映画を見に行く時間があるというのか。

「興味あるかなと思って」

「興味ねぇ……」

　夏美の言いたいことは、わかっているつもりだった。この夏休みに、親友であり腐くされ縁えん（腐っているの意含ふくむ）の夏美に、桐生きりゆうとのことを話していた。

　だから、こういう教師と生徒の映画を指して、彼かの女じよはこう言うのだ。

「参考になるんじゃない？」

「なんの参考だってば」

　いや、わかる。わかっているのだ。

　認めたくはないけれど、そして認めていいのかもわからないけれど。

　自分がしているのは、教師と生徒の恋、だ。

　それはそれだ、そうなんだけど。

　朱葉が難しい顔をしていると、前売り券売り場の列が夏美の番となり、複数枚購こう入にゆうした夏美はその場でグッズを開かい封ふう。キャラクターを確かく認にんするやいなや、スマホを取り出し、真しん剣けん極きわまりない顔でタップしはじめた。

「大だい丈じよう夫ぶそう？」

「いける。推おしは出なかったけど絶対勝てるキャラ出した。即そつ決けつする」

　ちなみにこの場合の絶対勝てるキャラとは、作中の一番人気のキャラクターを指す。げにおそろしき、前売り券ブラインド特典戦争。

　健けん闘とうを祈いのる、と思いながら、朱葉は延々と繰くり返かえし流れる映画予告をなかば呆あきれ顔がおで眺ながめた。

「……馬ば鹿からしいと思うんだよね」

　深く触ふれまいと思ったけれど、自然と口にしていた。

　映画予告の、情感たっぷりの俳優の顔を見ながら。

「禁断なんて。少なくとも、数年待てば禁断じゃなくなるわけだし。あんな……あんな、つらい顔するのは、ごめんだわ。相手にだってそうだし、自分だってそうだよ」

　心の底から、そう思って言った。

　楽しい方がいいに決まってるし。

　自じ分ぶん達たちは、少なくとも、今まで楽しかった。

　それだけは自信を持って言えた。

「でも、待てないのが恋なんじゃない？」

　スマホから顔も上げず、夏美がそんな生意気なことを言うので。

「そうだとしたら、恋じゃないのかもね」

　朱葉は冷たくあしらうようにそう言った。しかしその横顔を見てふっと夏美が笑う。朱葉の、強がりや、照てれ隠かくしを見み抜ぬくみたいに。

　決して気分のいい返事じゃないな、と朱葉は気づいていたけれど。「ねぇねぇ」どん、と肩かたを寄せるようにして、夏美が言う。

「卒業したら、まずどうしたい？」

　うっ、と朱葉が言葉に詰つまる。

「どう……どう……案外もう会わなかったりしてね」

　あはは、と乾かわいた笑いと一いつ緒しよに朱葉が言えば。

「そんなの許さないよ!?　無責任じゃん！！！！！！！」

　嚙かみつかんばかりに夏美が言う。

　その剣けん幕まくに、朱葉が面めん倒どうになって声を上げる。

「知らんわ！　トレーディングどうなったの!?」

「いえーい！　即決！　しかもちょうど近くにいる人！　これから来るって！」

　態度をコロッと変えて、夏美がＶサインをしてくる。オタクはスピード勝負。都会万ばん歳ざい。

「でも、なんか世の中ってほんっと狭せまいよねえ」

　夏美も映画予告を見ながら、しみじみと言う。

「こういう時にトレーディングに来る人って、もしかしたら知ってる人だったりして？」

　その言葉に。

「いやーまさか」

　とちょっと笑って、朱葉が言う。

「まさか、そんな……」

　あり得ないよ。あり得ないはず。あり得ないに違ちがいない。その、はずなのだけれど……。

　なんだか不安になってきて、ちょっと貸して、と朱葉が夏美のスマホを覗のぞき込こむ。とりあえず桐生のアカウントではない。そうだ、彼かれは今日は確か、別の劇場で人気アイドルアニメの、応おう援えん上映誕生日特別編４ＤＸに秋あき尾おを誘さそって行くと言っていたはずだ。朱葉は死ぬほどうらやましかったけれど、受験生だから涙なみだを吞のんで諦あきらめた。

　そうじゃなくてもクソみたいに忙いそがしいのだ。お互たがいに。だから。

（ないない）

　絶対にないよ、と思っていた。だけどなんだか不安がぬぐえなくて……。

「あ、あの人じゃないかなー！」

　推し色のストールをかけてる……と夏美が手を上げた。その相手が、夏美よりも先に、朱葉に目を留とめた。
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　────それは、教え子との、禁断の恋。

「…………」

　大型映画館のシアター外、ふかふかの絨じゆう毯たんを踏ふみながら、秋尾が眺めていたのは、朱葉が見ていたのと同じ映画の巨きよ大だいポスターだった。

　色々思うところあって見ていたのだけれど、ロッカーからダバダバとテンションの高い桐生が戻もどってきた。

「いや～４ＤＸやっぱ最高だな！！！！！　その上推しの誕生日を祝える歴史的瞬しゆん間かん！　喜び！　実質無料！　実質無料！　むしろ追おい銭せんをしたい！　絶対に円えん盤ばんに入れて欲しい！　俺おれはこの日のために生まれてきたと言っても過言ではない！　特典映像にお仕事おつかれさまと言われた瞬間、俺のすべての疲つかれは吹ふっ飛とんだ!!」

「うるさいわ！」

　思わず頰ほおを片手で挟はさみ込こみ、キレながら秋尾が言う。

「４ＤＸは眼鏡めがねが濡ぬれるから今日は職場からそのままオンで来てるんだろうが、もうちょっと自重しろ！！！！」

　顔をつくれ。コスを崩くずすな。リアルに紛まぎれろ。

　ただでさえ、学校関係者が来なさそうな劇場に、ギリギリに入場しているのだ。退場時も暗い間に外へ出るのかと思ったら、明かりがついてからみんなでハッピーバースデーを合唱するから出られないとか吐ぬかす。

　興味があったからついてきたのは秋尾の方だが、もうお前締めたろか、と思ったのも事実だった。

　映画は面おも白しろかったけれど。

「ほら、この映画の客に紛れて帰るんだろ」

　近くのシアターから出てきた客達の流れに秋尾が桐生を引きずって行く。

「ちょーよかったよねー」「かっこよかった～」「泣けた～」と前を行く女性陣じんがしきりに話している。

「まぁ……この映画も、お前が見るにはどうかと思うけどな」

　秋尾が呆あきれたように呟つぶやくと、桐生がようやく周りを見る余よ裕ゆうが出来たようで、半分振ふり返かえって言う。

「この映画って？」

「恋愛映画。教師と生徒の」

　どうよ、と。なんとはなしに秋尾が尋たずねれば。

「………まあ、俺も」

　ポスターを眺めながら、少しだけ、真面目な顔をして桐生が言う。

「先生があれだけイケメンだったらぐらっとくるよな……」

「どうしてそっちの視点なんだよ！！！！！！！」

　こいつはもうだめだ、と秋尾が腹の底から思う。

「お前なんて、とっとと捨てられちまえ！」

　半ば本気の勢いで言えば、

「俺が捨てられても、俺は、捨てない」

　きっぱりと桐生が言う。真剣な顔で。

　けれど、秋尾の方がそういう点では一枚上手だった。

「お前はそれでいいだろうよ。お前だけがな！」

　ビシリと指をつきつけて言えば、ぐっと桐生の胸に刺ささった、顔をした。

「考えろよ、先生。朱葉ちゃんに他の男が出来るなら全然それでいい。けど、真面目に付き合うなら責任の取り方ぐらいさ」

　眉まゆを寄せて、秋尾が低い声で囁ささやく。

「そうじゃなきゃ、絶対、つらくなるのは彼女だぜ」

　それが、一番こたえることは、わかっていて。

　しゅん、と肩を落とした桐生に秋尾はため息をつき。まあ別にフォローをするつもりはないけれど、ちょっとだけ態度を軟なん化かして言ってやった。

「…………本当は、今日連れてるのも、俺じゃない方がよかっただろ」

「そ──れ────な───」

　がばっと顔を上げて、指さして桐生が言う。

　わかってはいたが、やっぱり、結構、ムカついた。

　その後しみじみ、嚙みしめるように桐生が言う。

「まあでも……大事な時期だから。俺は、祈るばかりだよ」

　少しでも、つらい気持ちには、ならないようにと。

　なんであれ、どうであれ、高校生活の最後はなにより大切なものだから、と。
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　一方。その頃ころ。

　遠い空で祈られていることもつゆ知らず、朱葉はピンチに陥おちいっていた。

　夏美のトレーディング相手。

　それが知ってる人だったらどうしよう？　なんて。

　あるはずない、と一いつ蹴しゆうしたけれど。

（これは……）

　これは、どうだ？

「……………………こんばんは？」

　そう夏美に挨あい拶さつをする綺き麗れいな人は。見み間ま違ちがえがなければ。

　見忘れるわけもない。……桐生の元カノ、マリカ、その人だった。
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　繁はん華か街がいの映画館、前売り券売り場近く。

　文化祭の買い出しを終えた後で時間も遅おそかった。対面するマリカは仕事あがりなのだろうか。いつもの隙すきのないＯＬの格好をしていたけれど。

「これ……」

　鞄かばんから出てきたのは、まごうことなき映画前売り券についてるグッズだった。今回はクリアファイルだったので、銀色のブラインド袋ぶくろに入っていた。トレーディング前提ということだ。

「わーありがとうございます！　こちらもご確かく認にん下さい～！」

　にこにこと夏なつ美みが取引を持ちかけたファイルを見せている。一番の強カード、と言っていたその柄がらを見た瞬しゆん間かん。

（あ）

　隣となりで眺ながめていた朱あげ葉はは見み逃のがさなかった。

（笑った）

　好きなんだな、と朱葉が思った時だった。

「違ちがうのよ」

　いきなり、これまでの夏美との声のトーンを変えてそう言ったので、夏美も、それから朱葉もちょっと面めん食くらう。

　そしてマリカは朱葉へ向き直ると、心なしか焦あせったような早口で言った。

「これは違うの。勘かん違ちがいしないで。ちょっと違うの。………………久しぶりね？」

「えっ朱葉知り合い!?」

「えーあー……うん……」

　どうするかな、と苦い顔をしてから朱葉が言う。

「夏美、ちょっと先……帰っててくれない？」

「えー！　メニューづくりどうすんの、文化祭まであたしもう時間とれないよー!?」

　それもそうか、と思い直して。

「ええっとじゃあ下のファミレスで席とっておいて！　すぐ行くから！」

　そう言って、まだ納なつ得とくのいかない顔の夏美をその場から離はなれさせる。振ふり返かえる夏美の顔は最後まで、「あとで説明してよね！」と書いてあった。まあ、あとのことは、あとに考えるとして。

「学校の、お友達？」

　夏美の背中が見えなくなって、マリカが言った。

「あたしは別にいてもらってもよかったけど……」

「お好きなんですか？」

　マリカの言葉をさえぎり手に持ったグッズを指さし、朱葉が言う。

「違うのよ」

　マリカは反射的に言ってから言葉を重ねた。

「違うの。これは違うの。魔まが差したの。ちょっと出会っちゃったの。こんなはずじゃなかったの。はまるつもりはなかったの。放送時も別に見るつもりもなかったの。絵は確かに悪くないけど内容はどうせ軟なん派ぱなアニメなんでしょって思ってたわよでも絵は綺き麗れいだったわよね絵は綺麗よねまあそれで特別編？　総集編っていうの？　それだけでも見てみようかなと思ったら、それで」

「落ちたんですね」

　結論としてそう言ったら、

「………………………カズくんに言う？」

　そう、ちょっと気まずそうに顔を背けてマリカが言う。

「え、なんでですか？」

　本当に、ナチュラルに、朱葉は問い返していた。

「先生は引いたりはしないと思いますよ。むしろ、この前売りだって絶対買ってるはずだし。特典はどうせ自力コンプだし。だから……別に、わたしから言ってもいいですし、言うなって言うんでしたら言わないです」

　自分が言うことでもないとは思ったけど、でも、やっぱりここで、マリカと出会ったことは伝えるか伝えないかでいったら、伝える、と思うし。

　ただ、なにをそんなにマリカが気にしているのかわからなくて聞いてしまうのだ。

　隠かくす必要がありますか？　って。

「別に」

　髪かみの先を少し気にしながらマリカが言う。

「別に……」

　少しだけ、唇くちびるの先をとがらせて言う。

「なんか、カズくん喜びそうなのが、癪しやくなのよね……」

　こういうことで喜ばせたくない、というマリカの気持ちを。

「あー……」

　少しだけ、天を見て、朱葉も同意した。

「まあ、まあ……わからなくもないです」

　朱葉はあまり思わないけれど。自分が好きなものを桐生きりゆうが好きなら（いや、元々そうやって出会ってもいるし）ただ盛り上がるけど。

　けれど、マリカはもう、そういうのが、ない、風を装よそおっていて。

　思わぬところでそういう気持ちを再燃させちゃったとしたら。

（ん？　わたしは言わない方がいいのか？）

　これって、元サヤフラグ？

　と、心の中だけで、ちょっとだけ朱葉は困こん惑わくする。だって、ここで二人が盛り上がって、意気投合してという可能性だってなくはないだろうけど。

　桐生がオタク仲間には甘あまいってことを、朱葉は知っているし。

　マリカが今、同じ沼ぬまに帰ってきたら、やっぱり喜ぶんだろうか。……マリカの自意識が、それを許さなくても。

　どうなんだろうな、と考え込んでいたら、マリカは深く息をついて。

「まぁ、いいわ。どっちでも」

　と振ふり切きるように自分を落ち着かせ、それからふっと、朱葉の後ろにある映画の予告映像を見て言った。

「カズくん、どう？」

　曖あい昧まいな質問だと朱葉は思った。気安いし、いや、その気安さはいいんだけど……どう答えていいか迷ってしまう。

「どうって、普ふ通つうです。普通に忙いそがしい先生してますよ」

「付き合ってるの？」

　返す刀にこれだ。朱葉はため息をつく。

「だから、そういうのじゃないです」

　呆あきれながらそう返したら。

「そう、じゃあ」

　にやりと笑って、ひらひらと前売り特典をかざしてマリカが言った。

「わたしがこの映画、カズくんと行ったって、いいわけだ？」

　朱葉はイメージする。

　誘さそわれた時の桐生について。多分、いいよと普通に答えて、普通に見に行って、普通に萌もえて帰るんだろう。

　そこに恋れん愛あい感情があったって。なくたって。

　だから。

「……いいですけど」

　別に、桐生が誰だれと、どんな映画を見に行くことも、制限するつもりは朱葉にはなかった。

　けれど。他でもないマリカが、今、桐生を誘うというなら。

　そしてそれを朱葉に試ためさせるなら。

「でも、ちょっと、やだなって、わたし、先生に言います」

　すごく嫌いやってわけではないけど。

　ちょっとだけ、嫌だ。

「そしたらどうするかは、先生次し第だいなんじゃないですか？」

　宣戦布告にも等しい言葉だった。けれど、自分は受験生で、教え子で、二人の時間なんてそうそうとれないし、出かけるなんてもってのほかだ。

　ちょっとだけ嫌だって言うくらい、権利はあるはずだ。

　朱葉の言葉に、少しだけマリカは面食らった顔をしたけれど、ふふっと、笑えみをもらした。

　そして。

「生意気」

　強く赤く色づく唇を、笑みの形のままに小さくそう呟つぶやいて。

「そっかあ。文化祭か。いいこと聞いちゃった」

　と伸びをしてきびすを返した。「えっ、ちょっと！」聞き捨てならないことを言いませんでしたか!?　と朱葉が呼び止めるけれど。

　振り返るマリカは、投げキスをひとつ。

「がんばってね、高校生！」

　そう言うから、朱葉は拳こぶしをかためて。

「……そちらこそ、社会人先せん輩ぱい」

　そう返すことが精せい一いつ杯ぱいだった。

　まったくオタクは狭せまくて怖こわい。そしてそれから……なんだか波乱の、文化祭となる予感がした。
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　ダンボールの箱を開ける時が、一番ドキドキする。

　包装紙をとりのぞいたら、きちんと成立している本達たちが。

　自分のつくったものだなんて噓うそみたいだ。

「できた────！！！」

　昨日届いたという荷物を開くのは朝まで待って、朱あげ葉はと咲さくは大小はあれどそれぞれ胸を高鳴らせてダンボール箱を開いた。

　そこから出てきた薄うすい本（部誌第一号。なお特とく殊しゆ紙しに箔はく押おし、角丸加工が施ほどこされている）は、咲のはじめてとしては十分な出来で、何度か本をつくってきた朱葉にも納なつ得とくの出来となっていた。

「わー、わー、わ──!!」

　一冊とりあげて咲が天てん井じように掲かかげている。

　桐生きりゆうはといえばそっと山を取り分けて。

「では先生はこのまま指し紋もんのついてないやつを五冊ほど頂いていきます」

「多くない？」

「多くない」

　真顔で持ってきたケースに入れていった。別にいいけども。予算をとってきてくれたのは桐生なわけだし。

「先せん輩ぱい！　先輩！」

　咲がなにやら泣きそうな声で朱葉を呼ぶ。

「なんか！！！！　めっちゃ！！！！　恥はずかしいです！！！！！」

　その切せつ羽ぱ詰つまった真っ赤な顔に、思わず朱葉は吹ふき出だしてしまった。

「そーんな恥ずかしい？」

「だめ！　むり!!　こんなの、誰だれか、知らない人が見るとか、ううん、知ってる人が見るのはもっと恥ずかしくて死んじゃう！！！」

「死なないんだけどなー」

　気持ちはわからなくもないけれど、と言う朱葉の隣となりで、

「違ちがうぞ静しずか島しまくん!!」

　ビシッと指を突つきつけて（人を指さしてはならない）桐生が言った。

「恥ずかしいのは！！！！！！！　君だけだ！！！！！　読者には一いつ切さい！　関係がない！　書き手が恥ずかしかろうが！　俺おれ達たちは！　恥ずかしいものをもっと見たい!!」

　その通り、と頷うなずく朱葉。

「もっと言えば！　好きになった本を！　作者が恥ずかしがっているところはあまり見たくはない！　是ぜ非ひとも作者には自信を持って！　これくらい言って欲ほしい！　はい！　ここでぱぴりお先生!!」

　いきなり水を向けられた。朱葉もノリで自分のページを開き、言う。

「わ～これ描かいた人～めっちゃ趣しゆ味みがあう～!!」

　ノリで言ったので果たしてこれで合っていたのか？　と思わなくもなったけれど、「素す晴ばらしい」「素す敵てきです」「推おせる」「貢みつぎたいです」と二人が感かん涙るいの拍はく手しゆをしているので間ま違ちがいではなかったんだろう。多分。

「まあ冗じよう談だんは置いておいて……無事に仕上がってよかったわ。印刷所の神様に感謝を捧ささげておかないとね。あとは展示物も大体出来上がってるしポスターも貼はって……」

「そのお仕事はお昼休みとかに咲がやります！　センパイは、クラスもお忙いそがしいんでしょう？」

「ほんと？」

　ありがたいけれど、いいのかな、と朱葉は思う。ポスター貼りとか、それなりに目立つ仕事だ。咲は多分、苦手な部類だろうとは思うのだけれど。

「いいんです。これくらい、やらせてください。咲、ずっとセンパイにおんぶに抱だっこでしたし」

　とん、と自分の胸を叩たたいてから、咲がちょっと小さな声でつけ加えた。

「……クラスの、お友達も、手伝ってくれるみたいなんです。漫まん研けん、興味があるって。展示も、見に来てくれるって言ってます」

「ああ……それは」

　よかったね、と心の底から朱葉が言う。

　えへへ、と咲は笑って。

「明日は、九く堂どうも来てくれるって言ってました。パパもママも来られないので、代わりに。タイミングがあったら、挨あい拶さつをさせてくださいね」

「もちろん」

　そんな話をしていたら、今度は桐生から言われた。

「早さ乙おと女めくん、放課後は確か、衣い装しよう合わせだっただろう」

　クラスの占うらない中ちゆう華か喫きつ茶さの話だった。

「ああ、そうでしたね。わたしは店員のシフトには入ってないんで、その辺は任せてるんですよね」

「女子はまあ、いいとして……」

　小さくため息をついて桐生が言う。

「男子の方がもめそうな気はするがね」

　そうなんですか？　と朱葉が不思議そうに聞いた。

　そして放課後。隣の教室も借りて、男子と女子に分かれて衣装合わせが行われた。女子は少し奮発してシックな色のチャイナ服を買って（流石さすがにオーダーメイドではなく既き製せい品ひんだ）身体からだに合わない人などが裁さい縫ほうが得意な女子に簡単に直してもらう。

「結構可か愛わいくない～」

「いいんじゃない？」

「でもこれ髪かみ型がたどうするー？　まとめられる子はまとめてくる？　まとめられない子はなんか髪かみ飾かざりつけた方がいっかなー」

「駅前の三百円ショップにいーのあったよ、買って帰ろ～」

　女子達はかしましく、互たがいのチャイナ姿を褒ほめ合あっている。チャイナ服と言ってもそう華か美びなものではないし、スリットもそう際きわどくはない。けれどみんなで揃そろいの一式を着るのは、不思議と気分が上がる。

「どうー？」

　一度トイレに行って姿すがた見みを見てきた夏なつ美みが教室に戻もどってきて朱葉にＶサインをする。適当にチャイナ服を着て明日のメニュー回りなど最終チェックをしていた朱葉だったが、

「お、かわいーじゃん」

　と夏美に返す。夏美が笑って、それから小声で囁ささやいてきた。

「朱葉もかわいーよ。……ね、きりゅせんと回ったり、する？」

　言われて眉まゆを上げる。

「するわけないじゃん。お互い忙しさＭＡＸだっての」

　デコピンとともに朱葉はそう返す。

「ええ～せっかくいるのに!?」

「そりゃいるでしょ。いなきゃ困るでしょうよ」

　なんか先生もクラス宣伝に駆り出されるって言ってるし……と朱葉が答える中で、廊ろう下かから女子達の爆ばく笑しようの声が聞こえた。

「なんだ……？」

　ぞろぞろとみんなで出て見れば、隣の教室で着き替がえていたはずの男子達が「じゃ──ん」とかなんとか言いながら、ポーズをとっていた。

　女子と揃いのチャイナ服で。

　そう。有あり体ていに言えば、いわゆるひとつの、女装、であった。

　率そつ先せんして前に出てきたのはお祭り男の都つ築づきで。

「委員長～!!　あ、きりゅせんも！」

　廊下の後ろから現れた桐生は軽く女子達も見たが、男子達を見て深々とため息をつき、

「それ、やらなきゃだめか？」

　と実にうんざりした様子で言った。

「いーじゃんこれくらいやんなきゃ盛り上がらないだろ～？」

　なぜか都築はノリノリだ。桐生は真顔で冷たい声で。

「雑。汚きたない。客商売がなってない。少なくとも客前に立つやつは小こ綺ぎ麗れいにしてこい。ウィッグつければ済むって話じゃない。なんなら女子にメイク道具でも借りろ。似合わないやつはズボンをちゃんとはいて男っぽく仕上げるように」

「えー先生俺おれはー？　どっちー？」

　都築が桐生に尋たずねれば、いよいよ桐生はため息をついた。

「お前はそれなりに見られる顔なんだからうまく仕上げろ。占いブースの男子要員はお前だけなんだろ。客層から考えても綺麗にしておけ」

　女子に仕上げてもらえ、得意だろう、と言えば。「はーい」と楽しげな返へん事じをする。いつもあれだけ素す直なおであれば進路指導もさぞかし楽だろう。

　どたどたと男子がまた教室に引っ込んで行く。

　いつの間にか桐生の隣を歩いていた朱葉が、小さい声で聞く。ほんの出来心で。

「でも先生、これ、もし攻せめの女装だったら？」

「似合わない女装もいとおかし」

　それな、と朱葉が頷いた。辺りは祭りを控ひかえ、いっそ祭りよりも賑にぎやかな放課後で。

　二人の会話を聞く者は誰もいなかった。

　なにはともあれ、祭りがはじまる。高校生活最後の、お祭まつり騒さわぎだ。
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　慣れない仕草で朝から髪かみをまとめて朱あげ葉はは家を出た。

　天気は秋晴れとはいかなかったけれど、それでも今日は雨も強くはならなそうだ。

　教室に着いたらとりあえず更こう衣い室しつに割り振られた教室に。ハロウィンが近いこともあって、念入りな仮装をするクラスもあるらしい。

　朱葉のクラスは、既き製せい品ひんだけど揃そろいのチャイナ服で、着き替がえて部室に向かったら「先せん輩ぱい可か愛わいいです！」と咲さくに拍はく手しゆされた。

「どうもありがとね。咲ちゃん今日はよろしく」

「はい！　よろしくお願いいたします！」

「じゃあちょっとクラスの方を済ませてくるからね～」

　いってらっしゃーい、と咲に見送られて、朱葉は教室に向かった。

「ようこそ、華か占せん茶さ房ぼうへ！」

　教室は簡単な飾かざり付つけではあったが、ＢＧＭとお香こうで雰ふん囲い気きづくりに成功していた。

　飾られたメニューやポスターも朱葉がデザインしたものだ。自分でも、働きすぎじゃない？　と思わなくともないけれど。

（少なくとも、悪い働きじゃない）

　そんな風に自分で自分を褒ほめた。同人誌もそうだけれど、そういうのは得意だ。

「おっはよ～委員長」

　現れた都つ築づきは同じチャイナ服に身を包んでいるのに一いつ瞬しゆんぎょっとするほどエキゾチックさを感じた。

　ほどよく焼けた肌はだにエキゾチックなメイクのせいなのだろうか。調子に乗ってフェイスベールまで与あたえたやつは誰だれだ、と心の中で思う。

　またひとりで人気を出しそうだった。

「これ、どうぞ～？」

　小さなカードのようなものを裏返されて、選ぶように指示された。

「なに？　これ」

「ん、フォーチュンクッキーの、クッキーなし」

「??」

　わからぬままに一枚とれば、シール用紙に印刷されていたのは、華占茶房という店の名前に、なぜかハートの８の印。

「これ、胸むな元もとに貼はってよね！」

　そう言って去って行ったので近くの女子に説明を聞けば、どうやら茶房の目玉商品らしい。「恋こい知るフォーチュンクッキー」と銘めい打うたれたメニューを頼たのむと、クッキーと一いつ緒しよにこのフォーチュンナンバーが出されるのだという。文字はトランプの種類だけあり、同じフォーチュンナンバーを胸元につけているのが運命の人……という趣しゆ向こうなんだそうだ。

　いい加減な運命である。けれど。

（運命はつくれる）

　らしいしな、と朱葉も思った。ちなみにサクラとして、クラスの人間は先にナンバーを引かされて、胸元につけて校内を歩く。宣伝も兼かねているのだから、よく出来ていると褒めるべきなのか、どうなのか。

　教室内には喫きつ茶さスペースの他に仕切りがつくられ、占うらないブースもつくられていた。なにはともあれ、占うらない師しの都築が本日の主役だろう、と朱葉は思っていたけれど。

　わっと廊ろう下かで、人の沸わく気配がした。

「お前ら、準備出来てるかー！」

　そのざわめきを背中にしょって、現れたのは担任である桐生きりゆう和かず人と。そのはず、だったのだけれど。

「せ、先生───────────────────！！！？？」
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　教室中から歓かん声せいが上がった。桐生は、いつものクールな生物教師ではなく、かといってオフのオタクルックでもなく……ウィッグまで完全ばっちりの、派手なゴシックチャイナ服で現れたのだった。
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　お前生徒にやらせておいて自分は安全圏けんなんてそりゃないんじゃねえの？

　と桐生に言ったのは、桐生の友人である秋あき尾お、その人だった。

　なんとなくこうなることはわかっていたのだ。わかっていて秋尾に相談したのだけれど。

「まあまあっかな～」

　当日朝から学校へ車で衣い装しようとメイク道具一式を出前して、車内で桐生のセッティングをしてくれた秋尾が鼻歌まじりにそんなことを言った。

　始まる前からちょっと疲つかれている桐生に、

「じゃあ俺おれは、これからキングを迎むかえに行って出直してきま～す」

　と秋尾が言うので、

「ホントに来るのか……」

　桐生がため息まじりに言う。

「だってうちのキングが来たいって言うのでね」

　朱葉ちゃんの最後の文化祭だろ。お前はどうでもいいけど、と秋尾。

　桐生はため息をつき、

「お衣装は控ひかえめにお願いします」

　とせめてものお願いを告げる。

「どうしようかねぇ」

　お祭りだしね、とうきうきした様子の秋尾に。

「……うちの生徒、超ちよう絶ぜつ手の早い男子がいるんだぞ。ちょっかい出されても困るだろ」

　キングがさ、とそう釘くぎを刺さすと、秋尾はにやりと笑って。

「へぇ。そういう悪い芽は率そつ先せんして摘つんでおかなきゃな」

　と大人げのない返事が。（それが困るんだよ）と桐生は心の中で罵ば倒とうしたけれど、上から下までセッティングしてもらった手前、強くは言えない。

　せっかくの文化祭だ。成功して欲ほしいとは思っているのだ。……こんな格好をしてまで。

　職員室に行くと、先生方からはちょっと呆あきれた目で見られたけれど、そこはまあ、祭りということで許して欲しいと桐生は思う。「若い先生は大変ねぇ」なんて、その程度の認にん識しきで終わってくれるなら御おんの字じだ。

　それから教室に行くまでも、行ってからも、生徒には大だい反はん響きようだった。個人的には、今日一番気合いを入れていたであろう、都築の、鳩はとが豆まめ鉄でつ砲ぽうを食らったような顔を見られたので、かなり気が済んだ。

　それから大おお騒さわぎをしている生徒達たちに桐生が言う。

「誰か、ダンボールでいいから手持ちの看板つくって。持って歩けるやつ」

　最さい後こう尾びここです、みたいなやつ、と言いかけてやめた。

　いけないいけない。それは違ちがう祭りである。

「あ、じゃあわたしが……」

　すぐさま近くのダンボールを手に持ちはじめた朱葉を桐生が手を伸のばして止める。

「早さ乙おと女めくんは、いいよ」

　部活の方もあるでしょう、と。

　任せておくと、どんどん仕事をやってしまう子なのだ。結局負担ばかりが増えてしまう。手が早くて優ゆう秀しゆうなのも考えものだ。

「ええとじゃあ……誰かに頼んで来ます。立て掛けておける方がいいですよね。ええと、先生の背せ丈たけがこうだから……」

　ちょっと背を伸ばしてサイズ感を見る朱葉が、何やらしみじみと告げた。

「……先生、綺き麗れいですね」

　特に嬉うれしい言葉ではなかったけれど、桐生はチャイナ服を着て珍めずらしく髪をまとめた朱葉と、その胸元のハートの８を、ちょっとだけ見て。

「まあ秋尾の手配だから。──君もね。似合うよ」

　そう、朱葉にだけ聞こえるように小さく告げて。

「さあ、はじめるぞー！」

　それから朱葉の顔は見ず、振ふり返かえって生徒達に言った。

　祭りが、はじまる。
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　朱葉は結局開店の手伝いをして、軌き道どうに乗りはじめたところを見て部室の方にやってきた。

　看板を掲げた桐生の女装コス（としか言いようがない。聞けばやっぱり秋尾の衣装だという）は破は壊かい力りよく抜ばつ群ぐんで、面おも白しろがった生徒が客として入りはじめていた。都築の占いやフォーチュンクッキーの仕様も、口コミで徐じよ々じよに広まっていくだろう。それに比べたら部室の展示は静かなもので、けれど咲の友人だという後こう輩はいが何人か来てくれていた。

「こんにちは。部誌もらってくれた？」

　はい、と楽しげに返事をする。

　静しずか島しまさんが言ってました、ポスターとかも、先せん輩ぱいがみんな描かいてくれたって。すごいですね！　と手放しで褒められるのは、嬉しいけれどくすぐったい。

「漫まん研けんに興味があったら、兼けん部ぶも歓かん迎げいだよ」

　強くはないけれど朱葉の勧かん誘ゆうの台詞せりふに、後輩達は顔を見合わせる。それから、おずおずと朱葉に聞いた。

　絵が下手で。「関係ないよ」動画とかばかり好きで。「それはそれでいいじゃん！」

　そんな話をしていたけれど。

「仲良い先輩が言ってたんですけど……顧こ問もんの先生が格好いいって本当ですか？」

「えっ」

　かっこう……かっこう……かっこう……。

　朱葉がかたまっていると、いきなり展示会場である部室に派手な女が現れた。派手な、女、と思ったけれど、それは印象だけで、その実は……。

「早乙女くん！！！」

　ずかずかと踏ふみ込こんできたゴシックチャイナ桐生はがしっと朱葉の肩かたを摑つかんで言った。

「マリカが来てる」

　あ、そういえば、言おう言おうと思ったのに、忙いそがしさにかまけて……と朱葉が考えているうちに。

「気をつけて」

　それだけ言い残して、クラスの看板を肩にかけたまま桐生は出て行ってしまった。

　隣となりにいた後輩達もぽかんとしている。ええっと、なんと説明したらいいかな……格好悪くはなかったと思うけど……と朱葉が言葉を探していると。

「へーここ？」

「ここみたいですねー」

　よく通る声で部室に入ってきたのはマリカその人と、朱葉のご近所である、梨なし本もと縁ゆかりだった。そうか、二人は大学の先輩後輩の関係だったか、と朱葉が思い出す。この学校の文化祭の日程を聞くのも、縁に聞けば確実だろう。そして、聞けば一緒に行こうかという話になってもおかしくない。

　縁の弟である梨本太た一いちは、バスケットボール部で模も擬ぎ店てんを出しているはずだったし。

「あ、朱葉～!!　チャイナ服かわいー！」

　先に朱葉に気づいてそう言ったのは縁だった。マリカは朱葉に挨あい拶さつも早々に、

「カズくんは？」

　と切きり込こんできた。今さっき出て行ったでかい女がそうですけど、と思ったけれど言わなかった。

「さぁ……教室の方かもしれませんけど……」

「教室？　朱葉、クラスでもなにかやってるの？」

「わたしはこの服装だけですけど、一応、中華茶房を……」

　へえ、そうなんだ、と縁は言って。

「行ってみます？」

「ええ、行ってみましょ」

　そう言った二人だったけれど、ふと、朱葉の前に置かれた部誌に目を留とめて、「あ、もらっていっていい？」と縁が騒さわぐ。

　もちろん、だめとは言えない。さりげなくマリカも手にとっていった。今日も過不足なく、隙すきのないマリカの姿には、その手作りの部誌はちょっと不似合いだったけれど。

　またね～と楽しそうに二人、廊下を歩いて行った。ほっと朱葉は胸をなでおろす。

　まあ、桐生は、見つかるかもしれないけれど、自分のことは自分でしてもらおう。大人だし。

「ごめんね、騒そう々ぞうしくて」

　ぽかんと口を開けて眺ながめていた後輩達に言ったら、彼かの女じよ達たちも顔を合わせて。

「わたし達も、先輩のクラス行ってみます！！！」

　そう言って出て行った。

　破壊力抜群だな……と、ちょっと呆れた様子で朱葉は笑った。
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　教室の方はずいぶん騒がしかったけれど、朱葉が午後から常じよう駐ちゆうしていた漫研の展示は、閑かん散さんとまではいかないけれどのんびりとしたものだった。

　他の部活も入っているのだけれど、という下級生に兼部の相談に乗ったりしながら朱葉がスケブを描いていると（手が空いているとやってしまう。ただの癖くせだ）、ぎょっと目を引くような客が現れた。

「キング!?」

　と、一緒にいるのは秋尾だろう。大おお仰ぎような着ぐるみを着ていて顔はわからないが。顔以外も全然わからないが。思わず呆ぼう然ぜんと言う。

「な、なんですかその格好は」

「お祭り？」

　小首を傾かしげてこちらはセーラー服姿のキングが言うと、朱葉の顔をじっと見つめる。

「な、なんですか……」

　ちょっと嫌いやな予感がした。こういう時は、大体が。

「メイクが甘あまい」

　ぱちん、とキングが指を鳴らす。（ほらやっぱり！！！！）と朱葉は思った。

「いいんです！　これコスプレじゃないですし！　そんな気合いはいりません！」

「ちょっとだけ、ちょっとだけ」

　展示の奥おくに連つれ込こまれ、座すわらされる。こうなるとキングは早い。

　肌を塗り直し目元を整えグロスを引いて、髪もあっという間にまとめ直して花までつけられた。どこから出てきた花なのだろう。それこそ魔ま法ほう使つかいか。

「変じゃないですか!?」

　変じゃない変じゃない、可愛い可愛いとまるめ込まれ、二人は満足したようで。

「じゃ、俺おれ達たちはこれから少し撮とってから帰るので」

　最後に秋尾が言い残す。

「桐生の始末をよろしくね」

　ばいば～い、と嵐あらしのように去って行った。

（先生の始末とは!?）

　よくわからなかったけれど、楽しそうだったしよかった。あと、今の美少女すごいですねと下級生からめっちゃ聞かれた。うちの部はコスプレ部ではなかったはずだけれど、楽しいのなら、それもありかもしれない。

　部誌はすべてはけることはなかったけれど、残ったのは二十部ほど。来年の新入生歓迎会にも使えるだろうし、なにより達成感は特別だった。

（そう、来年も）

　続いていけばいいなと朱葉は思う。

　九堂と校内をまわっていた咲も終わり際に顔を出して行った。いつもより深々と頭を下げる九堂と連れだって、早めに帰って行く。

　今日は両親と食事をして、部誌も見せるのだと言っていた。

　部室の片付けは後日にして、鍵かぎだけをかけて教室に行く。

　朱葉が教室に行くと、よほど盛せい況きようだったのだろう。メニューにも売り切れが出ていたし、店番をしていたクラスメイト達はくたくたのようだった。

「委員長[image: ][image: ]」

　さすがに疲れたと見えて装よそおいにぼろの出始めている都築が、朱葉の肩に摑まってくる。そして背後から覗のぞき込こむようにして言った。

「めっちゃ可愛いね」

「メイクが？」

「わかってるでしょお？」

「はいはい都築委員長も今日はよくがんばりましたね」

「いやいや打ち上げが本番一番。それから今日ゲットした女の子の連れん絡らくが二番で仕上げ」

「サイテー」

　という会話を交かわしながら追おい払はらっていると、もうひとりの本日功労賞であるところの桐生がぐったりしながらドアのところに現れた。

　ぐったりしているが、こちらは服装にもメイクにも崩くずれがない。多分仕上げた人間の腕うでの差だ。

「早乙女くんちょっと」

　クラスメイト達はもう桐生の姿に慣れてしまったのか、自じ分ぶん達たちの仕事で忙しいようだ。呼ばれて行けば、少しおさえた声で。

「メイク落とし預かってるだろう？」

　と尋たずねられる。誰から、とは言わなかったけれど、確かに朱葉はキングと秋尾から、「これでメイクを落として」とひとセットを預かり受けていた。

「手伝って」

　まだ騒々しい教室や廊下を抜ぬけるように二人歩いて行く。どこに行くのかと思えば、あまり人通りのない通路の先に懐なつかしい部屋が。

「とりあえず入って」

　生物準備室、の文字を見ながら、桐生が部屋に入る。「失礼します」とちょっとだけ、緊きん張ちようした。

　どうしようかな、と思ったけれど。

「鍵、閉めて」

　と言われたので、後ろ手に鍵をおろす。雑多な生物準備室は、相変わらず薬品くさくて、それなのにどこか懐かしかった。

　カーテンをも閉めると、桐生はまずウィッグをはずして、ちょいちょいと朱葉を指でまねいて背中を見せる。

　どうやらホックを外せ、という意味らしかった。

「わけわからんのだこの服。着にくいし脱ぬぎにくい。これから閉会式に出るのに流石さすがにこの格好のままじゃまずい」

　なるほど、と思いながら、朱葉が背面のホックとファスナーを外す。

「女子の方がわかるかと思って」

「わたしだって、そんなに詳くわしくないですよ」

　朱葉がちょっと呆れながら言えば。

「まあ、口実」

　と呟つぶやいた、それに突っ込む間もなく、日焼けの少ない背中が現れてぎょっとした。

「下も脱ぐのなら、どうぞ！」

　本ほん棚だなの後ろに隠かくれるようにして朱葉が言う。衣きぬ擦ずれの音がなんとなく落ち着かなくて、早口で朱葉が尋ねた。

「すごいですよねその服！　洗って返すんですか？　どうやって洗せん濯たくするんですか？」

「さあ……」

　クリーニングかな、けど変な疑いをかけられそう、と疲れた口調で言う桐生に。

「うちで洗ってきましょうか。お母さんならなんとかしてくれると思うし」

　朱葉が普ふ通つうに、お人ひと好よしな厚意で言った。文化祭で使った服だと言えば、親も怪あやしむことはあるまい。

「ああ、じゃあ、悪い」

　助かる、とため息まじりの言葉。

「っと、じゃあ、あとは化け粧しようか……」

　ちらりと振り返ったら、白衣なしの普ふ段だんの姿に戻もどっていたので朱葉はほっと息をつく。まだ、顔はすごかったけれど。

「最初にこの拭ふき取とりのメイク落としで落とすみたいですよ」

「ここにある水道じゃだめなのか？」

「だめですー、あ──そんな、ティッシュで拭くみたいにしちゃだめですって！」

「わからない」

　どさ、と椅い子すに座り直すと、投げ出すみたいに言った。

「やって」

　子供みたいな言い方だった。疲れてるのは、わかったけれど。

「もー……」

　朱葉はなんだか居い心ごこ地ちの悪いような、おさまりのつかないような、あとちょっと頭に血が上るような、なんとも言いがたい気持ちで、桐生の顔からメイクを拭き取っていく。

　気持ちがいいのか、どこかまどろむみたいな顔をしながら薄うすく目を開けて桐生が言う。

「早乙女くん、可愛いね」

「はいはい、キングのメイクが？」

「ううん」

　君が、と桐生が言うので。

　その目にそのままメイク落としをぶちまけてやろうか、と朱葉は思ったけれど、額を強めに叩たたくだけで誤ご魔ま化かした。

「はあ」

　それから洗顔をして、言われるままに雑に化粧水をつけながら、桐生が思わずといったように言う。

「疲れた」

「……疲れましたねぇ」

　朱葉も答える。

「おつかれさま」

「おつかれさまです」

　二人、並べた椅子に座って、どちらからともなく頭を預け、つかの間の休きゆう憩けいを取る。

　密室で、久々に、二人きりで、とお膳ぜん立だては整っていたけれど。

　なんだかこうしているのが一番幸福だなと思った。

　そして、朱葉はなにとはなしに尋ねる。

「楽しかったですか？」

　桐生は、これから、何度でもある文化祭だけれど。

　朱葉は、これが、最後の文化祭だ。

　少なくとも、教師である桐生と過ごすのは。夏なつ美みの話とか、それこそマリカの話とか。色々したいところでもあったけれど。

　出た言葉は、そんなもので。

　桐生もぼんやりと答える。

「どうだかねぇ……まあ、でも」

　桐生が羽は織おったジャケットの内側、ちょうど胸元のあたりを見せる。

　なんだ？　と朱葉が思えば、そこには見覚えのあるシールが。

　……朱葉の胸元にあるものと同じ、ハートの８の文字。

「校内回った甲か斐いはあったかな」

　と桐生が言うので。「ちょっと！　誰かの盗とったりしたんじゃないですか!?」と朱葉が言う。

「さてねぇ。運命も交こう渉しよう次し第だい、ってね」

　久しぶりに、狡ずるい大人の、狡い顔で、桐生が笑う。

　そんなこんなで、騒々しいままに、文化祭は終わりに向かう。

　用意から、当日まで、なんだかあまりにバタバタした文化祭だったけれど。

　自分だって、楽しくなかったわけじゃないと、朱葉は思った。
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　この秋一番の……というよりも、すでにもう冬だけれど。

　一番の寒波が日本列島を覆おおった週明けの月曜日。

　眠ねむいまなこをこすりながら、億おつ劫くうな気持ちでＳＮＳを開いたら、風船が飛んでいて目が覚めた。

　おめでとうございます、といくつも飛んでくるメッセージにいいねをつけながら、家を出る。

　今年の冬はなんだか早いけれど。

　十八年前は今日が紅葉の盛さかりだったらしい。

　その葉の色を見て、両親は、朱あげ葉はの名前を決めたらしい。

　風は冷たくて、気持ちは晴れやかとは言えないけれど。

　十一月二十日、早さ乙おと女め朱葉は十八歳さいになった。

「朱葉～！　お誕生日おめでと！」

　これオススメのボディクリームね、それからこれは新発売のチョコレート！　そしてこれはあたしが複数買いしたＤＶＤで～す！　と夏なつ美みが陽気に朱葉の誕生日を祝ってくれる。

「はいはいありがと」

　ちょっと呆あきれながらも、朱葉は心から礼を言う。

　誕生日を覚えていてくれたことが嬉うれしいし、こうして可か愛わいいラッピングをして用意をしてくれたことがまた嬉しい。

「なあに？　委員長誕生日？　飴あめちゃんあげる～」

　通りがかった都つ築づきがそんなことを言って、自分の舐なめていた棒付き飴を差し出してくる。

「食べかけはノーセンキュー」

　突つき返かえしたら、「俺おれの熱いキッスの方がよかった？」と言いながら、律りち儀ぎにまだ封ふうを切っていない棒付き飴を置いていった。

「大だい丈じよう夫ぶ？　それ危ないクスリとか入ってない？」

　そんなことを言う夏美は漫まん画がの読み過ぎだと朱葉は思う。

　それから夏美はちょっと身を乗り出して、他のクラスメイトに聞こえないよう、小声で囁ささやいた。

「ね、なにもらうの？」

　なにって？　と朱葉が聞き返せば。

「とぼけないでよー！」

　とばしばし叩たたかれる。痛い。

「ふだせんだよ！」

　ともう一度、耳元で。

「さぁ……」

　と朱葉はちょっと身を引きながら答える。

「知らないよ…………誕生日知ってるかどうかもわかんないし……」

「知らないと思う？」

　真顔で夏美が尋たずねる。

「推おしの誕生日」

「絶対知ってる」

　すみませんでした、と朱葉が言う。

「去年は？　去年はなにもらったの？」

「いや、去年は……確か、会って間もなかったから……」

　オフの方で。別に、桐生きりゆうからはなにも、祝われたりはしなかった。

　ただ、いいねもおめでとうリプライも、してこなかったかといえば……確かめようがない。いや、絶対している、と確信まで出来てしまう。でも。

「なにも用意してないんじゃない？」

　オタク活動中は、ともかくとして、今は先生と生徒なのでプレゼントをもらったらおかしい、と朱葉は思っている。

「ええ～！　つまんない～！　せっかくの十八歳の誕生日なんだよ！　法律的にも結けつ婚こん出来るし～！」

「結婚だけなら十六でも出来るでしょ」

「そうだっけ！　じゃああれだ!!」

　びし、と夏美が指をつきつけ宣言する。

「祝！　Ｒ解禁!!」

「あ、それ改めて検討してみたんだけど、やっぱり高校生の間はＮＧじゃない？」

「え!?　噓うそ!!　あたしすみやかに解禁したよ！！！！！」

「はいストップ。それ以上は言うな。……いや、今ね、解禁してもね」

　勉強手につかなくなっちゃうでしょう？　と朱葉が言えば。

「だよね……夢中になっちゃうもんね……」

　と夏美も神しん妙みように頷うなずいた。

　もちろん推しジャンルの推しカップリングの話である。

「えーじゃあＲ系のものじゃないとしたら～なにかな～。あたしは次のスペシャルライブのチケットがいい!!」

「誰のプレゼントだ？」

　始業のチャイムが鳴って、今日もかっちり擬ぎ態たいを固めた桐生が教室に入ってくる。その涼すずしげな横顔を見ながら、朱葉は思う。

（まあ、卒業を、したら）

　案外、普ふ通つうに疎そ遠えんになってしまったりもするんじゃないかなって、あれだけ話し合ってもそんなことを思ってしまうのは。

　今だけ、の取引だからだ。

　卒業までの間だけ。お互たがいに、別の、恋人とかつくらないで一いつ緒しよにいようって。

　卒業、までの……。

　少しだけセンチメンタルな気持ちになって、顔を背そむけてしまう。

　背けた顔を、桐生の視線が不自然でないように、なぜて。

「──それじゃあ、先日の模試の結果を渡わたすついでに、今日は個人面談をするから」

　いきなり落ちた爆ばく弾だんに、教室中が落らく胆たんのため息をつく。聞いてないよとブーイング。

（個人、面談……）

　もちろんその中で、夏美だけが、いやにわくわくと朱葉の方を見ていた。
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　昼休みになって、面談の番が回ってきた。夏美から謎なぞの応おう援えんを受けながら、少し緊きん張ちようもしつつ、進路指導室に入って行く。

「失礼します……」

　そういえば、文化祭からこっち、朝の活動もしていないし、模試や補習続きで全然ゆっくり話していなかったっけ……と思いながら入って行ったら。

「ああ、早乙女くん。誕生日おめでとう」

　座すわったまま顔を上げた桐生が何の前まえ振ふりもなくそう言った。

「あ、ありがとうございます」

　ちょっとその発想はなかったな、と思いながら、机の向かいに座る。

「で、これが誕生日プレゼントになります」

「わぁ……」

　開いた紙を覗のぞき込こみ、朱葉が声を上げた。それからちょっとだけかたまって。

「わ、わぁ…………」

「目を背けない」

「わぁ[image: ][image: ]……」

「現実を！　直視する!!」

「え、これやばくないです？」

「やばいでーす」

　ですよね、と朱葉が言ったのは、他でもない、誕生日プレゼントとして広げられた……先日の模試の結果だった。

「ご、合格圏けん内ないから、出ちゃってる……」

　これまでの模試では、点数の上下はありながらも、かろうじて志望校の合格ラインにのっていたはずなのに、今回はそのラインを下回ってしまっていた。

　これはやばい。

　誕生日なんて言ってる場合じゃない。

「え、え─────泣きそうなんですけど！　ちょっと！　どうしよう!?　ってか自己採点こんなに低くなかったはずなんですけど！！！！！！！！」

「泣かない泣かない。俺も気になって見てみたんだけど、英語のリスニング、全然違ちがってるんだけど、これマークシートずれかなんかじゃないか？」

　言われて慌あわてて詳しよう細さいを確かく認にんしたら、確かに、自分が答えたと思っていた箇か所しよが、ことごとく間ま違ちがっている。……単純な、ケアレスミスだった。

「そういえば……この時めっちゃお腹なかいたくて……全然集中出来なくて……」

「またか。だから生活習慣を改めなさいと何度言ったら……」

「痛み止め飲み忘れちゃったんです！　あーでもめっちゃショック──！！！！」

　進路指導室の机に突つっ伏ぷしながら朱葉が嘆なげく。

　その落ち込みように、桐生がため息をつきながら言う。

「ここで下へ手た打っておいて、本番じゃなくてよかったって思うところだろう」

「でも本番でもやるかもって思っちゃうよ～！！！　怖こわすぎる～！！！！！！」

「びびってるとまたやるぞ～」

「先生面おも白しろがってるんじゃないですか!?」

　あまりのショックに、八つ当たりみたいに言ってしまった。

「どうせ先生、わたしが落ちればいいとか思ってるんじゃないの!?　浪ろう人にん生せいになれば、オタク活動する時間あるからって！！！」

「早乙女くん、君ね……」

　呆れたように桐生が言う。

「んなはずないでしょう。そりゃ、受験の逃とう避ひから創作ははかどるかもしれんが、常に後ろめたさのつきまとう中、遊びに誘さそったり出来ないですよ、俺も」

　その言葉に、朱葉はうなだれたままで。

「…………………誘って、くれますか」

　ぼそぼそと、小さな声で言う。

「大学生になっても。遊んでもらえますかね、わたし」

　さすがにショックだった。自分の自己管理の甘あまさにも、この結果にも。それなのに、誕生日だといって浮うかれていた事実が、一番恥はずかしかった。

　八つ当たりだってしたかったわけじゃない。まっとうに頑がん張ばって、まっとうに楽しみたい。いつだって。

　でも、なんだか心がぐちゃぐちゃになってしまって、思わずそんなことを聞いてしまった。

　桐生はその言葉に、いよいよ呆れた風にため息をついて。

「早乙女くんが誘われてくれればね」

　そんな、人任せにするみたいな冷たいことを言うので、いよいよ朱葉がどうにもさみしくなって顔を上げられなくなった、その時だった。

「はい」

　ぱすん、と頭を軽く、なにかで叩かれる。

　思わず顔を上げたら、包装紙だけのシンプルな包みがあった。

「どうぞ」

「……なんですか、これ」

「プレゼント。誕生日の」

　開けて。と真顔で言うので、朱葉はおずおずと包装紙を開いていく。

　薄うすい本にしては、ちょっと小さいし。

　革かわのような、キャメルの色合いの材質が見える。財さい布ふだろうかと思ったけれど、購こう入にゆうしてから一度封を開いてあるそれの中身を開けて、朱葉がぽつりと言った。

「スケジュール帳……」

「うん。来年の。……春からのもあったけど、とりあえず年明けからのやつ」

　しっとりとした表紙が手になじんだ、白紙のスケジュール帳だった。サイズは財布くらいで長細い。

　どうやら中のリフィルを入れ換えられるようで、最後のページには差し込み式のポケットがつけられていた。

　そして、その中に。

「これは……？」

　白や、緑や、青やピンクの、いくつものチケット。前売り券。参加券。いずれも日付は、来年のもの、受験が終わったあとのものだけれど。

「早乙女くんさえ、よければ」

　頰ほお杖づえをついたままで桐生が言う。

「全部、俺が一緒に連れて行きたい現場」

　受験が終わって。卒業をして。大学生になったら。

「で、でも、こんなに行けるかわかりませんよ。予定が入るかもしれないし……」

　イベントとかもあるかもしれない。

「もちろん日付の変へん更こうもリスケも受け付ける。そうじゃなかったら誘えないし」

　しみじみと桐生が言う。

「オタクの予定は半年先まで決まり続けるからな」

「それな……」

　朱葉はそれほどたくさん現場に行くわけではないが、現場を見ているオタ友達を見ているとわかる。

　狐きつねにつままれたような気持ちでチケットを見ていた朱葉だったけれど、その一枚を見てハッとする。

「せ、先生、でもこれ、地方のも、ありますよ……？」

　うん、と桐生がなんでもないことのように頷いて言う。

「行こうね。遠えん征せいも」

　エスコートするよ、どこだって。

　そう改めて言われて、朱葉がなんと答えていいかわからなくなり、ただ、耳と首元が赤く染まるのがわかった。

　桐生は改めて真面目な口調になると、淡たん々たんと言う。

「ちなみに合格しなかったらナシだから。全部返してもらうから、そのつもりで」

「ううう……」

「合格まではその予定を書き込むこと」

　そしてふっと笑うと言った。

「ちゃんと合格して、卒業したら解禁な」

　十八歳、おめでとう。と囁く。

　朱葉はなんだか急に照れてしまって、模試の結果でプレゼントを隠かくすように片付けて、部屋を出て行こうとして。

「……先生、いっこだけ聞いていいですか？」

　新しいスケジュール帳。

　その、一番最初の予定として。

　桐生の誕生日を、書き込むことにした。

[image: ]







[image: ]




　色づいた木々がすっかり寒々しくなる頃ころ、朱あげ葉はもすっかり受験生としての生活が板についてきた。一度は崩くずした模試の調子も次からはとり戻し、けれどその生活の中で滅めつ多たに引かない風か邪ぜを引いてしまったのは失態だった。

（オタクやってた時はほとんどイベントも休んだことないのにね……）

　授業はすっかり受験対策の補習が主で、一日や二日の遅おくれはどうってことがない。幸いインフルエンザでもなかったから、週明けの一日を休んだだけで朱葉は学校に出てきた。

　ポケットにのど飴あめを入れて、今日からまた頑がん張ばろうって。

　その気持ちをすっかり滅め入いらせてくれたのは、朱葉よりもずいぶん遅おそくに教室に登校した夏なつ美みだった。

「朱葉────！！！！　あげはあげはあげは、元気!?」

「うーん……いまいち……いや、昨日も体調悪いから休むかもって連れん絡らくしたよね？」

「そういうことじゃなくて──!!」

「？？？？」

　朱葉を教室の後ろの方に引っ張り、隅すみっこで内ない緒しよ話ばなしするていで夏美が言った。

「も───!!　連絡しようかどうしようかめっちゃ迷ったんだけど!!　朱葉、本当に寝ね込こんでたら可か哀わい想そうだと思って！」

「いや、本当もなにも、寝込んでたけど……？」

　可哀想とは？　と首を傾かしげる朱葉に、ぐいっと顔を近づけて夏美は言った。

「なんにも知らないの!?」

「なんにもって……なに……？」

「見ちゃったの───!!　あたし、昨日の夜、街で見ちゃったの！！！」

　アニメショップの帰り道に。

「きりゅせんが！　女の人とご飯食べてるとこ！！！」

　んん？　と朱葉は思う。

　マスクの下で、ちょっと変な顔になったけれど、自分でも、どういう顔をするのが正しいのかわからなかった。

「えーと」

「しかも、しかもしかもしかもね!!」

　相手、あたしの会ったことある人だったの！！！

　あー、と朱葉は思う。

　なんとなく、話が見えてきたぞっと。

「……あのー、前、前売り特典の、取引を、した……」

「やっぱり朱葉、知ってるの!?」

　あの人、きりゅせんとどんな関係!?　と夏美が詰つめ寄よる。

（どんな、関係ねぇ……）

　そりゃ、ばっちり、元恋こい人びと関係なんじゃないですかね、と思う。今まで夏美に説明してこなかったのは、それは桐生きりゆうのプライベートのことだからだ。

「まあ、知り合い、なんじゃない……？」

「うっそだ!!　知り合いが、この時期に、クリスマス前に！　めっちゃデートっぽい店でご飯食べる!?　しかも絶対絶対、お酒も飲んでたよ！！！　女の人、めちゃくちゃ気合い入ってたし!!」

　まあ、やりかねないだろうな、と朱葉は思った。

　相手はあの……マリカだ。

　しかも受験に追われて忘れかけていたけれど、今はそういえばクリスマスの前か。

　なんとなく……彼かの女じよが勝負をかけるなら、今しかないような気もした。

　マスクの中で、深い深いため息をつく。そして始業のチャイムが鳴り終わる前に。

「わたし、やっぱ、保健室、行ってくるわ」

　まだなにか言いたげな夏美にゴメン、のジェスチャーをして。

「今、ちょっと先生の顔見たくないんだよね」と教室をあとにした。

　肌はだ寒ざむい廊ろう下かを歩きながら。

（あー、珍めずらしいな……）

　わたし、多分、めっちゃ怒おこってるなぁと朱葉は冷静に分ぶん析せきをした。

　体調のせいもあったのだと思う。それから色んな不安もあったのだろう。保健室に乗り込んだ朱葉は、病やみ上あがりに受験生という立場をフルに使い、しばらく保健室で休ませてもらうことにした。受験生の大切な時期ということもあり、養護教員はとても親身になってくれたし、しんどいなら家に帰ってもいいとも言ってくれた。

　帰ってやるのもありだなあと思ったけれど、とりあえず保健室のベッドに寝ね転ころがりながら、スマホゲームでもやることにした。むしゃくしゃしていたから。

（だいたい、先生は脇わきが甘あますぎなんじゃない!?）

　取引もしたし、約束もした。

　モトカノに会うなとは言わないけれど、二人でお酒を飲むことがどういうことなのか、本当にわかってるのか。

　怒いかりのタップを続けていたら、保健室のドアが開く音がした。

「せんせーえ、寝ねかせてぇ」

　そんな聞き慣れた声がして、手が止まる。「寝ている子がいるから静かにして」という養護教員の声に、

「えー？　あれ、この靴くつって……」

　ためらいもなく、カーテンをめくって覗のぞく顔。

「やっぱり、委員長じゃーん」

　現れたのは朱葉と同じクラス委員である都つ築づきだった。

「サボり？」

　にこにこと聞いてくる都築にマスクを下げながら、「……風邪」と小声で答える。

「そういや昨日も休んでたじゃん。だいじょーぶ？」

　そのままずかずかと入ってこようとするけれど、養護教員に閉め出された。「待って待って！　わかったから追い出さないで！　寝かせてー！」と泣きつく声がして、静かになったと思ったら。

∨ねーえ、委員長～。

　そんなＬＩＮＥがぽんと隣となりから入った。

　返事をしたのは気まぐれだ。

∨なに？

　二枚のカーテンの向こうから、言葉が文字でとんでくる。

∨からだ大だい丈じよう夫ぶ？

∨うん。都築くんはサボり？

∨俺おれは遅ち刻こく～。次の時間くらいから出ようかと思ってたんだけど～

　なんとなく笑っている気配が、カーテンとスマホ越ごしにうかがえた。

∨せっかくだから、朱葉ちゃん、このままサボらない？

∨は？

∨だからさ～。

　デート、いこ。

　都築の、いつものノリだと思った。本当に呆あきれてしまうくらいいつものことだ。初めて会った時から都築はずっとこうだったし、受け入れたことはなかった。

　多分本気ではないのだろう。朱葉はそれを毎回丁てい寧ねいに断ってきたつもりだ。

∨デートは行かない。

　でも、この日は。

　なんだかとても腹が立っていたので。

　魔まが差した、のかもしれない。

∨でも、サボり、なら、付き合ってもいいよ

「やった──！」

　と隣から声がして、「うるさいよ!!」と養護教員の叱しつ咤たがとんだ。
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　どこに行くの？　と朱あげ葉はが聞いたら。

　とりあえずパンダ！　と都つ築づきは答えた。

　怪あやしまれないようにそれぞれ学校を出て駅で待ち合わせ、ペットボトルのお茶を飲みながら、パンダが生まれたばかりだという動物園には行ってみたけれど、当然パンダはまだ見ることは出来なかった。

　見られなかったパンダのかわりではないけれど、街はパンダグッズであふれかえっていて、テーマパークみたいだった。街を見るだけでも楽しかった。

　インスタにでも上げるのだろうか、都築はパシャパシャと写真を撮りまくっている。

　都築と違ちがって、朱葉は学校をサボるようなことははじめてだった。一応、養護教員を通じて、「病院に寄って帰る」ということにしてある。罪悪感は、なくはない。でも、少しだけ、優等生でいることに飽あき飽あきしていたのかもしれない。

　それからゲームセンターに二人で行って、朱葉は結構自じ慢まんのＵＦＯキャッチャーテクを披ひ露ろうした。

　それから二人でいやに古ぼけたカラオケルームに入った。

　煙草たばこのにおいがしみついて、薄うす暗ぐらい。フリータイムもなくて時間制だった。

「穴場なんだよ」

　と都築は言った。

「値段が？」

「んーん。補導とかの見回りがねーの」

　呆あきれた、と朱葉はため息をついた。

　相変わらず都築は歌がうまかった。朱葉もちょっとだけ調子に乗ってアイドル曲を歌ったら、都築にはうけたけれど喉のどを痛めてしまった。慌あわてて都築がホットのゆず茶を頼たのんでくれた。

　そういうところも普ふ通つうの、高校生の、デートみたいだった。

　お茶を飲みながら休きゆう憩けいついでに朱葉が言う。

「いつもこんな風にサボってるの？」

「んー。最近そうでもないよ。知ってるっしょ」

　遅ち刻こくや一時の不在はよくあるが、確かに都築はサボりが多いわけではない。

「俺、三年になってから、わりと真面目に行ってるもん」

「二年の時はそうじゃなかったんだ？」

「うふ。若気の至り」

　と、なめた返事。

「委員長こそ」

　あっけらかんと都築が聞く。

「俺の誘さそいに乗ってくれるなんて珍めずらしい。ねぇ、元気でた？」

　都築のその言葉に、朱葉は飲み干してもまだ温かなコップで指先を温めながら、マスクを付け直して言う。

「…………別に、元気なくしてた、わけじゃないけど」

「うん」

　真面目に都築は頷うなずいた。

　ここまで、都築はただ、朱葉を楽しませてくれた。気を遣つかってもらっていたんだろうと、朱葉にもわかった。

　だから、指先の温まるままに、ぽつりぽつりと言った。

「身体からだも調子が悪いし」

「うん」

「受験も不安だし」

「うん」

「……………男の人って、よくわからないし」

「おお」

　ばきゅん、とするみたいに、指先を朱葉の鼻に押しつけて、器用に片目をつむって都築が言った。

「俺と、オトコの話してくれる気になったんだ」

　嬉うれしいね、と笑った。

「嬉しい？」

「うん。俺ずっと、朱葉ちゃんとそういう話、したかったもん」

　そういえば都築は、ずっとそんな風だった。

　朱葉だけに対してでもないだろうけれど、いつも恋こいの話をしたがった。かといって、朱葉に思いを寄せるという風でもなく、相変わらず浮うき名なを流しては女の子関係でたくさんもめ事を起こしているようだった。

「でも、ちょっと残念かな」

「なにが？」

　ふふ、と笑いながら都築が言う。

「朱葉ちゃんの方からそういう話、俺にしてくれるってことはさ、もう俺にほだされちゃくれないんだろうなって」

「どういうこと？」

　うーん、つまりね、と隣となりから朱葉を覗のぞき込こむようにして言う。

「俺にそういう話をするってことは、俺が安全圏けんに入ったってこと」

　安全圏、という言葉を都築は使った。

　朱葉にはよく、わからなかった。どこも安全のような気がしたし、かと思えばどこも安全ではないような気もした。

　なにもわからない。

　普通の恋れん愛あいなんかじゃなかったから。

「ま、安全圏だって打破しちゃうの、得意なんだけどね」

　そして都築は自分の膝ひざに頰ほお杖づえをついて再度言った。

「朱葉ちゃん、今日、楽しかった？」

「楽しかったよ」

　素す直なおに朱葉は言った。これまで少し落おち込こんでいたし、なんなら少し自や棄けになっていた。けれど気分がだいぶ晴れた。

　都築がこれまでと同じ、軽い調子で言った。

「俺じゃだめ？」

「うん」

　朱葉も、自然な調子で頷いた。「だめかー」と都築は言った。笑ってはいなかったけれど、悲しんでいる様子でもなかった。

　朱葉はゆっくりと、伝わるように言った。

「わたしじゃなくてもいいんでしょう、都築くん」

「うん」

　朱葉みたいに素直に都築は頷いた。お互たがい素直でいられることは楽なことだと思った。

　隠かくさなくていい。周りにも。自分にも。

　──でも、あなたじゃないし。

　都築だって、朱葉じゃない。それを誤ご魔ま化かしたってしかたない。

「なんか、ずっとうらやましいんだよね」

　ため息をつきながら都築が言う。

「朱葉ちゃんは、好きになったことも、好きになった相手も、大事にしてる感じがする。俺もそういう風に、好きな子に大事にされてみたい」

　そこでようやく朱葉は、都築がずっと、朱葉を執しつ拗ように追いかけてきた理由を知れた気がした。

　そんなことないと思った。別に、全然大事になんて出来ていない。すぐ怒おこるし、憤いきどおるし、諦あきらめる。でも。

　大事に出来てるかわからないけれど、大事にはされている、と思った。

　そして。

「出来るよ。都築くんにも、出来るよ」

　都築がそういうことを出来ない人だとも思わなかった。

「いつか、そういう人に会えたらいいね」

　大事にする、だけじゃなくて。大事にしてもらえるように。でもそれは同じことのような気も朱葉はするのだ。

「うん」

　ありがと、と都築は言った。そしてそれから、隣にあった朱葉の手を握にぎって言った。

「大事にするのが得意な朱葉ちゃんに、俺からもアドバイス。大事にするだけじゃなくて、たまには欲望丸出しにしないとダメだよ。だからそんなに不安なんじゃない？」

　そう言われて、朱葉は苦く笑しようする。

「欲望って、どんな？」

　油断をしていなかったといえば、噓うそになる。手を握られても振ふり払はらおうとしなかったのは、なんとも思っていなかったからだ。でも、そんなのは多分理由にはならなかった、と、あとになってみれば思う。

　都築はちょっと笑った。少しだけ悪い笑え顔がおだった。

「たとえば、こんな」

　そうして顔が近づいてきた。

（え？）

　振り払おうと思った。でも、手が動かなくて。握られていたから。

（ええ？）

　のけぞったらソファに倒たおれた。

　倒されるような格好になって、よけいにまずい、と思った。混乱して、ぎゅっと強く目を閉じたその時だった。

「ちぇ」

　鼻先で小さな呟つぶやきが聞こえる。

「思ったより早かったな」

　騒さわがしい音楽の中でもわかるような大きな足音の次に、ドアの開く音がして。

「早さ乙おと女めくん！！！！！」

　コートも着ずに、駆かけ込こんできたのは担任の桐生きりゆうその人で。

「おー先生～あのメールでよくわかったね？」

　すでに飛とび退のいていた都築が、ひらひらと手を振ふる。

「都築、お前……っ!!」

「朱葉ちゃんちょっと調子悪いから休んでるよ。先生にパスすんね～」

「お前、なにを」

　とん、と都築の指が、桐生の胸をつく。

「なんもしてねーけど、先生がなんもする気ないなら俺がするよ」

　じゃあね朱葉ちゃん、お大事に、と都築が笑う。

　俺のサボりに付き合わせてごめんね。そう言いながらドアの向こうに出て行ったけれど、もう一度ドアを開け直して。

「ちなみに、ここ、補導もこないし、カメラもついてねーから」

　どうぞ、ごゆっくり。

　そんな言葉を最後に扉とびらが閉まると、ドアの向こうで響ひびくクリスマスソングが遠ざかっていった。
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　大だい丈じよう夫ぶかと問われて大丈夫と答えた。でも、本当は大丈夫じゃなかった。全然。

　ただ、まだ現実みがなくて、「先生、なんで、ここに？」起き上がって座すわり直なおしながら聞いたら、

「これ」

　スマホのメール画面を見せられた。

　確かに、文化祭のやりとりなどで、朱あげ葉はも桐生きりゆうの個人アドレスは知っている。……連れん絡らくしたことはないけれど。

　差出人は都つ築づき水み生おとあった。

　本文には写真が添てん付ぷされていた。このカラオケボックスの看板。

　文章は一言だけ。

∨∨デート中？

「早さ乙おと女めくんは体調不良で帰ったと聞いてたけど、なんか嫌いやな予感がして……。改めて家に連絡したら、まだ帰宅してないって言うから」

　少し距きよ離りを空けて、ソファにどさっと座った。

　嫌な予感。それは生徒だからだろうか。サボりが許せないから？

　そういうんじゃない、とわかっているはずなのに、聞いてしまいそうな自分がいた。ひねくれていた。

　桐生は朱葉の方は見なかった。その横顔だけを朱葉は眺ながめていた。

　外はすごく寒いのに、コートも着ずに薄うす着ぎで、それなのにこめかみに汗あせが滲にじんでいた。緊きん張ちようした面おも持もちのままでぽつりと桐生が聞いてきた。

「なに、してたの。……デート？」

「だったら、どうしますか」

　朱葉は自分の声が、くぐもっているのを感じた。マスクの中で。

　桐生はすごく、すごく苦いものを嚙かんだような顔になって。

「……俺おれに、止める、権利はないし」

　そんなことを言うから。

「先生になかったら、誰だれにあんの!?」

　思わず言っていた。投げるものがあったら投げていたと思う。近くに転がったコップを投げなかっただけ理性があった。

　鼻の奥おくが急に痛んだ。目の前がぼやけた。

　なのに、癇かん癪しやくを起こしたみたいに言葉は止まらなかった。

「どうでもいいの!?　付き合ってなきゃ、なにしてもいいんだ!?　先生が、マリカさんと会うみたいに、わたしだってデートでもなんでもすればいいって!?」

　自分だけがこんなにも苦しいのかと、朱葉は思った。そんなはずもないのに。わかっているのに、言ってしまった。言ってるそばから後こう悔かいが襲おそってきた。

（違ちがう、こんな）

　こんなことを言いたいんじゃない、

　いい子でいたい。

　本当は。

　好きな人を……大事にしたい。

「よくないよ」

　桐生の答えは短かった。理性的だった。ただ、涙なみだを浮うかべて震ふるえる、朱葉の肩かたをぐっと摑つかんで引き寄せた。

　その広い胸に、あまりに強く引き寄せられたから、顔は、見えなかったけれど。

「なにもよくない」

　言葉は低く、強かった。

　薄うす暗ぐらいカラオケボックスの個室で。

　かいだことのない、煙草たばこのにおいがしていた。

　桐生は朱葉を抱だきしめたまま、その耳元に言う。

「教師として、君の未来を心配する」

　カラオケ機体の、うるさいＭＶに負けないように。

「ファンとして、君に一番幸せでいて欲しいし」

　低い……どこか、甘あまい声で。

「男として、君を誰にもやりたくはない」

　腕うでの中で、ぎゅっと目をつむった。

（ああ）

　ずっとこう言って欲ほしかったような気が、朱葉はした。

　こんな風に抱きしめられたのははじめてだった。そうか、と思った。

（そうか、こんな）

　こんなに気持ちがいいなら、都築くん達たちが夢中になるのもよくわかる。

　身体からだと、身体。フィクションではいくらでも見たし、女の子相手ならいくらでも体感してきたはずなのに。

　好きな人とだと、こんなにも違うのだ。

　桐生もそう感じただろうか。ゆっくりと、離はなれがたい身体を離して、気まずく目を細めながら桐生が言う。

「マリカと食事に行ったこと。本当に、天に誓ちかってなにもなかったけど。早乙女くんを不安にさせたなら、それはもうなにもないとは言えない。……どうやって謝あやまったらいい？」

　朱葉はまだ、耳の先まで、指先まで熱を感じながら答えた。

「いいです」

　もういいです。もう十分。

　欲しいものは、もらったからと。

　けれど桐生は、引き下がらなかった。

「ちゃんと謝らせて。そうじゃないと……こんなのはやめてくれって、言いづらい」

　こんな？　と朱葉がぼんやり尋たずね返かえせば。桐生は朱葉の肩を摑んだままで。

「──俺がこんなに我が慢まんしてるのに、気安く誰かに触さわられるのは頭にくる」

　そう吐はき捨すてるように言うから。

「じゃあ、先生」

　朱葉はまだ、ぼうっとした頭で、乾かわききらない涙の浮かんだ目で言った。

「……先生のしたいこと、して欲しい」

　その言葉に、桐生は朱葉がわかるくらい、目に見えてかたまった。

　ずいぶんな、沈ちん黙もくのあと。

「──そういうのは、しちゃいけないから、しない」

　意い気く地じなし。

　って思ったけれど。

　なんだか急に朱葉も恥はずかしくなって、いそいで距離をとって伸びをした。

　身体を伸ばしたかったわけじゃなくて、気き恥はずかしさを誤ご魔ま化かせたらなんでもよかった。

「あーあ」

　わざと明るい声で言う。

「こんな時期に遊んじゃった。楽しかったけど、ちゃんと勉強もしますね。デートじゃないけど、デート気分、悪くな……」

　かったですよ、なんて。

　ふざけまじりに言ったら、いつもの調子が戻もどってくると思ったのに。

「朱葉くん」

　ぐっと、強い腕で肩を再度引かれた。

　あ、と思った、次の瞬しゆん間かんにはもう遅おそかった。

　音が、止まった、と思った。そんなわけないのに。全部の音が聞こえなくなった。

「っ」

　マスク越しに熱を感じた。鼻の頭がすれて、額がぶつかった。

（あつ、い）

　都築の時は、あんなにも反射で、全力で、拒きよ否ひしたのに。その熱を感じたら、身体から、力が抜ぬけてしまう。

　どれだけそうしていたのかはわからない。ほんの数秒のことであったかのようにも感じられたし、かと思えば、永遠に、終わらないかもしれないと思った。

　終わらなくてもいいって、少しだけ。

「──熱いな」

　離れた唇から吐と息いきを間ま際ぎわに感じるのさえ肌はだが粟あわ立だちそうだった。胸の音が聞こえないように朱葉は自分の胸むな元もとを摑んだ。

　どんな顔をして顔を上げたらいいのかわからない、と朱葉は思っていたけれど、桐生はどこか焦あせったように、その大きな手で朱葉の前まえ髪がみを上げて額を包んだ。

　そうして見上げる桐生はもう、「先生」の顔で。

「早乙女くん……君、熱があるよ」

　誰のせいだよ、と朱葉は、まだぼんやりした頭の片かた隅すみでなじるように思った。

　結局そのまま天てん罰ばつが下ったのか、風か邪ぜをぶり返し、終業式にも出られず遅おくれた受験勉強のリカバリーでクリスマスも台無しだったのだけれど。

　多分、一生忘れないクリスマスになったと、朱葉は思った。
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　それから年が明けて。

　今年も例年のごとく年とし越こしはオタク友達とのボードゲーム大会で、色々根ね掘ほり葉は掘ほりと聞かれながら、教師の苦労というやつもいたわられた。

　桐生は年明けすぐの誕生日なので、これといった誕生日の思い出がない。クリスマスとお年玉のあとでプレゼントもちょっとおざなりだったし。

　だから、元日よりも数日遅れて届いた、朱葉の年賀状を少し寒くなった一人暮らしの部屋で眺めた。

『……誕生日、なにがいいでしょう』

　そんなことを聞かれたのは、寝ね込こんだ朱葉に職権で見み舞まいの電話を掛かけた時だった。

　じゃあ、年賀状をと言ったのは桐生だった。

『コンビニで売ってるような、既き製せい品ひんでいいので。そこに、受験勉強の現状報告もちゃんと書くように。俺も今年は合格祈き願がんで全員に送りますので』

　言ったとおり、既製品の可か愛わいい干え支との年賀状に、手書きのペン書きで、桐生も好きなキャラクターが「調子に乗んなヨ！」と喋しやべっていた。

「はは」

　その微笑ほほえましい台詞せりふに笑ってしまう。思わず呟つぶやく。

「乗ってましたね。本当にね」

　思えば去年もこうして自分への誕生日を演出してしまっていた。朱葉にも黙だまって。

　じりじりと、距離をつめては離れ、たまに、してはいけないことをして。

　多くのものを与あたえて、多くの時間をもらって。多分、心も。そのうえで。

　だめなら、だめでも、仕方がない。

　桐生にとっては神様だから。好きは当たり前のことだけれど、もちろんそれが過ぎたことだともわかっていたので。

　調子に乗んなヨ、というのも、頷ける。

　そのキャラクターのすぐ横に。

『新年おみくじガチャ』

　と手書きの文字と、なつかしいような、コインで削けずる銀隠かくしのシールが貼はってあった。

（……？）

　近くにあったダブルクリップの角で、銀シールを削ると。

　大、と朱葉の手書きの文字が見えた。

「大だい吉きちかな」

　そう思いながら続きを削って、桐生は机に突つっ伏ぷす。

『早乙女くんの気持ちを』

　聞いてみたい、と言った。朱葉からの、新年のおみくじガチャは。

　銀シールの下、小さな文字で。

【大好き】

　たった、一言。

「………乗るでしょ、これは」

　調子にも。

　乗らない方がおかしいというもので。

　どうにか、絶対、どうしても。

　大学に受かってもらう必要があると、桐生は思いをあらたにした。
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　ひときわ寒い朝だった。

　忘れ物がないか何度も確かく認にんをして、新しいマスクをひっかけて家を出る。頑がん張ばってね、と普ふ段だんはあまりそんなことを言わない母親も、声をかけてくれた。

　家を出る。天気がよくてよかった、と思った。

「おはよ」

　駅に向かって歩いていたら、後ろから駆かけ足あしで幼なじみである太た一いちが追おい抜ぬいていったので、気まぐれに声をかけたら、

「おー」

　と言いながら、太一は少しだけペースを緩ゆるめた。会話が出来る程度に。

「寒いねー。急いでるの？」

「いや、寒いから。ランニングしてくかなって」

　こんな日でもか、と呆あきれるやら感心するやら。

「……早さ乙おと女めも」

　低い声でぼそぼそと、太一が朱あげ葉はに聞く。

「身体からだは？　風か邪ぜひいてたとかって」

　誰だれに聞いたのかなぁと思いながら、「治ったよ。マスクは予防」と返事をする。

「そう」

　納なつ得とくしたのか、安心したのか。そのまま太一は走って行ってしまった。

「がんばろーねー」

　その背中に声をかけたら、返事はなかったけれど、「そっちも」というように手を上げる、背の高い影かげが遠ざかって行った。

　電車に乗り、いつもとは違ちがう駅で降りる。行き先は近くにある大学のキャンパスで、目的地が一いつ緒しよである同級生達たちが、続々と門をくぐって行った。

「あーげはー」

　自家用車で送ってもらったらしい夏なつ美みが、朱葉を見つけて手を振ふる。

「おはよ」

「おはよー！　ね、あっち！　きりゅせん来てるって！」

　へえ？　と言いながら、朱葉もその門をくぐる。

　大学入試センター試験と書かれた看板の立つ、おごそかな大学キャンパスへ。

　中に入って行くと、桐生きりゆうだけではなく三年の担任の姿があちこちに見えた。桐生の周りにも、クラスメイトが集まって騒さわいでいる。

「忘れ物したやついないか？　席についたらもう一回確認しろよ～」

　そんなことを言いながら、コートを着た桐生が生徒ひとりひとりに何かを配っている。

「……おはようございます」

　朱葉が少し複雑な顔をして、マスクをとりながら挨あい拶さつをした。別に他意はない。他意はないけど。マスクは、今はやめておこうと思って。……色々、思い出しても気まずいし。

「ああ、おはよう」

　桐生が手に持っていたのはチョコレート菓が子しのファミリーパックだった。

「はい、これ」

「え、くれるの!?　やったー」

　夏美が隣となりで喜んでいる。

「一応、願掛けだからな」

　合格祈き願がんのパッケージ。よくあるそれを、桐生は朱葉にもひとつ、くれた。

「焦あせらないように。全力を出せるように」

「きっと勝つ、ですか？」

　ああ、と桐生が頷うなずいた。

　それから朱葉をちょっと覗のぞき込こむようにして見て。

「早乙女くん、平気？　体調とか。緊きん張ちようとか」

「体調は、平気です。まあそれなりに緊張はしています」

「緊張が集中力につながると信じるしかないな。リラックスよりも、力が出せるのはそんな時だ」

　あと、と神しん妙みような顔で桐生は言った。

「多分、俺おれの方が緊張はしている」

　朱葉はちょっと驚おどろいて桐生を見上げた。確かにいつもよりも少々疲つかれた顔をしているのは、朝早くから会場に立っていた、ということだけでもないのかもしれない。

　周りを見れば、夏美がクラスメイトと試験が終わってからの打ち合わせをしている。彼かの女じよは推すい薦せんでほぼ進路を決めてしまっているため、朱葉よりも受験科目が少ないのだ。

　だから、今、桐生と会話をしているのは朱葉だけだったので。

　ちょっと声をひそめて朱葉が言った。

「てっきり昨日の新クールアニメで盛り上がりすぎたのかと」

　冗じよう談だんめいた、でも本気の考えだったのだけれど、桐生は難しい顔をして、「今期はまだなにも見てない」と言った。

「え!?　どうして!?　体調でも悪いんですか!?」

　あの国民的美少女アニメの続編も、あの大人気ゲーム原作の新作も、そして昨日新クールがはじまったアニメは桐生が半年も前からずっと楽しみにしていたはずなのに！

「勝手に人を病人扱あつかいしないでくれ。……まあ、一応」

　願掛けだよ、と桐生は繰くり返かえす。

（……へぇ）

　朱葉は素す直なおに、感心してしまう。緊張しているというのも噓うそではないのだろう。あんなにも見たかったアニメを見ないで、願って、くれているのだ。

　その気持ちに応えないといけないな、と朱葉は思った。

　桐生がぽん、と朱葉の肩かたを叩たたく。

「というわけで早乙女くん。俺の今クールがどういうダッシュになるか、君の頑張りにかかっているから絶対に失敗しないように」

「うわー、こんなどうでもいいプレッシャーはじめてだわー」

　思わず棒読みで言ってしまった。お前の今クールのことなど知ったことか。

　まあ、でも。桐生は最後に一言。

「楽しく見よう。一緒に」

　そう言って、到とう着ちやくした他の生徒のもとに行ってしまった。「あげはー行こうー！」と夏美が朱葉を呼んでいる。

　朱葉はマスクをつけなおし、ポケットにチョコレート菓子をしまって思う。

（一緒に）

　一緒に、アニメを見られるような未来が、もしかしたらすぐそばにあるのかもしれない、と思いながら。

（…………願掛けしてる二期の一話だけ耐たえきれなくて見たって言ったら凹へこみそうだから黙だまっておこう）

　そう心に決めて、朱葉は踏ふみ出だす。

　きっと勝つ。……と、いいな、と思いながら。
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　その事件はセンター試験の真っ最中に起こっていた、らしい。

「……は～」

　ざわつく教室で突つっ伏ぷして朱あげ葉はが大きくため息をついた。

　センター試験明けの教室だった。一応自習ではあるけれども、自己採点を終えて悲喜こもごも騒さわがしい。

　朱葉は、ひやっとしたところもあったけれど、一応、目標のラインは越こえていた。問題なく、志望校の二次試験は受けることが出来るだろう。他にも滑すべり止どめの私立を受けるし、油断は出来ないけれど。

　自己採点の結果を持って進路指導室に入る。

「失礼します……」

　ぱっと中にいる桐生きりゆうと目が合って。

「………………」

　がくっと、桐生が脱だつ力りよくしたようにうなだれた。

「えっなにそれ!?　わたしなんかしました!?」

「してない。なにもしてないです。早さ乙おと女めくん悪くない」

　ちょっと心労が出た、と桐生が言う。確かにセンター試験から桐生の顔色はずっとよくなかった気がする。今朝も。

「どうかしたんです？」

「いや……いや。早乙女くんの採点結果から聞く」

　座すわり直なおして報告をした。今後の本番についても、教師らしい相談をしっかりして。

　それからしみじみと桐生はため息をついた。

　明らかになにかはあったんだろうが、どう声をかけようか、と朱葉が思っていると。

「……逃にげられた」

　絞しぼり出だすように桐生が言う。

「え？」

「都つ築づきに」

「ええ!?」

　あっけにとられた顔をしている朱葉に、桐生が一言。

「センター試験の最中に……脱だつ走そうしやがった」

　うわぁ、と思わず、無感動に朱葉は答えてしまった。

　朱葉と同じクラス委員である都築水み生おは、志望校決定にあたりかなりもめたらしいが、それでもとある大学を志望校として進学を目指すことで納なつ得とくをした、かのように見えた。

　最近は私立の大学でもセンター試験の結果を使うことが多い。問題なく都築も会場に現れはしたようだったけれど。

　ほんの二教科ほど受けたあとに、ふらりと教室を出て行って、そのまま戻もどってはこなかったのだという。

「え、それでどうなったんですか？」

「どうもこうも……そこから先、電話もメールも全無視でまったく連れん絡らくがとれない……。元々両親も放任主義で……いや、人の家の話はこんな風にするもんじゃないな……」

「別に言いませんけど……うーん……」

　連絡、とれる人いないか聞いてきますか？　と朱葉が言う。けれど桐生は首を振った。

「いや、早乙女くんは自分の受験に集中してください」

　こんなことも、本当は相談するべきじゃなかった、と言うのは間ま違ちがいなく本音ではあったのだろう。

「でも、一応、……クラス委員ですし」

　一年、色々あったけど、それなりに一いつ緒しよにやってきたので。

　気になるといえば、気になるところだった。それに……朱葉とふたりになるまでは隠かくしていたけれども、こうして憔しよう悴すいしている桐生を見るのも忍しのびなかった。

（それでも真面目に学校に来てるって、言ってたのにな自分で……）

　サボりがちだった、ようだけれども。その中でもこの一年は、クラスの真ん中で、陽気に頑がん張ばっていた気がするので。放っておくわけにも……とは思ったけれど。

「俺おれが」

　ぽつりと、机に頰ほお杖づえをついて、桐生が呟つぶやいた。

「俺がうまく、やれなかっただけなのかもしれない」

　そんなことないですよ、と朱葉は思ったけれど。慰なぐさめみたいに言うのも、違ちがうような気はした。

　知らないけど。知らないけどね。

　うまくやっていたかはともかく、出来ることをやっていた気がするのだ。

「なにか……出来ること、ないんでしょうか」

「あるよ」

　少し苦く笑しようを浮かべて、桐生が言う。

「このまま、問題なく二次試験を終えてくれたら。それが早乙女くんに出来る、最高のことだよ」

　それはそう、きっと、そのとおりなんだろうけど。

　わかっていたけれど、先生と、生徒で。

　遠いなぁ、と朱葉は思った。
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『いや、それは、桐生の言うとおりだよ』

　そう音声通話越ごしで朱葉に言ったのは、珍めずらしいことではあったけれど秋あき尾おだった。

　センター試験が終わったところを見計らって、新年の挨あい拶さつと励はげましの連絡をくれたので、言うべきことじゃないとも思ったけれど、気になってしまって気もそぞろになるのが嫌いやで、朱葉は秋尾に相談してしまったのだ。

　通話がかかってきて、手短に、と言いながら秋尾は言った。

『そもそも朱葉ちゃんに言う弱音じゃないよね。そのとおりでも、そこは間違ってる』

　秋尾は、詳くわしくはないが、それでも桐生の悩なやみを少なからず知っているようだった。

『そのクソガキな生徒のことはさ、ずいぶん長く桐生も色々言ってたけど……。朱葉ちゃんに対する所業は置いといても、もうちょっとで一生ものの、好きなことを見つけられると思うんだ、ってそんな風に言ってた』

　一生ものの。

　好きなこと。

　桐生の言いそうなことだなと、朱葉は思う。朱葉もそれを、とてもよく信じてもいる。

『でも、俺は懐かい疑ぎ的てきだよ』

　と秋尾は言う。

『あいつは好きなことで人生を楽しんで、好きなことに救われたから、そういう宗教なだけだ』

　ゆっくりと、優やさしい言葉を選んで。

『それを、生徒に押おしつけるのは、エゴだって、俺は思うね』

　厳しいことを言った。

　それもそうだと、朱葉も思った。

『朱葉ちゃんは生徒だから、桐生のそういう至らなさをフォローする必要は全然ないよね。桐生だって望んじゃいないと思う。でも』

　音声の向こうで、苦笑をしているのがわかった。

『俺はあいつの友達なのでね、あんなやつでもね。……だから、俺は、無理と失礼を承知で、力になってやれるなら、なってやって欲しいとも思うよ』

　その言葉に返事をする前に、『あ、キングが代わってって。珍しいね』、という声がして。

『アゲハ』

　キングの低い声が耳に届いた。

『そんなやつらはみんな放っておいて、はやく合格して一緒に遊ぼう』

　その言葉に笑ってしまった。キングなりの、優しいフォローだと思った。そうして短い音声通話を終えて。

（……うん）

　とりあえずは勉強を進めようと、机に向かった。
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「マジか」

　寒空の下、夕方の道みち端ばただった。

　トレーニングから帰ってきたのを窓から見かけて、朱あげ葉はは家を出た。呼び止めたのは、近所の幼なじみの太た一いちだった。

　学校ではもう自習ばかりで時間が合わないので、あと、一応、人目もあって。

　センター試験から都つ築づきと連れん絡らくがとれないんだけど、と朱葉は太一に言った。一応幽ゆう霊れい部員でも、都築は太一と同じバスケ部だったはずなので。

「マジみたい」

　なんか知らない？　と、世間話の延長で、深刻さは消して呆あきれたように朱葉が言えば。

「いや、知らないけど……」

　ちょっと考えながら、太一が言う。

「そういえば、マネが、送そう迎げい会かいの連絡もとれないって言ってた。部活はともかく、お祭りごとには命をかけてるやつなのに」

「そっか……先生も、付き合いあった女子とかに聞いても連絡とれてないみたいで」

　出来るだけ、桐生きりゆうはそういうところを朱葉に見せないようにするけれど。

　生徒の間のことだ。朱葉にだって手はある。（具体的には、コミュ力のある夏なつ美みが、耳に届くだけ噂うわさを集めてきてくれる方法だが）

「どうしちゃったのかな……」

「なんでもいいけどさ」

　まずいだろ、このまんまじゃ、と低い声で太一が言った。朱葉はちょっと居い心ごこ地ちが悪そうに、眉まゆ尻じりを下げて。

「他ひ人とごとだけどね」

　苦く笑しようしたようにそう言った。太一はすでにほぼ推すい薦せんで進路を決めていたけれど、朱葉は自分のことがある。自分の受験に集中しろと言われたら、そのとおりだった。

「そうだけど」

　太一はいつものように無愛想な顔のまま、はっきり言った。

「俺おれは、気にするよ」

　その言葉に、「……うん」と朱葉は、少しだけ励はげまされた気持ちになって頷うなずいた。太一は真しん剣けんな顔で考かんがえ込こむ。

「連絡絶ってるって言ったって、どこかでは誰だれかと遊んでるはずなんだよあいつは。ひとりじゃいられないやつなんだから」

　そして黙もつ考こうすること、しばらく。自分の家を指して。

「ちょっと、入って」

　と言った。予想外のことを言われて朱葉は面めん食くらう。朱葉はむしろ太一の姉と仲がよかったので、最近でも家に入ったことはあるのだが。

「ねえちゃんに聞くことあるから」

　そう言われるがままに、太一の家に入っていった。

　それが、結局、あんなことになるなんて思いもよらずに。




「──で？」

　夜だった。連絡をとってすぐ、その日のことだ。

　ひどく冷ひえ込こむ夜で、もしかしたら雪が降るかもしれなかった。

　繁はん華か街がいのコーヒーショップ、その、小さな丸いテーブルに。並んだ朱葉と、太一が前にしているのは、ひとりの女性だった。

「よくこのあたしに、ものを頼たのもうなんて思ったわよね、受験生？」

　そう言うのは、上から下までいつもの強力ＯＬ姿に身を包んだ、その人──マリカ、だった。

　ねえちゃんに聞くと言った時は、なにを聞くのかと思えばマリカの連絡先で、「なんで!?」とうろたえる朱葉に、文化祭で都築が彼女をナンパしていたことを教えてくれた。

「今、学校の交流絶ってるとしても、もしかしたら」

　自分が声をかけた、『学校外』の女性の連絡なら返すかもしれない、というのが太一の見立てだ。

　それは……それは確かに、一理があったけれど。

「そもそもなんでアゲハちゃんが来るかなぁ」

　綺き麗れいなネイルの指でマドラーをまわしながら、にこやかに、けれど迫はく力りよくのある言い方でマリカが言う。

「アゲハちゃんじゃなくて、その担任さんが来てくれた方が、いいんじゃない？　あたし、あなた達のお願いを聞く筋合いはないけど、カズくんのお願いなら聞いてもいいかなって思う気持ちくらい、あるわよ？」

「はい」

　朱葉はまっすぐにマリカを見て言った。

「それが嫌いやで、わたしが来ました」

　自分の知らないところで、桐生が、マリカと連絡していると考えるのはもう嫌だった。できれば避さけたかった。それは朱葉のエゴだと言えばそれまでだ。

　太一は黙だまって様子をうかがっている。「俺が、個人的に頼むだけだから」と太一は言ったけれど、朱葉は自分も一いつ緒しよに会いたいと言ったし、今もマリカは、朱葉にばかり声をかけた。

「去年もクリスマスの前にね、カズくんに会ったの」

　真意の見えない表情で、少し自じ慢まん話ばなしでもするみたいに、マリカは言った。

「本当は、クリスマス、誘さそうつもりだったんだけれどね」

　そこですっとマリカはブランドもののパスケースから交通カードを取り出した。無言でそれを裏返すと。

「………………！」

　そこにあったのは、とあるスポーツアニメの、人気キャラクターの、交通カードに貼はるシールだった。

　夏美の推おしアニメである。

　あとマリカも推しているはずだった。

「ねぇアゲハちゃん、あなた」

　やわらかく目を細めて、マリカが言う。

「主人公、ライバル、優やさしく包容力のある幼なじみ。あなたなら、どうかける？」

　カップリング的な意味で。

「あ、俺、コーヒーおかわりもらってきますんで」

　太一が離り脱だつした。姉の周りで鍛きたえられているだけあって、見事な判断力だった。

「…………」

　ゴクリ、と喉のどを鳴らして、朱葉が言う。

「──主人公、総受け……」

　ラテをまわすプラスチックのマドラーを、マリカが折った。

　めっちゃこわい。

　心の底から朱葉が思う。

　凍こおらせた笑えみのままで、マリカが言う。

「あたしね、相手は誰でもいい。この幼なじみが、ぐちゃぐちゃにされてるところが見たいの」

　そっちだったか───────────！！！！！！

　心の底から朱葉は思った。

「ま、そういうことで」

　カードを大切にしまいながら、マリカが言う。

「ちなみにカズくんも同じ反応リアクシヨンだったわ。しょうもないけどね。カズくんには、あなたの方が合うのかもね、朱葉ちゃん」

（それは……）

　それは、それだけじゃ、ないんじゃないかなと朱葉は思う。

　もう少し、なにか、色々があって。

　でも、折り合いをつけるために、マリカはマリカのなにかを守るために……そういう理由だけを選んだんじゃないかなと、朱葉は思うけれども。

　そうだとマリカが言うのならば、それ以上は……朱葉も言わないでおこうと思った。

「話、つきましたか？」

　非常に警けい戒かいしながら、太一が帰ってくる。「ついたわ」とマリカが言う。ついたのか？　と朱葉は思う。

「別に、あなた達に協力する義理はないけど」

　パスケースのかわりにスマホを取り出しながら、不敵に笑んでマリカが言った。

「このあたしなら、と思ったなら、期待には応えてあげる。百ひやく戦せん錬れん磨まの〝会いテク〟見せてあげるわ」
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　結局朱あげ葉ははマリカと連れん絡らく先さきを交こう換かんしなかった。

　マリカは、朱葉からはなにも聞いていないしなにも頼たのまれていない。そういう態度をとるつもりらしかった。

「未練がましいの、やなのよね」

　だからあなた、そう弟くん、あなたの連絡先を貸しなさい、とマリカは太た一いちと連絡先を交換して、それから数日。

「つかまったって、あいつ」

　連絡を受けて、朱葉は太一と二人、待ち合わせとして指定された場所に向かった。駅前の、待ち合わせの聖地に。スマホを触さわる都つ築づきが確かにいて。

　度の入っていなさそうなオシャレ眼鏡めがねをかけていたけれど、その横顔は試験前と変わらず涼すずしいもので、安心した。

　スマホをいじりつづけていたけれど、朱葉達たちがそばに行く前にふと顔を上げて、なにかに引かれるように朱葉と太一達の方向を見た。軽く眉まゆを上げて。

「……」

　ふわっと身体からだを翻ひるがえして足首に力を入れたように見えた、けれど。

「逃にがすか」

　となりのガチガチバスケ部員の方が反応が早かった。大きく風が動いた、と思った時には、太一がダッシュからの跳とび蹴げりをかまして、都築が植うえ込こみに転がり倒たおれていた。

　ちょうど大きなスクランブルの信号が変わった瞬しゆん間かんだったから、都会の人ひと混ごみは少年同士のこんな騒そう動どうなんて気にせず流れていく。

「って！　いって！」

「おい」

「は、はい……」

　倒れたまま、太一に胸むなぐらを摑つかまれた都築が、オシャレ眼鏡をずり落として返事をする。朱葉が近くに駆け寄ると、太一は都築に額をつかんばかりに顔を近づけて。

「追い出し会、来るんだよな」

　それだけを聞いた。

　今、それ？　そんなこと？　って。朱葉もちょっと思ったし、都築はもっと思ったことだろう。驚おどろいたように眉を持ち上げて、それから。

「……行くよ」

　ぱんぱん、と軽く、太一の肩かたを叩たたく。

「行きます」

　ちょっと、眉まゆ尻じりを下げて、笑って。「ごめんね、たあちゃん」と小さな声で付け加えた。

　太一はひとつ、ため息をついて。

「伝えとく。あんまマネ達困らせんなよ」

　払はらうように手を離はなすと、その場から立ち上がった。そして。

「……じゃあ」

　あとは、立たち尽つくしていた朱葉に言った。

「俺おれ、こいつに用事、これだけだから」

　ジャンパーの襟えりを直して、「あと、任せても？」と言った。

「うん」

　朱葉も、これ以上を、太一に望んでいたわけではないのだ。都築は逃げる気も削そがれていることだろう。それで十分だった。

　お互たがい片手を上げて、選手交代みたいに軽く打ちつけて。

「ありがと」

　朱葉の言葉に応えず、太一はもう、振ふり返かえることなく行ってしまった。……心配は、していないわけがないと思うけれど。

　それぞれ、自分のしなきゃいけない範はん囲いって、多分あるだろう。

　朱葉はそれから、近くのベンチに座すわり直す都築の目の前に、腕うでを組んで仁に王おう立だちをする。都築は頭をかきながら、ちょっと情けなく笑って言った。

「俺、これから美人とデートのはずだったんだけど？」

「残念でした。デートの相手はわたしです」

　その返事に、「残念じゃないよ」と都築はまた笑った。

「よろこんで。朱葉ちゃん」

　あったかいとこ行こうか、と都築は言った。

　混み合う繁はん華か街がいのファストフード店、窓まど際ぎわ隣となり合あわせの席しか空いてなかったから、そこに朱葉は都築と並んで座った。

「なにしてたの？」

「なに？　別になにってことも、ないかなぁ。普ふ通つうに、だらっとしてた」

　一足早い、春休み？　なんて笑う。

　だけどその笑え顔がおは少し乾かわいている。

「先生、心配してたよ」

「だぁねぇ」

　ちょっとだけ、目を細めて、横目で朱葉を見ながら言う。

「そんな先生が、心配？」

　朱葉は頷うなずく。

「先生も心配だし、都築くんも心配だよ。みんな心配してるよ。勝手かもしれないけど」

　心配は、心配をする方の勝手だ。朱葉はそう思っているけれど。

「うん…………」

　都築には多分、届いている気がした。冷たい窓辺で頰ほお杖づえをついて。

「俺、きりゅせんには、よくしてもらったと思ってるんだよね」

　そう、ぽつりと呟つぶやいた。

　朱葉が黙だまったままでいると、言葉を探しながら都築が言う。

「色々さ、大学も調べてもらってさ。遠いけど、田舎いなかだろうけど、結構いいとこなんじゃねーかなって思ってたの。俺は、それなりに好きなことがあって……結構これでも長くやってたことがあってさ。それ、どんな形であっても続けられるようにって、多分きりゅせんはすげー考えてくれたと思うんだよ」

　黙ったまま朱葉は頷く。

　好きなことを、好きなままに、生きていくこと。

　桐生きりゆうにとってはそれが、多分、勉強よりも大切なことなのだろうと思う。そのための、勉強なのだろう。

「そんで、俺に何回も言ったんだよね。大だい丈じよう夫ぶ、大丈夫だから、って」

　ゆっくりと、段々と、都築の顔が背そむけられていった。

「でも、俺はずっと、その『大丈夫』ってのがなんなのかわかんなかった」

　声は震ふるえてないけれど。その肩も、指先も。でも。

　揺ゆれている、と朱葉は思う。

「試験受けてる時に思ったんだよな。このまま、きりゅせんの言うとおりに、この受験をのりこえたら、俺は好きなことをずっとやれるんだろうって。でも……」

　一息で、朱葉の返事を待たずに、言ってしまわなければ言えないように、都築は言葉をつなげた。

「俺、ほんとにそんなに好きなのかな？　って」

　こんな風にうつむく都築を見たのは、はじめてのことだった。いや、はじめてではないのだろう。

　カラオケボックスで二人きりの時に見た、さみしさの片へん鱗りんのようなものが朱葉の胸を締めつけた。

「ずっととか、ないし。絶対とか、ないし。そんなんで、未来を決めるのも……自分の今を決めるのも、なんか、すっげ怖こわいなって思った。先生は大丈夫だって言うけど、それは先生だから大丈夫なんであって、俺が大丈夫とは限らないし。けどそれを言ったら、先生の大丈夫も大丈夫じゃなくする気がして……」

　だから、逃げたんだ、と都築が言う。結局のところ。びびって逃げた。それだけだと。

「……情けないっしょ」

　と、笑う。なるほどそうかと朱葉は思う。情けないと、都築は自分のことを思っているのだろうと。

「情けなくは、ないよ」

　朱葉はそう言って、自分の言葉の薄うすっぺらさに、辟へき易えきした。言葉がちゃんと、出てこない。説教をしたいわけでもない、説得をしたいわけでもない。

　だから、ずいぶん考えて、言葉を選んで、言った。

「先生の好きは、ちょっと暴力だと思う」

　桐生は多分本気だったのだろう。真面目だったし、誠意をもって都築のことを思った。都築の大事なものを探して、好きなものを探して。それを大事にしようと思ったのだろう。

　ただそれは……ちょっと、強すぎるのかもしれないと思った。

　うまく言えないけれど、好きって気持ちは、たまに暴れる。暴れてしまう。

　悪いのは誰だれなんだろう。誰も悪くはないとも思う。先生も、都築だって、多分。ただ、うまく嚙かみ合あわなかったんだろう。

　誰も悪くなくても、不幸なことだってあるのだ。

「暴力かぁ……」

　ぼんやりと、朱葉の言葉を都築は繰くり返かえした。うん、と朱葉は頷く。

　それから、しばらく都築は考えて。

　朱葉を隣となりから、覗のぞき込こむようにして言った。

「…………暴力、受けてるの？」

　それが、すごく、いつもみたいに懐なつかしい、野次馬みたいな、好こう奇き心しんに満ちた、それから少し心配をするような、目だったから。

　朱葉はちょっとだけ、笑って言った。

「私も結構、やるほうだよ」

「好き」の、暴力なら。

　負けてないと朱葉は思っている。

「そっか」

　いいね、とうつむき都築は笑った。ぽつりとこぼした、うらやむ言葉だった。

　先生が悪いわけじゃない。都築だって、びびって逃げたことは間ま違ちがいではないと思う。ただ……そう、ただ。

（その前に、もう少し、相談をしてくれたら）

　よかったのに、と思うけれども。それもなんだか、ひどく偽ぎ善ぜん的てきな思考だった。

（……もう少し、都築くんと、そんな話をしてくれる人が、いてくれたらよかった）

　その言葉も失礼すぎて口には出せないと思った。

　肩を並べる二人はとても近く、それでいてひどく遠かった。

「どうするの、これから」

　このまま逃げる、というのなら、朱葉はそれを桐生に伝えようと思った。傷つくかもしれない。ショックを受けるかもしれない。憤いきどおるかもしれない。でも。

　都築は逃げてもいいはずだと、朱葉は思った。

　けれど、都築はまだ、やわらかな笑えみを浮うかべたままで、小首を傾かしげて言うのだ。

「委員長は、俺に、どうして欲ほしい？」

　久しぶりに聞く呼び方だった。もう、委員長らしい仕事なんて、ひとつもしていないけれど。

「なに、それ」

　どうしてわたしに聞くの？　と朱葉が言えば。

「俺のこと、探してくれたから」

　あっけらかんと、都築は言った。

「委員長も、たあちゃんも……俺の恋こい人びとでもない誰かが、俺のことを探してくれるなんて、思ってもみなかったんだ」

　そんなことを、冗じよう談だんじゃなく言うものだから胸が詰まった。

「先生のためでも……」

「別に頼まれてないし、多分して欲しいとも思われてはないよ。心配してるのは、わたしも太一も自分の勝手」

　都築くんの、ためでさえないよ。

　でも。

「先生だって、探してるよ」

　思わず朱葉は言ってしまう。

「すっごくすっごく、めっちゃすごく、探してるよ。心配してる」

　そしてそれは、多分、都築くんのためだよ。

　頰杖をついたまま、都築はまぶたを落として。

「うん」

　子供みたいに頷いた。

　それから。都築水み生おは──……。

　とりとめのない話をしながら朱葉と私服のままに学校に行った。下校時間もとっくに過ぎているのに、職員室には桐生がいた。

　都築のことを見た瞬間、椅い子すを蹴らんばかりに立ち上がって熱い抱ほう擁よう……とはならなかった。

「いでっいっ先生マジ！　マジいて!!　マジ卍まんじ！！！」

　手のひらで都築の両こめかみを挟はさんでそのまま進路指導室に直行。涙なみだながらの感動の対面をちょっと期待していた朱葉は拍ひよう子し抜ぬけした。

「先生！　気持ちはわかるけど」

　怒おこらないであげて、と朱葉が言う。その言葉が正しいのかはわからない。

「怒ってませんよ」

　ため息まじりに髪かみをかきあげ、桐生が言う。

「元気そうで安心してる」

　イエーイ、とピースをつくる都築の首根っこを摑んで。

「じゃあこれから、こいつにみっちり進路指導だから」

　早さ乙おと女めくんは、帰りなさい。そう言ってから、少しだけ考える顔をして、桐生は朱葉に手を差し出した。

「ありがとう」

　そんな短いお礼の言葉だった。反射するように、朱葉が手を伸のばし返す。

　握あく手しゆするみたいに強く。握にぎった。冷たくて大きな手だった。

　強く、すごく、強い手だった。しびれそうだった。感謝とか、憤りとか、ふがいなさとか、心配とか、……愛情とか。

　そういうの全部、言葉にならないものが詰まっている気がした。

　それから、都築をつれて行く背中を見て、朱葉は自分の手のひらを見て。

（先生は、本当は）

　もっと、たくさんのことが言いたいんじゃないかなと、朱葉は思った。

　先生って大変で、想像でしかないけれど大変で。

　朱葉は生徒だから。それも、先生の生徒だから。「大変だ」なんて、言うわけにもいかない。もちろん慰なぐさめることも、力になることも出来ない。

（先生は、きっと、仕事の相談をわたしにはしない）

　自じ分ぶん達たちは、ファストフード店で肩を並べることも出来ない。

（でも、いつか）

　いつか隣に行こう、と朱葉は思った。

　都築のあとのことは、『先生の仕事』として。朱葉は朱葉の、『生徒の仕事』をするために、家路についた。
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　自習や特別授業の多くなった授業に都つ築づきは来るようになった。

　来るようには、なったのだが。

「……なに、これ」

　朱あげ葉はは呆ぼう然ぜんと立たち尽つくしていた。どこでかというと、学校で。学校のどこかというと、……漫まん研けんの部室の入り口で。

　朱葉の後ろには、びびって朱葉を教室まで呼びにきた咲さくが張り付いている。

　放課後のことだった。よく見知った漫研の一角。その中に都築がいた。

　ダンボール箱を椅い子すにして、背中を丸めて一心不乱に本のページをめくっている。その周囲には山と積まれた本、本、本。

　しかも……。

「いやいや、どうして……これ？」

　積まれた本は、その多くが……すべてではなかったけれど、名作と分類される商業ＢＬ、もしくはそれに類するものだった。

　しかも、都築はいつもの饒じよう舌ぜつさはどこへやら、朱葉達たちが来ても本から顔を上げることさえしない。朝のホームルームには来ていたけれど、そういえば自習時間は教室から消えていたかもしれない。面談などが多い時期だから気づかなかったけれど。

　その間もしかしたらずっと読んでいたのだろうか。

　これが、面おも白しろ半はん分ぶんとか、からかい半分で読んでいる……というのだったらもう少し反応のしようもあったが、その横顔は真しん剣けんそのもので、なんと声をかけていいのか朱葉には手の打ちようがなかった。

「お、ちょうどよかった。ドア開けてくれ」

　呆然としていると、現れたのは顧こ問もんである桐生きりゆうで、その両りよう腕うでには重そうなダンボールがあった。

「先生これ、っていうかそれ、もしかして……」

　朱葉が何かを言う暇ひまもなく。

「次、ここに置いておくから」

「待って」

　桐生の声に、はじめて都築が声を上げた。顔は上げずに。

「先生、ここに分けたこの人の別の本全部持ってきて」

「よしきた。その作家は世界観にかなりの揺ゆれがあるけど、趣しゆ味みかどうかは読んで決めてくれ。ちなみに挿さし絵えを描かいてる小説についてはどうする？」

「小説は時間かかっちゃうからそこまでいけるかわかんないけど興味あるから置いて行って」

「ラジャ」

　早口の高速で済まされる会話。咲がふらふらと近づいて行って、距きよ離りを空けて座すわりながらもその山を崩くずしはじめた。順応が早いのは若さだろうか。本当か？

　朱葉は呆あきれ返っていたが。

「これ、イズ、なに？」

　戦士のたたずまいできびすを返した桐生に聞けば。

「新しい、『好き』の探求と発見？」

　と桐生が真顔で答えた。エア眼鏡めがねを持ち上げる仕草つきで。

　廊ろう下かに引きずりだして聞いてみれば。

　桐生と都築が話し合った結果のこと。「お前の信じられない好きって感情が、どれだけ広くて深いものなのか、俺おれが教えてやる」と桐生が自分の趣味を布教したらしい。

　まずそこで自分の趣味になるのがおかしいのだが。

「……ＢＬが？」

　心の底から、朱葉は突っ込んだ。

　桐生はスルーをして話を続ける。

　かなり真剣な表情で言った。

「元々他人の恋れん愛あいに非常に関心と興味を覚える都築には、運命の出会いだったらしいな」

「いや、相手はリア充ですよ!?　なんでいきなりＢＬにハマれるんですか!?」

「好きに理由はいらない」

　どす、と朱葉の裏うら拳けんが炸さく裂れつする。

「いや、格好よく言っても駄だ目めですから。将来は!?　進学は!?　ねえ！！！？」

「都内の私立を受けるそうだよ。まだ、この都ま会ちには……読むべきものがたくさんあるって」

　えええ、と朱葉は思ったけれど。

「偏かたよっていると思うだろう」

　目を細めて桐生は静かに告げた。

「それでも、俺は信じているから」

　はっきりと、強い言葉で。

「なにかを好きになる気持ちが、人生を豊かにするって」

　好きになるのはなんだっていいんだと桐生は言った。

　なんだっていい。

　間ま違ちがいかもしれない。偏っているかもしれない。それでも。

「…………」

　背中を丸める都築の背中を見ながら、届いたのかもしれないとも思った。百人生徒がいたら、九十九人だめかもしれない。でも都築には、届いたのかもしれない。

　そうだとしたら。

「先生、すごいね」

　半ば呆れて朱葉が言えば。

「……早さ乙おと女めくんほどでは、ないよ」

　そうぽつりと桐生は呟つぶやいたので、朱葉が驚おどろき、顔を上げる。桐生もまた、都築の方を見たので、視線が合うことはなかったけれど。

「でも、それは言わない約束だ。俺は先生なので」

　ひとりごちるように、そう続けた。

「ただ、感謝はしていますよ」一言では、言えないけど、という言葉に。

「うん……」

　朱葉は頷うなずいて、ほんのしばらく黙だまってから。

「ところで先生、都築くんが見てるの商業ＢＬだけだよね？　同人誌まで薦すすめてないよね？？？」

「もちろん」

「ならいいけど」

「そういうことは段階を踏ふんで……」

「絶対やめろよ？」

「早乙女くん！　中指はいけない！　中指は！！！！」

　結局薄うすい本の存在と朱葉が描き手であるという事実は、朱葉の許可が出るまで明かしてはならぬと釘くぎを刺さして別れた。

　本当はもっと、話すべきことがたくさんあったような気がするけれど。

　都築がなりふり構わず本のページをめくるように、朱葉もまた、するべきことがあるはずだった。奥おく歯ばをくいしばって、今はひたすら、やるしかない。
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「終わった───！！！！」

　試験を終えた朱あげ葉はは、一度家に帰って着き替がえて、それから駅で待ち合わせをした。

「おつかれ───────！！！！！！　どうだった!?」

　手を組み合わせてハイタッチをしながら、夏なつ美みが大きな声で聞いてくる。朱葉はやけっぱちみたいなテンションで笑った。

「わかんない！　でももう終わった！！！！」

「終わった終わった！！！　どうする！！！？」

　夏美はすでに、推すい薦せんで進路を決めてしまっている。

　受験明けのハイテンションで朱葉が言う。

「とりあえず本屋に行って、自制してた漫まん画がと小説を買う！！！　薄うすい本も！！！！」

「そんでそんで？」

「ソシャゲもやる！！！！　お祝いでガチャもまわす！！！！」

「やったろやったろ!!　それでそれで？」

「カラオケも行く！！！！　大声で歌う！！！！」

「付き合う付き合う！　光る棒も持ってきた！！！　あ、あたしもお願いあるんだけど！」

「なになに!?」

「積んでるライブディスクオールで見よ────！！！！」

「見よう───！！！！！」

　そこまで盛り上がってから、ふと、夏美が気づいた。

「そういえば、いいの？　先生に報告とか」

　せっかく終わったんだから。もちろん報告したって受験の結果が変わるわけではないのだろうけれど。

　心配もしているし、報告も必要なんじゃない？　と思うけれど。

　あっけらかんと笑って朱葉が言った。

「いいのいいの。とりあえず受験終わりってＳＮＳに絵を一枚あげたら」

　ぱたぱたと手を振ふりながら。

「それで全部わかるように出来てるの」

　たとえば、受験が失敗だったって。やれることをやったし、今はこんなに晴れ晴れしくて愉ゆ快かいな気分なのだ。

　それはきっと絵にもあらわれるし。

　描かいたなら、届く、と朱葉は信じている。

　その顔を、ちょっとうらやむように夏美は見て。

「いいなぁ。あたしはまだ、そういう風にはなれないなぁ」

　そう、ため息まじりに呟つぶやいた。

　夏美にも、お付き合いをしている相手がいて、一進一退、うまくいったり、歯がゆかったり、色々だ。

　あたしね、と歩き出しながら夏美が言う。

「きりゅせんの顔がすごく素す敵てきだなとか、推おせるとか思うのとは別にね、朱葉とくっつくのはちょっと嫌いやだったんだ」

　幸せにしてくれなさそうで。焼肉だし。

　そう、焼肉だし。

「でもね、なんか……ふたりは、ちゃんとしてると思った」

　と夏美は言った。

　その言葉に、朱葉は頰ほおを小さくかいて。

「ちゃんと、してないよ」

　と返す。色々ある。色々あったし、今もある。先生と生徒で、趣しゆ味みと性せい癖へきの合がつ致ちするオタク友達で。それでも。

「恋れん愛あいはまだ、別に、ちゃんとしてない」

　多分、気持ちはあっても、すべてはこれからだ。これから一体どうなるかわからないけれど。

「ちゃんとできたらいいと思う。そのうちね」

　どんなに抵てい抗こうしたって時間は過ぎていくのだ。あんなに面めん倒どうだった受験も、こんな風に晴れ晴れしく終わってしまうように。

　わたし達は、別のなにかになっていくのだと朱葉は思う。でも、だけど。だからこそ。

「今は、今が、大事だよ」

　最後の高校生活が。

　うん、と夏美は頷うなずいて。朱葉の手を引き、騒さわがしい街へと繰くり出だした。
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　卒業式の朝、いつもより早く家を出た。

　借りてあった鍵かぎを使って、部室に入って、部長の最後の仕事として、漫まん研けんの部室を片付けた。

　卒業式の日の早朝ということもあり、校内は閑かん散さんとしていた。その静けさが部室にも満ちている。

　あれだけたくさんあったＢＬ漫まん画がを、都つ築づきは完全読破してしまったらしい。今は漫画喫きつ茶さや太た一いちの家を渡わたり歩あるく生活だとか。

　人間なにがどう転ぶかわからない。どこに沼ぬまがあるかも。

　ひとつひとつ片付けて、文化祭につくった部誌を見たりして。

　それから最後に仕事をひとつ。

「……うん」

　満足をして、部室を出た。

　チョークで汚よごれた袖そでを払はらいながら。あーあ、お母さんが綺き麗れいにクリーニングに出してくれたのに、と思う。

　でも、自分らしいなとも朱あげ葉はは思った。

　卒業式がはじまる前の、最後のホームルームだった。

「えー……」

　桐生きりゆうが教きよう壇だんに立つ。いつものような白衣は着ていなかった。卒業生の担任だからだろう。胸には花。おろしたての背広に、白いシャツだった。

　そして、少し驚おどろいたことに……コンタクトではなく、眼鏡めがねをしていた。オシャレではなく、オフ用の、分厚い眼鏡だ。

　髪かみはきっちりセットしてあって、その表情に、眼鏡は少し浮ういて、でもなじんでもいた。

　教室もざわついたし、朱葉もまた、オフがオンを侵しん食しよくしてきたみたいで、不思議な気持ちになった。

　その変化を、桐生は詳くわしく説明はしなかった。

「いよいよ今日は卒業式となります」

　そう口火を切って、桐生はしばらく考えるように視線をめぐらせた。

　その視線の先には、徹てつ夜や明けなのだろう、眠ねむい顔をして座すわっている都築も、どこか実感のわかない朱葉もいた。それから桐生は先生らしい、全体をしっかり見み据すえる視線とともに言った。

「君きみ達たちはもちろん、これが最初で最後の高校の卒業式ですが、先生にとっても、担任として見送るはじめての卒業式となります。今日この日を全員で迎むかえられること、非常に嬉うれしく思っています」

　それは、定型めいた言葉から、はじまった。

「はじめてだから、もちろん至らぬところもあったかと思う。けど、別にそれは謝あやまらない。ある程度は、君達の運だ。……ガチャみたいなもんだろう？」

　くすくすと、笑い声が上がる。そんなことを言っても、笑って受け止めてもらえるのは、先生が、多分、はじめてでも、立派な先生だったからだろう。

　大きく息を吸って、桐生は続けた。

「はじめての三年生の主担任だった。この一年がはじまるまで、俺おれは出来るだけフラットに、距きよ離りをとって、指導という役割にあたってきたつもりだった」

　その時、ふと、朱葉が思い出したのは、まだ担任ではなかった頃ころの桐生の姿だった。

　格好よくて、人気があって、非の打ち所のない、社会人のコスプレをした桐生。

　自分とは関わりのない人だと思っていた。でも、いつの間にか朱葉と桐生の関係も変わったけれど、桐生もどこか、変わっていったような気がする。

　桐生はまっすぐ生徒達を見て、続けた。

「けれど、それとは別に、この一年、俺は俺の信条をもって、噓うそのない指導をしてきたつもりだ」

　俺には信条がある、と桐生は言う。

「この担任の一年間、俺は、君達に夢を持てとは一度も言わなかったはずだ。夢はなにかと聞いた。夢があるなら頑がん張ばれと背中を押おした。でも」

　夢があるのがすべてじゃない、と桐生は続けた。

「そんなものは生きているうちに見つければいい。夢があるから幸せになれるわけじゃない。俺だって、夢があって教師になったわけじゃなかった。ただ……」

　これは、あくまでも持論だけど、と断りを入れて。

「好きなものはあった方がいい。ささやかなもので構わない。いや、好きになったらささやかなものなんかない。他人のものさしなんてどうでもいい。……好きなものを見つけて、見つけたら大事にしなさいと、この一年、言い続けてきたつもりだ。なぜなら、その気持ちは君達の人生を輝かがやかせるから」

　教壇の上に置かれた、桐生の拳こぶしに強く、力がこもる。

「俺はそう思っているし、そう伝えてきた。そして……これが今日、言っておきたいことなんだけれど。……俺の言葉は、すべてじゃない」

　少しだけ、教室が困こん惑わくした。声には出なかったけれど。

　桐生は迷いなく続ける。

「教師が正しいわけじゃない。勉強みたいに、テストみたいに、正解なんてないんだ」

　朱葉はその時そっと、視線の端はしで都築のことを見た。

　桐生の言う、「大だい丈じよう夫ぶ」が、信じられないと言った都築は、隣となり合あったファストフード店の時のようにうつむいて、真しん剣けんな顔で桐生の言葉を聞いていた。

　桐生は続ける。

「そう思っていたから、これまで深く踏ふみ込こんだ指導なんてしたことはなかった。押しつけはしたくなかった。けれど、君達を教えるうちに、それは違ちがうような気がした。君達は、指導という名の偏へん向こうを受ける。けれど、それを信じたり、また……はねつけるしなやかさも、同時に持っていることだろう」

　君達にはそれだけの自由がある。

　君達にはそれだけの力がある、と桐生は繰くり返かえした。

「信じたいものを、信じていきなさい。そして……好きなものを、好きでいて下さい」

　前ぜん傾けいになりつつあった姿勢を正して、改まった様子で桐生は言う。

「俺は、教師には、職業としてなった。手を抜ぬいたことなんて一度もないけれど、俺にとっては生きていくのに必要な社会だった。けど、今日という日を迎えて思います」

　ふっとそこで、小さく笑って。

「教師になってよかった」
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　どこかで、すすり泣く声がした。朱葉も眼球に痛みを感じていた。でも、涙なみだなんて見せたくなかった。ちょっと、恥はずかしかった。卒業式で泣くのは、感動出来るのは、素す敵てきなことだと思うけど。

　今いま更さら……先生に泣かされるなんて、まっぴらだと朱葉は思った。

　桐生は笑え顔がおのままで最後に言った。

「君達に出会えてよかった。君達は俺が自信を持って送り出せる……しなやかな生徒達だった」

　卒業、おめでとう。

　その言葉に、堰せきを切ったように教室からすすり泣く声が上がった。朱葉のすぐそばでは、夏なつ美みが、ぼろぼろに泣いていた。朱葉も、声を上げないようにするのに精せい一いつ杯ぱいだった。

　こんな状態で、式なんて出られない、誰だれもがそう思っていた時だった。

「先生、俺」

　がたっと、立ち上がる音がした。都築だった。ぼろぼろと涙をこぼして彼かれは言った。

「俺、卒業なんかしたくねぇよ……！！！！」

　その言葉に、桐生はそっと微笑ほほえんだまま、教壇を降りて都築のもとに行き。

　そっと両りよう腕うでを伸ばして。

「お前はしてくれ！！！！！！！！！！！！！！！」

　全力でヘッドロックをかけた。

　どれだけ心配をかけたと思ってるんだ！！！！

　そう、顔に書いてあったし、泣なき面つらだったクラスメイトがどっと笑った。最後まで、都築はそういう役割を、ちゃんと果たすやつだった。

　そしてさんざっぱら都築を痛めつけてから。

「卒業しても、俺はお前の先生だよ。いつでも来なさい」

　頭をくしゃくしゃになでて、そう言った。

　みんな、涙を拭ふいて。泣き笑い顔で。……最後の、卒業式がはじまる。
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　卒業式はあいにくの雨だった。

　ここしばらくのあたたかさから逆ぎやく戻もどりをしたように天気は崩くずれ、風の強さからだろうか、少し肌はだ寒ざむい体育館での式となった。

　送辞を聞き、答辞を聞いた。

「早さ乙おと女め朱あげ葉は」

　先生の声で名前を呼ばれ、返事をして卒業証書を授じゆ与よされる。

　あおげばとうとし、わがしのおん。

　時折にじむ涙なみだをぬぐいながら、もしかしたら。

　もしかしたら、眼鏡だったのはこのせいなのかもなと朱葉は思った。

　コンタクトだと、涙で落ちてしまうかもしれないから。

　桐生きりゆうは、涙なんて、ひとつもこぼしはしなかったけれど。

　在校生に見送られて、外に出る。

「こんな日に雨なんて！」

　こぼしながらも、傘かさをさす卒業生は皆みな笑え顔がおだった。都つ築づきはあっという間に後こう輩はい女子に囲まれて、写真を撮とり合あっている。式が終われば今日だけは、スマホもおとがめなしだ。

「あげはー！　写真撮ろ！」

　夏なつ美みや友人達たちと写真を撮っていたら、見送りの保護者の集団から声がかかった。

「朱葉ちゃん！」

　先に振ふり返かえった夏美が、「ぎゃ！」と声を上げ、朱葉の腕うでをひく。「なぁに……？」と振り返ってみれば。

「卒業、おめでとう」

　きちんと礼服に身を固めた、秋あき尾おとキングがいた。キングが差し出すのは美しいスイートピーの花束だ。

「あ、ありがとうございます！　でもどうして……」

　平日なのに、とうろたえる朱葉に。

「せっかくの門かど出でだ」

「カメラマンが必要かと思って？」

　と秋尾がごつい一眼レフを構える。夏美が歓かん声せいを上げて、まずキングとの写真を所しよ望もうした。朱葉もみんなとの写真を撮ってもらいながら。

「あいつも、いるでしょ」

　そう秋尾が言って指差した先には、女子生徒に囲まれる桐生が。「連れてきます!!」と夏美が手を上げ、人ひと混ごみの中から桐生を引っ張り出してきた。

　桐生も秋尾が来るとは思っていなかったようで、顔を見て少し驚おどろいた顔をする。

「担任クラスの初卒業式、おめでとう」

「あいにくの雨だけどな」

「雨もまた、悪くはないだろ」

　そんな風に言って、「じゃあそこの壁かべの前に立とうか～。あ、朱葉ちゃんは傘貸して。桐生の傘に入ってね」といつものようにテキパキと構図指定をしてくれる。

「アゲハ、前まえ髪がみ」

　キングの細かいチェックも入りながら。

「ちょっと待って、今光量確かく認にんするから──」

　一本の傘の下、身を寄せ合って、朱葉は桐生を見上げた。

「卒業ですね」

「そうですね」

　朱葉の言葉に、桐生がそう返す。

　傘を持つ桐生の手に、自分の手を重ねて。

「卒業しても、先生ですか？」

　そう、聞いた。

　都築に対して、卒業しても先生だと言っていた。朱葉は、卒業したら、もう先生と生徒ではないんじゃないかと思っていたけれど、先生は、もしかしたらそうではないのかもしれないと朱葉は思ったからだ。

　聞き返すように桐生が振り返るが。

「じゃあ撮るよ！　一発で仕上げる！　カウント３、２、１──」

　ぎこちない顔で写真を一枚。

　優ゆう秀しゆうなカメラマン達が確認をしている間に。

「──さて。先生と生徒がどうかは、わからないけど……」

　桐生が朱葉に囁ささやいた。

「俺おれは神様を好きになったんだから」

　大きな黒い傘を斜ななめに、周りから遮しや断だんするように二人を隠かくし。

　ほんの、一いつ瞬しゆん。卒業式の、ざわめきを隔へだてて。

　教師である桐生から、生徒である朱葉に。

　ほんの一瞬だけ、唇くちびるが触ふれた。

　唇は笑みの形で。

「先生を好きになるくらい、簡単なのでは？」

　至近距きよ離りからそう囁き、姿勢を戻もどして傘も持ち上げる。

　驚き固まる、朱葉がみるみる赤くなり。

「──そういうとこだぞ！！！！！」

　それだけ叫さけんで、離はなれた。秋尾やキングが驚いた顔をしているが、桐生はひとり、何食わぬ顔。

（そういう！！！　ところ！！！！！！）

　そのまま逃にげるように大おお股またで歩いていた朱葉だったけれど。

「せんぱい……」

　その先に涙を浮うかべた咲さくがいた。後ろには、ひっそりと九く堂どうが心配そうに眺ながめている。

「咲ちゃん！」

「先せん輩ぱいいぃいい……卒業なんてしないでくださいいいい……」

「あはは、それはムリかな！」

「ムリなのむりぃ……」

「大だい丈じよう夫ぶ大丈夫！　イベント行けば絶対会えるし!!　また、活動だって再開するよ！」

　ガッツポーズをつくって朱葉が言う。

「咲ちゃんだって、新刊、読みたいでしょう？」

　絶対読みたいです！！！！　と咲が叫ぶ。でもまだ涙は止まらないみたいだから。

「はい、これ」

　朱葉は、自分の制服のリボンをとり、咲に渡わたした。

「よかったら、もらって」

　漫まん研けんのこと、よろしくね。

　そう言ったなら。

「…………はいっ！」

　しっかりと、咲が頷うなずいた。胸にリボンを抱だきしめるようにして。
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　雨の卒業式は、つつがなく終わった。明日が合格発表の大学も多いし、まだまだ進路指導は続く。結局は浪ろう人にんという道を選ぶ生徒もいるかもしれない。

　桐生は卒業生を見送ったあと、まず教室を確認し職員室に戻った。それから生物準備室に行き。

（……世話になったな）

　自分と、朱葉が、ずいぶん話はなし込こんだ机をなぜた。

　教師と生徒じゃなかったらと、思ったことはある。確かにある。でも、教師と生徒じゃなかったら──自分は、きっと。

　神様を好きになることなんて出来なかっただろう。

　だから、とても感謝していた。

　好きなものを、好きなままで、教師になったから。

　なにより好きな、たった一人に出会えたのだろうと思っている。

　そして足は自然に、漫研の部室に向かって行った。「部室のチェックをしておいてください」と職員室の机に、朱葉の字でメモとともに鍵かぎが返してあったから。

　扉とびらを開けると、他の部屋よりもよく親しんだ、印刷インクのようなにおいがして。

　中に入った、桐生は、思わずその膝ひざから崩くずれ落おちた。

　広がる黒板、いっぱいに。

　いつ描かいたのだろう、見み間ま違ちがえるはずのない朱葉の線で、抱きしめられないくらい大きい推おしキャラのイラストが。
















　やばい。まずい。

　泣かないって、決めていたのに。

　桐生は眼鏡の下の瞼まぶたを押さえる。こらえきれない涙が、こぼれて、落ちた。

「……そういう……とこだぞ……！」

　大きな絵には、大きな文字が、書いてあった。

　卒業の門出に。

　たった一人の、生徒から。




　先生　ありがとう！











ＥＮＤ
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　春が来た！

　はじめまして、ということはもうないでしょう。こんにちは、もしくは、お久しぶりです！　少し長い年月をかけてしまいましたが、ここに「春」をお届けです。

　春がくる季節に終わらせることを、この物語を書き始めた時から決めていました。その決意のままに、「小説家になろう」で最終回を迎え、この三巻を持って、書籍版を完結することが出来ました。

「先生」と「生徒」の二人の物語は、ここでおしまい。でも、これからも二人は続いていきます。だってオタクに、卒業もおしまいもないから。

　どうか、これを読んでいる皆さんにも、終わりのない楽しい日々が続いていきますように。

　コミカライズはまだまだ元気に続いています。また、お目にかかれたら幸いです。

　たくさんの「おめでとう」を、ありがとうございました！
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電子書籍特典　書き下ろし短編

『腐男子先生と俺』







　ねぇ先生、好きになるってどういうこと？




　都築水生は人間が好きだった。

　家族も好きだし友達も好きだし女の子も、なんなら男だって結構好きだった。自分のことも好きだったし、自分を好きだと言ってくれる人は特に好きだ。そして人が人を好きになっているところを見るのが好きだった。

　恋をするのも好きだし、人の恋路も大好きだ。

　ラブってのは無限大だと、結構本気で思っていた。

　そうした都築についたあだ名は「リア充」であり「宇宙人」であり「遊び人」だった。

「自分はともかく、人のことに、よくそんな首をつっこめるな」

　と言うのが同性の友人である梨本太一の言葉で、「だって、なんか、ハッピーじゃん？」というのが都築の返答だった。その時太一はこう続けた。

「ハッピー、ばっかでもないだろ」

「そんなことねぇよお。たぁちゃんとマネージャーがくっついてくれてたら、本当はもっとハッピーだったよ俺は」

　過去を蒸し返したその言葉に太一は答えなかった。

　太一は都築が賑やかしで入っているバスケ部のレギュラーで、部のマネージャーといい感じになっていた時期がある。どちらかといえばマネージャーの方が惚れて。でも、その頃太一が試合中に怪我をしていたこともあって、二人はうまくいかなかった。

　──太一くんは、わたしよりバスケなんだよねきっと。

　そう言って笑うマネージャーに、「じゃ、俺にしとく？」と都築は聞いた。

　そして、ちょっと、付き合った。でもちょっとだけだった。

　なんとなく、他の女の子ともいい感じになってしまって、うやむやのまま別れた。結局マネージャーは、バスケ部を辞めることなくマネージャーをしていて、太一とも良好だし時々都築に呆れ顔を向けてくる。そういうのが、都築は得意なのだった。長続きはしないけど、致命的に、恨まれることもない。

（なーんでかなー）

　人を好きになる。と、いつか好きじゃなくなる。おしまいはさみしい。だから、また新しく「好き」をつくっておくしかないのだ。使い捨てカイロみたいに、大量に。

　そういう風に高校三年間を過ごすのだろうと思っていたら、三年になった時にわりと大きめの番狂わせにあった。

　担任の教師が、結構めんどくさいやつだったのだ。

　顔はいいし、若いし、最初の印象は面白い先生だった。

　なにが面白いって、多分なんとなくだけど、クラス委員に立候補した女子といい感じに見えたことだった。

（そういうの見分けるの、俺、得意）

　恋愛光線、見えるんだよね。

　で、都築の見立てでは、完全に、先生の方も生徒の方も、ラブビームが合致していた。はい、カップル成立。……と思ったのだけれど。

　二人はどちらも、そうじゃないんだと言う。大切にしているのは目に見えているのに。大切にしてるからこそ、そういうお付き合いを避けているようだった。

　不思議だったし、もどかしかったし、うらやましかった。どううらやましいのかは、都築自身にもわからなかったけれど。

　二人が自分のしたことのない恋愛をしているような気がして、気になって仕方なかった。だからたくさん首をつっこんだ。

　そのうちに、つっこんだ首根っこがつかまれている、と感じた。

　先生の方にだった。曰く。

「都築、お前──進路、どうするんだ？」

　知らんがな～！　と走って逃げた。知らない。あんたに関係ないし。けど。

　桐生はすごく丁寧に都築のことを見て、考えて、時間を割いて、都築の中にある「人より好きなもの」「得意なこと」を探してくれた。

　競技人口の少ないマイナースポーツが、都築の好きなものであることを見つけて、とてもまじめに、すごく真剣に、その道についても調べてくれた。

「やりたいことが、あるんだろう？」という桐生に、心の底から都築は思った。

　うううううううるせえ。

　うぜええええええええ。

　だってだってだってだってさぁ。

　かえのきかない「好き」なんてないでしょ。先生。

　そう思って都築は逃げ出した。逃亡。受験そのものから。怖くなってしまったから。

　でも……探してくれた人がいた。別に、恋人でもなんでもないのに。それが、なじみの男友達の太一であり、困難な恋をしていたように見えた朱葉であり、そしてうるさいことこの上ない担任の桐生だった。

　都築はよくわかっていた。自分がどれだけ桐生の努力を無にしたのか。誠意を裏切ったのか。けれどそんなことは別にいいんだと桐生が言った。大丈夫だと繰り返した。どんな未来を選んでも、どんな進路を選んでも、好きなことを好きなままいていいんだという言葉に、都築のどこかが折れて、キレた。

　だから、言ってしまった。

　──「好き」がずっとだったことなんて、一度もないじゃん。

　少なくとも、俺は、そうだから。いや、俺以外のみんなはそうじゃないかもしれないしそうであってくれたらいいと思う。でも俺はそうだったから！　そういう風に、先生みたいに、「好き」を大事には出来ない、と都築は言った。

　そう桐生に言ったら。桐生は自分の鞄から、数冊の本を出してきた。

「これは」

　進路指導室の机の上に置いて。

「俺の好きな本だよ」

　都築は思った。だっせぇ、と。今更、テンプレみたいないい話はじめやがって。俺の人生をかえた本？　なにそれ。夏休みの読書感想文かよ。

　心中の罵倒を察したのかどうか、桐生は続けた。

「俺はお前の気持ちをわかってやれなかったし、多分今もわかってやれていない。だから俺の気持ちもわからないと思うし、わかって欲しいとは思わない。けど、だから……ただ、俺の好きだったものを教えておきたい」

　はぁ～？　読む気ねぇけど。本とか、漫画くらいしか読まねぇし……と思いながら目を向けた。思わず言った。

「漫画じゃん」

「漫画だが？」

　改めて表紙と帯を見た。

「男同士じゃん」

「ボーイズ・ラブだ」

　いや、そこ大事？　なんでもいいけどさぁ、と都築は毒気を抜かれた気持ちだった。

「え、先生はさあ、ゲイなの？」

　だから委員長だめだったの？　そう尋ねたら、いきなり桐生は激高した。

「そうじゃない!!」

　ダン、と机が叩かれる。

「いいや、そこはもう関係ない！　俺がゲイであってもゲイじゃなくても、己のセクシャルとは関係なく神作品を楽しむ権利が与えられているはずだ！　名作は万人に与えられる宝なのだから！」

「お、おう……？」

　なんの話だ？　と都築は思わず身をそらす。桐生はずいぶん切実に、拳をゆるめず、にじむように言った。

「……好きになれ、とは言わない」

　そうして顔をあげた時、ずいぶん穏やかな表情をしていたものだ。

「──都築、この本の中にお前はいない」

　たった数冊の本は、少しくたびれて、日に焼けていた。




「お前がいない世界を、お前は、好きになったっていいんだよ」




　好きになるって、どういうこと？

　おそれるように、都築の手が、その本に触れた。










　天地がひっくり返ったかと思った。いきなり開いた扉の向こうは宝の山で、知らないことばかりでなにもかもが面白かったし楽しかった。あっという間に手軽なところに進路を決めて、漫画喫茶と太一の家と、それから桐生の元カノであるところのマリカも巻き込んで様々な薫陶を得た。

　その中で、ふともうひとつ、気づいたことがあった。

「なぁなぁ、先生、もしかして」

　卒業式の日、あんなに卒業したくないと思った校舎にまた都築は遊びにきていた。桐生に借りていた漫画を返しにだ。

「俺らさ～ずっとこうやって遊べんの？」

　好きとか。嫌いとか。

　そういうことで、消えて行ったり、さみしくなったり、もうしなくていいの？

　都築の言葉に桐生は今学期からかけはじめたという眼鏡の向こうで眉をあげて「知らなかったのか？」と言った。

　それから、耳打ちをしてくる。その手元には……都築の在学時にはなかった、銀の指輪が光っていて。

　なんかちょっと、まだ、うらやましかったけれど、彼は言った。

「オタクは、ずっとやっててもいいんだぞ」

　ホントかよ、と都築は思ったけれど。

　他でもない、「腐男子先生」の言うことなら信じてもいいなって、都築は思った。




























腐ふ男だん子し先せん生せい！！！！！3




【電でん子し特とく典てん付つき】








瀧たきことは





ビーズログ文庫アリス





2020年3月15日　発行





ver.001





©Kotoha Taki 2020





本電子書籍は下記にもとづいて制作しました

ビーズログ文庫アリス『腐男子先生！！！！！3』

2020年3月15日　初版発行





発行者　三坂泰二

発行　株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡ





●お問い合わせ

https://www.kadokawa.co.jp/

（「お問い合わせ」へお進みください）

※内容によっては、お答えできない場合があります。

※サポートは日本国内のみとさせていただきます。

※Japanese text only










デザイン／辻 智美（Banana Grove Studio）












本電子書籍の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本電子書籍の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本電子書籍購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本電子書籍を第三者に譲渡することはできません。

本電子書籍の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。















item/image/i-008.jpg
[#ireEEOL8Otp-J





item/image/i-007.jpg
FHEARBLECH'D?






item/image/cover.jpg
X
=~
iy
-
£

Qo
%






item/image/i-089.jpg
= [EHSRROIIY —]





item/image/i-bookwalker.jpg
AT

BOOKY~WALKER





item/image/i-245.jpg
- [RIEVON DANYVOV’ BRYVOM]





item/image/i-004-005.jpg
FUDANSHI SENSEI 3 -CHARACTER-

L 000+ N g o OO00

\ 4 \GBoxsEa27L BLEZ KL< ETHEBEDLF 4 & | BLZ Z KK EY BA 7 X EMKED,
1Y —. ZAOKRE B, RBZREELTHNTS \ o / BRENLLTLE REL
BERILERDF v+ 5T FHRAFINOFFE S VR gy, RULARITA TEHRL TN H
[&bt] 9%, 9 %

+ ~ A
ano o
¢ IAN = |

oo | ‘\\\ /\\ AN
mrorAcEyroz JY N\
A, mrTxEsTEA 0 T
ESFIE ) — L (RARR) - j )

/

REE—HICITAE
BEBROIZFMRE.
notx &7, “OF&
BEFDPAFELRF v
ZET. BHH. +

IESCUEIES o] |
PN)DSNST A/
N7 407

POVINTEE =1\
| TEWT B iR






item/image/i-120.jpg
I~ [2EERRoY =)





item/image/i-083.jpg
M) TRROHIERS )





item/image/i-137.jpg





item/image/allcover-001.jpg
L& Mt

KTOSBUBILESHE U Th
BRI CrEN I LHHR-

AEHICBAT RSV

©L | ERFIK RGeS ooLCER3 FECER!
+ TTAIEWRMELTOF Y DiE. " .
s HERBAYIOF 7 MEERD +
L BEORBTEE - RE (8%) LOMRCEYEYLOD
oy EBEHEEBRIETRE. FEAORGA R
RRICET BAEHEEC 7L BE T A B!
L BEORRGIZAOFRE--7?

[ 520 P 3T Al
HELTIF 4955704, BoEENN

WinsTRATION
BEBHO

7
x®
o
e
i
L]

>

3
P

GOvER DESION

it 3% (Banana Grove Studio) ol YA QW :E






item/image/i-255.jpg
KZARXLEEP






item/image/i-256.jpg
— [DOO-1RE]





item/image/i-130.jpg
00 [(FESRLRAOSIIV >





item/image/i-228.jpg





item/navigation-documents.xhtml




Navigation





		表紙



		ｃｏｎｔｅｎｔｓ



		プロローグ　宇宙人はどこから？



		「雑誌は鈍器じゃありません！」



		第１章　子どものわがまま　大人の悪事



		１「いざゆかん！　入場列へ！」



		２「やっぱ手ブレ補正は必須なわけで」



		３「でも、可哀想」



		４「悪い男は、俺だけでいい」



		５「思い詰めたメッセージ」



		第２章　神様のねがいごと



		１「俺達ファンと彼らは、織り姫と彦星なのではあるまいか？」



		２「どっちが攻め!?」



		３「ただいま面談中」



		４「神様のねがいごとⅠ」



		５「神様のねがいごとⅡ」



		６「神様のねがいごとⅢ」



		７「神様のねがいごとⅣ」



		８「神様のねがいごとⅤ」



		第３章　運命のつくりかた



		１「え、まだリセマラしてるんですか？」



		２「特殊装丁オプションは二つまで可だ」



		３「やばい、運命の恋かも。比翼連理かも」



		４「禁断の恋」



		５「こんなはずじゃなかったの」



		６「祭の前」



		７「文化祭編」



		第４章　君が生まれた日



		１「オタクの予定は半年先まで決まり続けるからな」



		２「最後のデート」



		３「俺じゃだめ？」



		４「教師として、ファンとして、男として」



		第５章　大学入試×逃走中



		１「センター試験」



		２「……逃げられた」



		３「あなたなら、どうかける？」



		４「先生の好きは、ちょっと暴力だと思う」



		５「これ、イズ、なに？」



		６「いくつかの長い夜を越えて」



		エピローグ　卒業式



		１「卒業、おめでとう」



		２「先生、ありがとう」



		あとがき



		電子書籍特典　書き下ろし短編『腐男子先生と俺』



		奥付











Guide





		表紙



		目次



		本編











item/image/i-229.jpg
N [E#Sih—L)





item/image/i-066.jpg
o [EEDANVEIOR EORUVNBESVIIB0HOR]





item/image/i-187.jpg
O [¥keizl





item/image/i-101.jpg
N [EWSRROIIY A





item/image/i-065.jpg
BEORH'OCT E






item/image/i-186.jpg





item/image/titlepage.jpg
E;

(S ys e

TUYL

BEFERE!!!113

AEC &I





item/image/setu.jpg





item/image/kuchie-001.jpg





item/image/toc-001.jpg
E13)

3
i

OUI-FUN—@

N O E N

nun—e

+ +
+

O BROMDKDDTE oo p147
A FRULISULTBRTIN'?] -
WHET 1 I3 DFTCALR]
‘yl3‘o\ §E‘D®@D\€o mgﬁigb‘ﬁ] ..............................
E 107N
ThIANETUrRD D] -
EROLT]
pale S

T OBDEFNREE e
TNFODFEGHERFTRIOVFIBNDR -
REOT—)

PEGADTEED P Jeeeesorssssassenssanisonssninissiisssssusionsspaisisassvass
HEFEUT. TP IEUTY BEUT] wovererereremerensnnnnns

T OKBEAEXEESP -
tCII-HRI
T BN
@BET&‘F)\ ¢5D\(j§7j .............................................
REDFER, BEOERNEEBS)
Th. 1. B(E?)
O<3D\®§D?§Eﬂi—cj AAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAA

FEEEE -

EE. BOHTES)
Fek. HOD'ES]

contents

PEBARBETH'D P v
[HEFEFFEBBUWBBOTL | | e

%0
1

[ I R " R S

W N O v EWN

T FEEODHFEF KADES
OEDHR! MFFINL -
OFFIVREGURGDIT] -
TE. TR
BOSE, fErITOO]
BOBDRESYE—T]

T HEBORDIOTE e
BEI? IERDE. HOBEERBOTRBHIFON'?] -
EXBHRD 1?7 -
RROZF@E#P] -
WERORHOTE 1) -
WERORHOTE 1)
WERORHOTE M)
BERORHOTE V] -
WERORHOTE V] -






item/image/i-119.jpg





item/image/i-236.jpg
M) (OS]





item/image/i-110.jpg





item/image/i-111.jpg
O [(EESLROIIV HI





item/image/i-199.jpg





item/image/i-195.jpg
I~ [XP8RE]





item/image/i-076.jpg
(o INE VIRV Fal >3 >Jodl





item/image/gaiji-nami01.png





item/image/i-288.jpg
) MUK’ Yis” oo





item/image/i-168.jpg
= [ERiECHK)





item/image/i-161.jpg
0¥ 8160158






item/image/i-162.jpg
[t i e M





item/image/i-043.jpg





item/image/gaiji-nami02.png





item/image/i-215.jpg
BHEFne8






item/image/i-216.jpg
. [ROO SN HHR O VK DEDORI0]





item/image/i-316-317.jpg





item/image/i-178.jpg
N (2R rRDL RN





item/image/i-299.jpg





item/image/i-294.jpg





item/image/i-053.jpg





item/image/i-295.jpg
O [OVNRSSERWEIRMI]





item/image/i-054.jpg
§

ru
-
c4natS
aon





item/image/i-305.jpg





item/image/i-308.jpg
N R’ 80RYIN





item/image/i-147.jpg
BHDO<<VDTE






item/image/i-148.jpg
 [IR7 #HRDIPIYIDOMVRI2VIR]





item/image/i-269.jpg
M) [8RIREI0° VINRDRE- ]





item/image/i-029.jpg
N [£01HN D@ SRR DY)





item/image/i-022.jpg
. [OPORL- <WR-)





item/image/i-146.jpg





item/image/i-300.jpg
[ ESVUIN]





item/image/i-020.jpg
@AnﬁwA . g Vi

\’\h\I.«m ik Q%
o e SR





item/image/i-262.jpg
...... BHI0 |





item/image/i-021.jpg
FEEDDHEFSF
KADES






item/image/i-318.jpg
LSRIEal )





item/image/i-319.jpg





item/image/i-155.jpg
O\ [REERRNNM AR NHVER)





item/image/i-276.jpg
e [HR#HSKRINIGY 104 N VIR VEBZIN]





item/image/i-036.jpg
M) (VW eikREl





item/image/hyoushi-001.jpg
]
%
F
7
< 3
!
!
!
!
!
3

RECLIX

Y

XE! CORBRABELCHTATILESIN! RINLEHET!

E5VAESEEAST]
KE. EREED DR BOFHVBIERE D527
WODShiLDZENFFELELATTN?]

ZHWHTE, BIK~~7]

SHORBRYZEEIO. LErEHy TIDOBWEE >, EDhSEKEE
UTIRBFEIBATICRER L 2282 Fa A ALADH W N, HEBBRAELL
EICBo 1,

SHEENPSLEVTT PR
WR—ZZRBHVWTHEVECAU»BEVTT A, HEVEDL, BORLUE
e AEV=—2TWVID? &, BAPPELWVIENK?]
ZUPRELVTL &, Blae]

EHABHFABTLESbARZ. ELHBELEDICVE T EHFVITKRED
ol TOWMBEEREN S, S LIHENES,
~~~~~~ FECE>EBEELCRATEL]

RENTOEECROTRYIES. WAEGRBEMLETENS,

RETE L TREED110 FEORD 2 TKET—]
E250IRELIELTR—AED?]

ZThiRECY BREDT 7 B> BMES S K. ERE. [METHE
Wi, EHLOXEY —] LREPEEBRDLBAT [BFLEVELE
U] EBEBFEEPTTELOTRERT. BORICITE, BATVWEZO
ERHMB, [E2F. 2UTILHTFTIE] £TTH5NT. Bh s
ZARS 1, BENREOFEE ST
[£&. HAFECEBE>TVWEELENY]

KREDEFOEEIC, YA XEELLIERERHEN S,

[®2 ) SH—BIFE T, FETT L]
ZHEIWER. [ThidICkY ] EKFENF, Kot

after
MEMORY

T R R R RN





